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御曹司と溺愛付き!?ハラハラ同居










二泊三日、カニ三昧




　いい男のため息は、どうしてだか気になる。それはおそらく、彼の虚ろな目が妙に色っぽいからだ。

　私、蓮はす川がわ英え莉りは、最近できた五十五階建ての超大型ビルディング『Laラ merメール TOKYOトーキョー』の二階にあるカフェ『プレジール』でバイト中。

　たくさんのお客さまの注文をさばきながら、窓際の席に座りコーヒーを口にしている男の人がふと視界に入った。

　プレジールは、シアトル発のカフェで日本初上陸店。そのためかオープン当初は長い行列までできて、テレビ取材もあったのだとか。

　とはいえ、閉店前の二十時近くなると客もまばらだ。

　La mer TOKYOには、四十二階から五十一階の上層階に、一泊二百万もするというスイートルームを持つホテル、そして高級レストランなどがある。それだけでなく、年収がうん千万とも噂うわさされる人たちが勤める有名企業や事務所なども多数入っていて、私とは無縁の場所だった。

　けれど、わけあって四カ月前にプレジールでバイトを始めてから、このセレブな空間にマッチするよう必死に笑顔を作り、接客している。

「英莉、あの人来てる」

「……うん」

　一緒に働く、私と同じ二十四歳のあゆみは、ひとつに束ねた長い髪を揺らしながら私を肘で突っつき、窓際に座って外を眺めている男の人に視線を移した。

　口元に小さなほくろがあり、鼻筋は通っていてスラッと高く、涼しげな二重の目が印象的な彼は、百八十センチを超える身長の持ち主で、私より二十センチほど高い。

　少し長めの前髪をかき上げなにかを考えている様子は、いつもとは違い険しい顔だった。

　あゆみが『あの人』と言うのは、三日ほど前に、他のお客さまに言いがかりをつけられたときに、彼が助けてくれたからだ。

　そのときは、お客さまが注文を間違えたのにもかかわらず、私が間違えたと言い張り、商品を変えろと怒りだした。仕方なく作り直そうとしたとき、うしろにいた彼が、『それ、間違ってないです。聞いてましたよ』と助け舟を出してくれたのだ。

　週に二、三度は来てくれる彼が注文するのは、いつもオーソドックスなブラックコーヒー。彼は、おそらくこのビルのどこかの企業で働いているのだろう。

　オーダーメイドだと思われるぴったりサイズのスーツは、シルクが入っているのだろうか、上品な光沢がある。それを着こなす彼は、一つひとつの所しょ作さが美しい。

「お礼、言ってきていい？」

「うん、もちろん。お近づきになっちゃって！　あっ、ちょっと待って」

　彼女は私の肩下十センチほどの髪をさっと整え、「メイク直しもしたほうがいいわよ」なんてなんだか楽しそう。

　ここでバイトをしている人は、このビルで働くエリートと知り合いたいという邪な希望を抱いている人も多いらしい。私は完全に生活のためだけど。

「そんなのいいわよ。行ってくる」

　客も減ってきて、閉店準備に取りかかっていた私は、彼のところに向かった。でも、彼が珍しく大きなため息を吐き出したのを見てしまった。

　彼はいつも凛り々りしく、コーヒーを手にしている姿が様さまになっているのに、今日はどことなく弱々しく感じてしまう。

「あの……」

「はい、なにか？」

　緊張しながら話しかけると、彼は不思議そうな顔をする。

　私のことなんて覚えていないらしい。当然と言えば当然だけど。

「先日、他のお客さまからのクレームで困っていたとき、助けていただき……」

「あぁ、あのときの！」

　思い出してくれたようだ。ちょっぴりうれしい。

「はい、ありがとうございました」

　深く頭を下げると、彼は優しく微笑んでくれる。

「いや、あのくらい。威圧的な客もいるだろうから、大変だよね」

「はい。……あっ、いえ」

　思わず本音が出てしまうと、彼はクスッと笑った。

　ヤバい。イケメンの笑顔って、破壊力ありすぎ。

「あの……どうかされました？」

　さっきのため息が気になってしまい、思わず聞いてしまった。しかし、客のプライベートに顔を突っ込むなんて、と反省し、「すみません。なんでもありません」と謝り、離れようとしたけれど……。

「親父が、倒れたって」

　彼が窓の外に視線を移しながら、ボソッとつぶやいた。

「えっ、それじゃあ、こんなところでコーヒー飲んでいる場合じゃないですよね。早く行ってください」

「俺の実家、北ほっ海かい道どうなんだ。仕事が忙しくて、私用の電話に出られないでいたら、さっき気づいて……。でも、飛行機のチケットが取れなかった」

　だから、あのため息なんだ。

「あの、差し支えなければ、お名前をうかがってもいいですか？」

「ん？　五いつ木きだけど」

「では今すぐタクシーを捕まえて、羽はね田だに向かってください！」

　私が腕をつかみ強引に立ち上がらせると、彼は怪け訝げんな視線を向ける。

「は？」

「チケットは私が必ずなんとかします。あっ、ここに電話番号を書いてください。取れたらすぐに連絡しますから」

　私は仕事のときに使っているメモ帳をポケットの中から取り出し、彼に渡した。

「なんとかするって……問い合わせたけど、満席だったぞ」

「いいから、早く」

　羽田発千ち歳とせ行きは、たしか二十一時くらいが最終だ。今は二十時少し前だから、タクシーならまだ間に合う。

　説明している時間ももったいなくて、とにかく彼を追い立てた。

「わ、わかった」

　彼は首を傾げながらも、私の剣幕に負けた様子で、プレジールを飛び出していく。

「あゆみ、掃除、先にやっててくれない？」

　私は慌てて戻り、カップを洗っていたあゆみに声をかけた。

　もう客も数人残っているだけで、多少抜けても大丈夫そうだ。

「いいけど……。あの人、どうかしたの？」

「うん、ちょっと」

　私はそのまま更衣室に駆け込み、ロッカーから自分のスマホを取り出して電話をかけ始めた。

「もしもし、『トーリツツーリスト』におりました蓮川です」

『おー、蓮川ちゃん、久しぶり。なんか大変なことになっちゃって、心配して――』

「お願いがあるんですけど！」

　電話の相手は、プレジールに来る前に勤めていた旅行代理店の仕事を通して顔見知りになった、別の代理店の棚たな田ださんだ。四十代前半の彼は面倒見がよく、ライバル社だというのに業界のことを親身に教えてもらった。

　けれども、話が長いのが玉にきず。今は聞いていられないので遮り、話し始めた。

「棚田さん、今日の札さっ幌ぽろ行きの最終便のツアー席空いてませんか？」

　旅行会社にはツアー用に確保した飛行機の席がある。予約が埋まらないと一般向けに売られることもあるけれど、直前キャンセルもよくあるのだ。

『あるよ、さっきキャンセルが出ちゃって』

　やった！

「それ、譲ってください」

『いいけど、これから北海道に飛ぶの？』

「私じゃないんです。知り合いに頼まれて」

　頼まれたというか、私が強引に急せかしたんだけど。

『そう。でも、二泊三日のカニ三昧ツアーだよ』

「夏なのにカニのツアー？」

『他の会社が思いつかないことをやらないとね。けっこう売れてるよ』

　へぇ。カニなら冬というイメージがあるけれど、アイデアの斬新さで勝負ということか。

「あの、飛行機のチケットだけバラ売りできないですよね」

『そうだね、無理かも。カニもホテルもキャンセルするのは自由だけど、ツアー代金はいただくことになるかな』

　それもそうだ。セットになっているから格安にツアーが組めている。千歳まで、エコノミーなら四万くらいのはずだけど……。

「おいくらでしょう」

『七万八千円。お得だろー』

　カニも食べてホテルに泊まればね。

『どうする？　必要ならすぐに押さえるけど』

　あぁっ、この際仕方ない。

「お願いします。お代はすぐに振り込みます」

『了解。それで、その知り合いの名前は？』

「五木……」

　なんだっけ。テンパってて下の名前を聞き忘れた。

「五木ひろしで」

『は？』

　偽名で搭乗なんて本来はやってはいけないが、わからないのだからしょうがない。

「棚田さん、お願いします！」

　私が急かすと、『あっ』と我に返った様子の棚田さんは、席を押さえてくれた。

「それじゃ、すぐに振り込みます。空港のカウンターに行くように伝えますので」

『了解。それじゃ、また』

「ありがとうございました！」

　私はすぐにインターネットバンキングで旅行代金を指定口座に振り込んだ。

　これで、棚田さんの旅行会社の空港カウンターに行けば、チケットを受け取れるはずだ。

「でも、どうしよう……」

　実は、貯金残高があと五千円しかない。いや、今はそれより……。

　さっき五木さんに書いてもらった電話番号に電話をすると、彼はすぐに出てくれた。

「あの、プレジールの蓮川です」

　そういえば、さっき自分は名乗らなかったな。

『あっ、君』

　電話の向こうから少し焦ったような彼の声が聞こえてくる。

「チケット取れました。空港のカウンターで受け取れます」

　それからカウンターの場所や受取方法について説明していたけれど……。

「あの、下のお名前を聞き忘れてしまったので、〝五木ひろし〟でお取りしました。すみません」

　恥ずかしさのあまり、ちょっと小声で伝えると、彼はクククと笑いだす。

『俺は五木じゃなくて、一いち木きなんだ。五じゃなくて一』

「はっ、嘘うそ……。すみません！」

　どうしよう。やってしまった……。

『しかも〝ひろし〟って……。でも、ありがとう。蓮川さんのおかげで、親父のところに行ける』

　今度は凛々しい声がした。

「はい。お気をつけて」

『本当にありがとう』

　よかった……。

　安あん堵どの胸を撫なで下ろし電話を切ると、あゆみに合流して、店内の掃除を始めた。

　五木さん……じゃなく、一木さんのことはホッとしたものの、問題は自分だった。

　マンスリーマンションに住んでいる私は、今週金曜までに、つまりあと二日で来月分の家賃を払わなくてはならない。それなのに、貯金残高五千円ではどうにもならない。

　給料日は来週末。前借りなんてできないし……。

「はぁ……どうしよう」

「ん、なんか言った？」

　思わず漏れた声に反応したあゆみは、私を見つめる。

「ううん。なんでもない」

　最悪、あゆみから借りる？　けど、あゆみだって余裕のある生活をしているわけじゃない。

　頭を抱えながら、黙々とテーブルを拭いていった。










社員寮はタワーマンション？




　――それは全部、あの悪夢の日から始まった。

　大学を卒業して、一年半。私は、旅行代理店のトーリツツーリストのカウンター業務に就き、充実した毎日を過ごしていた。

　仕事は忙しかったし、土日も出勤だったけど、もともと旅行のプランを練ることが好きだったので、お客さまと一緒にあれこれ話しながら、旅行先の光景を想像して楽しんでいた。それなのに、あの日……。

「あれ、何事？」

　朝、会社に出社すると、玄関に人だかりができている。しかも、テレビの取材のようなカメラが何台も。

　まだ開店前なのになんだろうと思いながら近づいていった。

「トーリツツーリストの社員ですか？」

「は、はい」

「今回の事態、どうされるおつもりで？」

　突然マイクを向けられそう問われても、なんのことかさっぱりわからない。

「事態といいますと？」

「あれ、知らないんですか？」

　落胆した顔をするテレビ局の人が、トーリツツーリストの倒産を教えてくれた。

　オリンピック観戦ツアーで多数の客と契約を結び、もちろん料金を振り込ませておいて、その飛行機もホテルも、各競技の観戦のためのチケットもすべてキャンセル。そして料金を返金することなく、社長が雲隠れしたのだとか。

　寝耳に水とはこういうことを言うんだと、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「チケット等のキャンセルを誰かがしていたはずですが？」

　レポーターがマイクを私に突きつけ、責め寄る。

「すみません。私にはわかりかねます」

「『わかりかねます』で済むと思ってるんですか？」

　そんなことを言ったって、私は通常通りカウンター業務をしていただけで、そのときはチケットが確保されていることも確認していた。それをこっそりキャンセルされていたら、私たちだってお手上げだ。

「社長はどこです？」

「すみません。わかりかねます」

　私は頭を下げながら言った。

「あなたねぇ。『わかりかねます』しか言えないの？　何人のお客さんが泣いていると思ってるんだ！」

　そのうち私を責めだした新聞記者らしき人に、「すみません」と頭を下げたが、私が泣きたいくらいだ。だいたい、知っていたら出社してこない。

　結局、なにも聞けないとわかったメディアの人たちは、私を解放してくれた。

　とにかく謝罪しなければ……。

　ニュースを聞きつけて押し寄せ、怒号を上げている大量のお客さまの輪に入っていくのは勇気のいることだった。けれど、私はその前に立ち、頭を下げた。

「本当に申し訳ありません」

「お前、社員か。何年も貯金してやっとオリンピックを観に行けると思ったのに、どうしてくれるんだ！」

　真っ赤な顔をした三十代くらいの男のお客さまが、私をなじる。

「すみません……」

「謝罪なんていらない、金を返せ！」

　中には私に詰め寄り、肩をドンと押す人もいた。でも、その気持ちがよくわかるので、私はひたすら頭を下げ続けた。

「もうやめましょうよ。あなた、倒産するの知ってたの？」

　そのとき、老夫婦が私の前に立った。

「いえ……」

「それじゃあ彼女も被害者よ。それなのに、こうして頭を下げて……立派じゃない」

　私はその優しい言葉を聞き、我慢しきれなくなって涙を流してしまった。つらいのはお客さまのほうだと必死に耐えていたのに。

　すると、それを合図に、さーっと人の波が引いていった。

「本当に申し訳ありません。ありがとうございました」

　老夫婦に深く頭を下げると、「人生いろいろあるわよ。頑張りましょうね」と声をかけられ、さらに涙腺が崩壊した。

　それから私は、その場を離れ帰宅した。なにも知らされていない私には、謝罪以外にできることがないからだ。

「私も失業、か……」

　給料日は三日後。この状況で払われるわけがない。

　そうして私は、一年間半必死に働いてきた仕事を一瞬にして失い、社員寮として契約されていたマンションも追い出されることになってしまった。

　貯金は少しはあった。だけど、三カ月ほど前に両親に温泉旅行をプレゼントしたばかりで、かなり目減りしている。

　不動産屋に行ってみたものの、無職の私に部屋を貸してくれるところはない。

　ニュースで会社の倒産を知った母から電話があり、静しず岡おか県の実家に帰ってくるように言われたけれど、私はもう次の仕事が決まったからと嘘をついた。できればこのまま東京で働きたかったからだ。

　だから、保証人を頼むこともできず、紹介されたのはマンスリーマンション。それでも、就活の間だけだと自分に言い聞かせ、そこに住むことにした。

　といっても、思うように職が見つからず、約半年の間、不安な日々が続いた。このままではいけないと思い、プレジールでバイトを始めたのだ――。




　次の給料日に十万くらいは入るはずだけど……その前にマンション代を払わなくてはならない。残り五千円ではどうにもならない。

　私は途方に暮れながら、次の日も、その次の日も笑顔を作って接客をした。

　カフェの大きな窓から見える、高級バッグを持ちビルに入ってくる人は、どこに行くのだろう。上にある高級レストランか、はたまたホテルか。いや、どこかの会社の顧客なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、休憩のために更衣室に向かい、最後の五千円札を片手にため息をつく。

　同じビルにいるのに、この違いはなんなんだろう。結局、来月分の家賃を捻出する術すべもなく、もうマンションは退去してしまった。

「とりあえず、カプセルホテル？」

　そう考えてスマホで検索してみたものの、一泊三千円は下らない。

　一日しか泊まれない……。

　寝場所を確保するために食費は削り、昨日の夜からなにも口にしていない。

　プレジールには、おいしそうなサンドウィッチや、チョコ入りのスコーンなど、軽食も用意されている。それらを目の前で見ながらのお預けは、かなりつらい。

「ねぇ、英莉。顔色悪くない？」

　あとからやってきたあゆみは、私の顔を覗のぞき込み、顔をゆがめる。

「あはは、平気」

「ダイエットもほどほどにしなさいよ。もともと太ってないじゃない」

　食事を抜く言い訳にダイエットを使ったので、彼女は心配してくれている。お金がなくて食べられないなんて、かっこ悪くて言えなかった。

　その日も閉店後の掃除までたっぷり働いて、あゆみと一緒にLa mer TOKYOを出た。

　夏でよかった、なんて思ってしまうのは、最悪野宿？と本気で考えているからなのかもしれない。

「ねぇ、英莉。今日、妙に荷物多くない？」

　あゆみは生活用品一式が入った私の大きなキャリーバッグを見て首を傾げる。

　必要最小限のもの以外は処分してしまい、これが今の生活用品のすべてなのだから、多くはない。とはいえ、そんなことは白状できない。

「これは……ちょっとね。それじゃあ、また明日」

　ビルの前で逃げるようにあゆみと別れたものの、途方に暮れる。

　するとそのとき「蓮川さん！」と、どこからか私の名前を呼ぶ声がして立ち止まった。

　振り向くと、スーツ姿の男の人が駆け寄ってきたけれど……。

　あれ？

　一瞬空がくるっと回り、フッと意識が遠のいた。




「んっ？」

　私、どうしたんだろう。

　ふと目を開けると、真っ白な天井が目に飛び込んでくる。それに……手には点滴がつながれていた。

「気がついた？」

　柔らかい声でそう言ったのは、心配そうに私を見つめる一木さんだった。

「なぁ、飯食ってる？」

　ストレートな質問になにも答えられない。こんなセレブを前にして、お金がなくてご飯を食べていないなんて、言えるわけがない。

「先生が、血糖値が低いから飯食ってないんじゃないかって。ダイエットなんて無茶するなよ。十分痩せてるじゃないか」

　彼は優しい手つきで私の頭をポンポンと叩たたく。

「……すみません。もしかして、倒れたんでしょうか」

「そう。ビルの前で蓮川さんを見つけて名前を呼んだら、目の前でフワッと。焦った」

「ご迷惑を……。あっ、お父さまは？」

　栄養失調で倒れた私の相手をしている場合じゃない。

「ありがとう。無事に緊急手術を乗り越えて、落ち着いた。俺の顔を見て喜んでくれたよ」

「よかった……」

　ホッとため息をつくと、彼は私の目をまっすぐに見つめる。

「恋でもしてるの？」

「はっ？」

「女の子がダイエットって、だいたいそういうときだろ？」

　あはは。ダイエットなら、そうかもしれない。

「いえ、そうじゃないです。好きな人も彼氏もいません」

　そう口にしながら、なんだか悲しくなった。

　トーリツツーリストでも仲のいい同僚の男の子はいたけれど、そういう関係にはならなかったし、仕事に必死だったから彼氏を作る余裕もなかった。一人前になってからと頑張ってきたのに、その夢はあっけなく散っていった。

　そんなことを思い出していると、鼻の奥がツーンとしてくる。

　ダメだ。うまくいかないことばかりで、メンタルが弱っている。

「そうなんだ……」

　一木さんはちょっと驚いた様子で首をひねっている。

「すみません。ありがとうございました。もう、お帰りくだ……」

　そう言った瞬間、目尻から涙がこぼれてしまい慌てて顔をそむけたが、彼に見つかってしまった。

「どうした？　体がつらい？」

「いえ、大丈夫です」

　弱っているときに優しくされると、涙腺が簡単に崩壊してしまう。

　彼とは反対のほうを向き、涙を流し続ける。

　頑張ってきたのに……どうしてこんなことになっちゃったんだろう。

　一木さんはそれからなにも言わず、そばにいてくれた。

　彼に泣いているところを見られたくなかったくせに、ひとりじゃないと思えて、ほんの少し心強かった。

　しばらくして私が泣きやむと、彼は再び口を開く。

「点滴が終わったら帰ってもいいって。蓮川さん、ひとり暮らし？」

「……はい」

　私は小さくうなずいた。

「送ってく」

　彼は柔らかな笑みを作り、私の目尻を大きな手で拭う。

　でも、肝心の送ってもらうところがない。どうしたらいい？

「いえ。大丈夫です」

　帰る家がないことが彼にバレてしまう。そんなことを言えば、無理してカニ三昧のツアー代金を支払ったことも話さなくてはならなくなるだろう。

「あのさ、もうすぐ日が変わるんだ。こんな時間に女の子ひとりで放り出せないよ」

　彼は眉間にシワを寄せる。

　もう、そんな時間なんだ。プレジールを出たのは二十一時前。それから彼はずっと一緒にいてくれたの？

　返事に困っていると、点滴が終わり帰ることになってしまった。

「そういえば俺、蓮川さんにチケット代をまだ払ってなかったね」

　処置室を出ると、思い出したように彼が再び口を開いた。

「いえ、チケットは……」

　勝手にツアーに申し込んだんだし、返してもらうつもりはない。

「二泊三日、カニ三昧。五木ひろしにも笑ったけど、カニにも笑った。親父のことで頭がパンクしそうだったのに、冷静になれた」

　彼は「ハハハ」と笑いを漏らす。

「もう、笑わないでください」

「ごめん。でも、本当に助かった。あの日、プレジールに行ってよかった」

　家がなくなり、低血糖で倒れるなんて失態をしてしまったけど……そう言われて悪い気はしない。

「本当に助かった。これ」

　彼は私に八万円を差し出す。

「あっ、おつり……」

「いいよ。二千円くらい」

　慌てて財布をバッグから出そうとしたのに、彼がそれを制する。

　いやいやいや。二千円あれば、何食も食べられるよ？

「そういうわけにはいきません」

「いや、二千円以上に助かったんだ」

　物腰柔らかに見える彼は意外にも頑固なのか、どうしても受け取ってくれない。

「すみません。それじゃあ、プレジールにお越しになったときに、コーヒーおごります」

「そうして？」

　病院の駐車場は時間外だとまばらにしか車が停まっていない。彼は大きなＢＭＷに近づいていき、ロックを解除する。

「さ、乗って」

『乗って』って……こんなに高そうな車、緊張する。しかも、乗せてもらってどこに行くの？　お金が入ったとはいえ、こんな時間にマンションを借りられない。

「やっぱり私、ひとりで帰ります」

　そもそもこの病院はどこなのかもよくわからないけど。

「さっきも言ったけど、こんな夜遅くに女の子をひとりで帰せるわけないだろ？　さすがにそんなひどい男じゃないつもりだけど」

　もちろん、一木さんが冷たい男だなんて思っていない。こんなに遅くまで付き添ってくれたんだから。問題は、送ってもらう家がないことであって……。

「はい、乗った」

「ありがとう、ございます」

　彼がご丁寧に助手席のドアを開けてくれたので、もう乗るしかなくなってしまった。

「それで、家はどこ？」

　運転席に座った一木さんに尋ねられても、答えることができない。だって、家はないのだから。

「あ、あの……」

　うつむいて困っていると、「どうしたの？　住所教えて」と急かされ困る。

　もうこうなったら仕方ない。

「家は……ありません。マンスリーマンションに住んでいたんですけど、来月の家賃が払えなくて」

　正直に話すと、彼は目を丸くした。

「それ……もしかしてカニ三昧に払ったから？」

「まぁ、そう、かも」

　視線を合わせることなく言うと、「はー」と盛大なため息をつかれてしまった。

「どんだけ無茶するんだ。だいたい、赤の他人の俺なんて放っておけばいいじゃないか」

「そんなわけにいきません。お父さんの一いち大だい事じを聞いちゃったんですよ？　一木さんが私をひとりで帰せないと言ってくださったのと同じです」

　乗りかかった船とでも言うべきだろうか。どうにかできるかもしれないのに、放っておけない。

「そうか。すまなかった……」

　彼が神妙な面持ちで頭を下げるから慌てる。

「あぁぁっ、そんな、大丈夫ですから」

「もしかして、飯食ってないのも……金がないから？」

「あはは」

　バレてしまった。

「はぁー、ホントに……」

　言葉を失くしたという様子の彼は、「とりあえず飯だ」と車を発進させた。

「こんな時間だと……飲み屋くらいしか知らない」

　一木さんは、ハンドルを巧みに操りながらつぶやく。

「あっ、あのファミレスで十分なので」

　ファミリーレストランの看板が見えたのでそう言った。

　二十四時間営業みたいだし、お金が入ったからといって贅ぜい沢たくできない。

「それじゃ、今度別のところに連れていくから」

　今度なんてあるの？　チケットを手配したお礼をしてくれようとしているのだろうか。

　ファミレスは、学生のとき以来だという彼について店内に入り、早速、一番お手頃価格だったハンバーグを注文した。食事の済んでいる彼は、コーヒーを注文している。

「ご飯、大盛りじゃなくていいの？」

「いいですよ、そんな」

　彼は私をからかっているのか、クスッと笑う。

「蓮川さん、カニは好き？」

「はい。メチャクチャ。あ……」

　あのツアーがカニ三昧だったと思い出し、口をつぐむ。なんだかカニを無駄にしてしまったことを責めているように感じてしまったからだ。

「料理はできる？」

「まぁ、普通には」

　ひとり暮らしも長いし、家庭料理ならひと通り、というところだ。

　それだけ聞いた彼は、コーヒーを口に運び、黙ってしまった。

　私がハンバーグと格闘している間、彼はタブレットを出して仕事をしている。

「一木さん、あのビルのどこにお勤めなんですか？」

「三十五階にある投資顧問会社だよ」

「投資顧問？」

　って、なんだろう。

　私がキョトンとしていると、彼はタブレットを置いて話し始めた。

「うちの会社の場合は企業を相手にしているんだけど、資産を預かりそれを運用して増やすのが仕事。その運用手数料なんかで稼いでいる」

「はぁ……」

　説明されてもピンとこない。投資なんてしたことがないし。

「株式の銘柄や、数量、売買の時期なんかを見極め、資金をうまく回すんだ。リスクも伴うが、そこは俺たちの腕の見せ所。損をすることはあらかじめ想定して、計画を立てる」

　私には縁のない世界だけど、賢いんだろうな、この人。

「難しそうなお仕事ですね」

「難しいというか……自分の経験と勘と、しかるべき情報収集が頼り。一歩間違えば大損害を与えかねないから緊張するけど、やりがいはあるよ」

　彼の目が輝いている。

　あの辺りのフロアの人たちは、目が飛び出しそうなほど稼いでいると聞いたけど、それくらいリスクのある大きな仕事をしているのだろう。

「蓮川さんは、ずっとプレジール？　どうしてあんなチケットの取り方を知ってたの？」

　たしかに、普通の人はあまり知らないかも。

「私、以前はトーリツツーリストにいたんです」

「えっ、トーリツって、倒産したあの？」

　株式を扱っているだけあって、すぐにピンときたらしい。

「はい。倒産の当日まで知らずに働いてました」

「本当？　実はあそこの株式は危ないと感じて、持っていた顧客に売却を勧めたら、そのあとすぐに倒産したんだ」

　えっ……まさか、外部の人が会社の危機を知っていたなんて。

　私が目をパチクリしていると、彼は続ける。

「俺たちは、投資した会社は時々様子を見に行くんだ。自分の目で運営状態を確かめるためにね。そうしたら、現金、しかも一括払いを妙に客に勧めているのが気になって、これはもしかしたら危ないんじゃないかと踏んだ」

　たしかに、現金一括払いを勧めるように指示されていた。

　でもその情報、私が知りたかった。知ったところでどうにもならないけれど。

「はぁー」

　私が思わずため息をつくと、彼はコーヒーを再び口にする。

「資金繰りが悪くなってること、全然知らなかった？」

「はい。社内ではそんなことに気づいている人はいなかったと思います。経理はまったく別部門ですし、チケットも取れているものだとばかり……。なにより私を信頼してツアーに申し込んでくださったお客さまに申し訳がなくて」

　といっても、賠償できるわけでもない。

「そうか……。ひどい会社だと、倒産するから、客から金をかき集められるだけ集めろっていうところもあるんだよ」

「嘘……」

　私はあんぐりと口を開いたまま固まってしまった。そんなこと、絶対にできない。

「蓮川さんはできそうにないね。俺になけなしの金、貸してくれるくらいだし」

　彼はそう言いながら優しく微笑む。そして私をじっと見つめ、ハッとしたような顔をして再び口を開いた。

「あっ、もしかして、あのときテレビに映ってなかった？」

「テレビ？」

　なんのことだろう。

「ほら、倒産が発覚した日、ニュースで大きく取り上げられただろ。たしかそのとき、怒り狂う客の前にひとりで立って、頭を下げていた人が映ってたような……」

　あの日あの場所にいた社員は私だけ。

「そうかもしれません」

　テレビにまで映っていたなんて、知らなかった。

「そっか。それで、プレジール？」

「はい。仕事を探していたんですけどなかなか決まらなくて、とりあえずバイトです。家も社員寮扱いだったので住むところもなくなり、無職の人間に貸してくれるところもなく、マンスリーマンションに……」

　あゆみにも話していなかったことを一木さんに話してしまった。家がないことがバレた今、もう恥ずかしいことなんてなにもない。

「そうなんだ。仕事は、やっぱり旅行業じゃないとイヤなの？」

　一木さんはテーブルの上で手を組み、少し身を乗り出してくる。

「最初はそう思って探していました。ですが、そんなことは言っていられませんし、プレジールの仕事を始めてから、他の世界を知るのもいいかなと思っていて……」

　私が言うと、彼はバッグの中から白い紙を取り出し、ジャケットの内ポケットから万年筆を出して私に向ける。

「ここに名前をフルネームで。生年月日も。あと、今までの職歴と、最終学歴。まぁ、そんなことはどうでもいいんだけど、一応」

「あの、どういうことですか？」

　突然の申し出にたじろいでしまう。

「俺の会社、事務員を募集しているんだ。というか、俺がアシスタントを欲しいと思ってる」

　それって……私を採用してくれるということ？

「蓮川さんがよければ、ここで面接。もう終わってるけど」

　終わってるって……ハンバーグを食べて身の上話をしただけだ。

「採用してくれるんですか？」

「あぁ。トーリツの給料よりは出せると思う。ただし、それなりに忙しいから覚悟して。あと、部屋も提供しよう」

　ちょっと、最高の条件じゃない。

「本当ですか！　でも……私、株なんてさっぱり……」

「蓮川さんにはそんなこと望んでない。事務のサポートをしてくれればいい。それで了承してくれるなら、書いて」

　なんだか突き放されてしまったような気もしたけれど、彼の言うことはもっともだ。彼だって相当勉強を積んで、今の地位があるに違いない。

　私は万年筆を動かし始めた。

　こんなチャンス、なかなかない。いや、多分二度とない。

「蓮川英莉、か。二十四歳だね」

　彼は私の手元を覗き込んで確認している。

「あっ、ちなみに俺は一木ひろしじゃなくて、淳じゅん也や。女性の歳を聞いておいて自分が言わないのも失礼だな。三十だ」

　三十歳なんだ。もう少し若く見えた。だけど『ひろし』の件は恥ずかしいので、もう言わないでほしい。

「それじゃ、よろしく。正式な雇用手続きは明日以降に。まずは家に行こう」

　どこかの寮が空いているのだろうか。決断力も行動力もあり、〝できる男〟を思わせる。

　彼はさっと伝票を持つと、立ち上がって会計に向かう。

「私が……」

　慌てて止めたのに、彼はカードを差し出してしまった。

　これは……超お金持ちしか持てないというブラックカードだ。初めて見た。

　ファミレスには似つかわしくないカードで支払いを済ませてくれた彼は、「行くよ」と足を進める。

「ごちそうさまでした」

　私はありがたくおごってもらうことにした。

「このくらいでなに言ってるんだ」

　彼にはそうかもしれないけれど、ついさっきまで飲まず食わずだったから、泣きそうにうれしいのに。

「ほら、早く乗って」

「はい」

　そして再びＢＭＷに乗せられ、新居に向かった。

　ファミレスから約十分。車は見上げるほど高いタワーマンションの地下駐車場に入っていく。

　こんなすごいマンションが、社員寮？　ここって、〝億ション〟ってやつだと思うんだけど……。

　唖あ然ぜんとして彼の横顔を見つめていると、慣れた様子で車を停めた彼に「降りて」と急かされた。

　周りを見渡すと、高級外車がずらりと並んでいて圧倒される。

「蓮川さん、荷物はそれだけ？」

　彼は私のキャリーバッグをチラッと見て聞いた。

「はい。大きなものは売ってしまいました。身動きが取りづらいので」

「そうか。じゃあ、これからそろえればいい」

　そう言いながら彼はスタスタと歩いていってしまう。そしてエレベーターのボタンを押して乗り込んだ。

　本当にここが社員寮なの？　いくら一流の会社とはいえ、社員寮がこんなすごいマンションなんて聞いたことがない。

「あの、ここですか？」

　不思議に思い、尋ねる。

「あぁ、俺の家、ひと部屋空いてるから」

　彼はいたって普通の顔をして、サラリと口にした。

「え……」

『部屋も提供しよう』ってそういうこと？　それじゃあ、この立派なマンションは、彼のもの？　さすがセレブ……って、感心している場合じゃない。

「空いていると言われましても！」

　高速で上がっていくエレベーターが、四十三階で止まる。

「心配するな。手を出すほど困ってはいない」

　それってちょっと失礼じゃない？　だけどたしかに、彼なら素敵な女性があっちから寄ってきそうだ。

「それとも、野宿が好きなの？」

「そんなわけ……」

「家賃はいらない。その代わり、飯を作ってほしい」

　彼はスタスタと長い足を動かして廊下を歩き、やがてとあるドアの前で止まった。

「どうする？　野宿か、ここに泊まるか」

　そんなこと言われても、答えはひとつしかないじゃない。

「泊めて、ください」

「了解」

　彼はニヤリと笑って鍵を開ける。

「あ、あの、マンションの契約ができたらすぐに出ていきますから」

　広い玄関で靴を脱ぎ、奥に入っていく一木さんに声をかけたけど、彼はなにも言わない。

　彼について奥の部屋に行くと、そこは見たことがないほど広いリビングだった。

　これ、二十畳はあるかも。

　彼は真っ黒な革張りのソファにバッグを置き、ネクタイをグイッと引っ張り緩めている。その姿があまりに様になっていて、見み惚ほれてしまった。

「ここにいても構わないぞ。ちょうど家政婦が欲しかったところだし」

　家政婦！　家事は嫌いじゃないし、窮地を助けてもらったのだからそのくらいすべき？　家賃も助かる。いや、でもさすがにずっと一緒に住むというのは気が引ける。

「イヤなら出ていけばいいし、好きにしていいから」

「はい」

　やっぱり家を探して出ていこう。

「今日は、こっち」

　今度はシャツの手首のボタンを外しながら、彼はリビングを出ていく。

　なんだか一つひとつの動作が色っぽくて、どこを見たらいいのかわからない。

「ここが風呂とトイレ。で、この部屋はまったく使ってないから、好きに使えばいい」

　彼は玄関から入って右手のドアを開けた。十畳はありそうな部屋だけど、中にはなにも置かれていない。

「客用の布団がクローゼットの中にある。廊下を挟んで反対側のドアが俺の部屋だから、そこ以外は好きに使って構わない」

　彼はてきぱきとあっという間に指示を済ませ、「それじゃ、蓮川。これからよろしく」と私の頭をポンポンと二度叩く。

　あれ、今『蓮川』って呼び捨てにした？

　ポカーンとしていると、彼は「シャワー、先に使って」と私にタオルを渡して出ていってしまった。

「とりあえず、シャワーを借りよう」

　早くしないと彼が困るに違いないと、慌てて着替えをキャリーバッグから引っ張り出し、浴室に向かった。

　点滴のおかげなのかハンバーグのおかげなのか、もうふらつくことはない。

　ここ数日、先の不安で頭がいっぱいだったので、これで久しぶりに安心して眠ることができる。まさか一木さんの家に連れてこられるとは思ってもいなかったけど、助けてくれた彼に感謝しなくちゃ。しかも、就職先付きなんて最高だ。

　シャワーを浴びてリビングに向かうと、一木さんはパソコンを開いて作業をしていた。

　こんな時間まで仕事なの？

「お先にすみません」

「あぁ。気にしないで寝ていい。おやすみ」

　仕事をしていたからだろうか。彼はキリリとした目をしている。

「おやすみなさい」

　私は彼に小さく頭を下げ、借りた部屋へと向かった。

　なんだか今日一日で彼の印象が変わった。ふんわりと優しい笑顔を向けてくれる紳士から、てきぱきと指示を下す〝できる男〟という印象に。どっちも素敵なんだけど、多分後者が本当の彼なんだろうな……。

　そんなことを考えながら布団にくるまっていると、疲れていたのかすぐに眠ってしまった。




　翌朝、目覚ましにしているスマホのアラームが鳴り目を覚ますと、見慣れない景色に目を白黒させる。

　あ、一木さんの家だった。

『飯を作って』と言われていたことを思い出し、身支度を調えリビングに行くと、彼はソファで眠っていた。しかも、テーブルにはノートパソコンが開いたままになっていて、その隣には書類が山になっている。

　ずっと仕事をしていたのだろうか。今日は土曜だから、おそらく会社は休みだろうけど……無茶しすぎだ。

　倒れた私が言うのもおこがましいが、このままでは彼も倒れてしまうと心配になった。

　だから家政婦、なのかな。

　私は土曜の今日も、プレジールの仕事がある。出かける前に朝食を作っておこうと冷蔵庫を開けてみたものの、数本のビールとミネラルウォーターしか入っていない。

　これじゃあ、作ろうにも作れない。

　たしか昨日ここまで来る途中、すぐ近くにスーパーがあったような。

　それを思い出した私は、玄関に置いてあった鍵を手に、スーパーに向かった。

　早すぎて開いていないかもしれないと思ったのに、二十四時間営業らしく、客もチラホラいる。昨日彼に返してもらったお金で買いものをして部屋に帰り、朝食を作り始めた。

　彼はよほど疲れているのか、多少の物音では起きそうもない。

　テーブルにトーストとオムレツ、そしてサラダを置いて、私は家を飛び出した。




「あゆみ、おはよ」

「おはよ。あれ、顔色戻ってる」

　プレジールの更衣室に駆け込むと、制服に着替え終わっていたあゆみが、私の顔をじっと見つめて口を開いた。

「あぁ、大丈夫だよ？」

　いっぱい食べたし、大きな心配事もなくなった。

「それより、私、就職が決まったの」

　一木さんの会社に就職できることを話すと、彼女は腰を抜かさんばかりに驚いている。

「えぇっ！　英莉、上の人になっちゃうの？」

「上の人って、私はただの事務だから、お金持ちになるわけじゃないよ」

　そう言ったものの、彼女は「いいなぁ」とため息を漏らす。

　私と同じバイトのあゆみは、プレジールの仕事が性に合っていると、正社員を目指している。だから、本気でうらやましいと思っているわけじゃないだろうけど……『セレブな紳士たちとお近づきになりたい』といつも言っているから、そっちが『いいなぁ』なのかもしれない。

「寂しいけど、また来てよね」

「うん、もちろん」

　あゆみと約束を交わし、店長に退職のお願いに行くと「聞いたよ」と言われて驚いた。

「さっき電話が入って、ぜひ蓮川さんを欲しいって言われてね」

　一木さん？　本当に仕事が速い。

「うちとしても蓮川さんは大きな戦力だったから引きとめたいところだけど……蓮川さん、チャンスだもんね」

「すみません、ありがとうございます！」

　私は今までお世話になったお礼をして、業務に入った。

　その日の仕事は十七時まで。土日は客足も多く、ヘトヘトになる。今日で最後にしてもいいと言ってくれた店長にもう一度お礼を言ってプレジールを出ると、「蓮川」と一木さんの声がした。

「あれ、仕事ですか？」

「いや、迎えに来た」

　彼は近くに停めてあるＢＭＷを指さす。

『迎えに』って……どうして？

「顔色はいいな」

「はい。もうすっかり元気です」

「それじゃ、乗って」

　促されて車に乗ると、彼はすぐに発進させた。

　スーツ姿とは違い、白のシャツとジーンズというラフな服装。でも、それもまた似合っていて、彼が着ると上質に見える。いや、多分上質なものだろう。

「店長に電話をしてくださって、ありがとうございました」

「あぁ、引き抜きだから、筋は通しておかないと」

　引き抜き？　私、引き抜かれるほどの人材じゃないよ？

　目を丸くしていると、彼は平然とした顔で続ける。

「それから朝食、うまかったよ」

「食べてくださったんですね。一木さん、働きすぎじゃないですか？　ちゃんとベッドで眠られては？」

　大きなお世話かもしれないけど、やっぱり黙っていられない。

「あぁ、癖で」

「癖って、いつも？」

「海外とやり取りすると時差があるから、時々かな。そんなことはいい。とりあえず、蓮川の生活の基盤を作るぞ」

　私の生活の基盤？

「どういうことですか？」

「あれだけしか荷物がないんだろう？　生活に必要なものを買いに行く」

「いえっ、ひと通りはありますよ？」

　それに、部屋が決まってからでいい。

「仕事はそれなりの服装をしてもらわないと困るが」

　あっ、そうか。プレジールは制服だったから、行き帰りはなんでもよかった。それなりの服装となると、就活用のスーツが一着あるだけだ。

「でも、あんまりお金使えないんで……」

　家賃分と食費は残しておかなければ。

「俺がそろえてやる」

「えっ！」

「それとも、蓮川は俺に恥をかかせるつもりなのか？　一応俺が面接をしたんだが」

　じりじりと私を追い詰めるような威圧感を醸し出す彼に、返す言葉もない。

「いえっ、そんな！」

　たしかによれよれの服装で出社したら、採用した一木さんの目が疑われるかも。

「あとでお返しします……」

　借金は嫌いだけど、仕方がない。

「いや、返さなくていい。飯を作ってほしいと言ってるだろ」

　本気で家政婦させようと？

「ご飯はいくらでも作りますけど、お口に合うか――」

「それじゃ、決まり」

『お口に合うかどうかわかりませんよ？』と言いたかったのに、彼はニッと笑い即決した。

　あれ、もしかして私、うまく転がされてる？　私が作れるものなんて、庶民の食事なのに、本当に大丈夫だろうか。

　彼はそれから、私が入ってもいいの？と思うほどの高級ブティックで、数着の洋服を私に持たせた。

　チラッと値札を見ると、ブラウスだけでも一枚二万円を超えている。

　こんなに高いものを買ってもらったら、一生奴隷よ！

　フルフルと首を振り、店員にわからないように彼に「いりません」と伝えると、彼は私の耳元に唇を近づけてきて「どうしても俺に恥をかかせたい？」とつぶやく。

「そんなことは……」

「それなら、いいね。これ全部お願いします」

　彼はブラウスやスカート、おまけにパンプスやバッグまで持ちきれないほど買ってくれた。

「一木さん、私、こんなに買いものなんてして、倒れそうです！」

　車に乗り込むと、正直に告げる。

　すると彼はククッと笑った。

「蓮川が倒れるのは栄養不足だよ。心配するな、これは先行投資だ。株と同じ。俺の目に狂いはない」

　どういうこと？　まさか、まったく知識のない私に期待しているの？

「そんな。心配です……」

「それなら、うまい飯でも作ってくれ」

　そればかりで私の話など聞いてくれない。

　そうして、おしゃれな雑貨店でどうやら私のために真新しい食器をそろえ、今朝行ったスーパーでどっさりと食料品を買い込み、彼の家に戻った。

「はぁ……」

　借りた部屋に行き、買ってもらった洋服をクローゼットに並べると、ため息が出る。

　ものすごい借金を背負った気分だ。

「大丈夫かな、私」

　この洋服に見合うだけの仕事ができる自信なんて、これっぽっちもない。そもそも未経験の職種なのだから。

　けれど、彼のために食事を作るのは、思いのほか楽しかった。彼氏に料理を振る舞うって、こんな気分なのかもしれない。

　作ったのは、ごくごく普通の家庭料理。サバの味み噌そ煮にと里芋の煮物、ほうれん草のおひたしに、炒いり豆腐。セレブな彼の口に合うか心配だったけど、彼はパクパク口に運んでくれた。

「うまいな」

「ありがとうございます」

　しばらく食べ進んだところで彼が唐突に言うので、ドキッとする。気に入ってもらえてよかった。

　それから、ジャグジー付きのお風呂にも入らせてもらい、超リッチな気分も味わった。

　風呂を出てリビングを覗くと、相変わらず彼はパソコンを開いて仕事をしている。

「あの、お休みになられては？」

「あぁ。先に寝ていいよ」

　手伝えればいいのに、テーブルの上の書類はすべて英語。私には無理だ。

「それでは、お先に」

　自分の部屋に行くと、彼が風呂に入ったのはわかった。

　そのままウトウトしたあと、喉の渇きを覚えリビングに向かうと、もう二時を過ぎているのに、まだ明かりがついている。

　そっとドアを開けて覗くと、また彼はソファで眠っていた。

　本当に家政婦がいないとダメかも……。仕事はできるのかもしれないけど、私生活がメチャクチャだ。さっき洗濯機を覗いたら、数日分の洗濯ものが溜たまっていて慌てて洗濯機を回したし、リビングもちょっと散らかり気味。仕事以外は無頓着なのかも。

　私は自分の部屋から布団を持ってきて、彼にそっとかけた。

「本当に、倒れますよ？」

　そう囁ささやいても、深く眠っているのか彼は起きない。少しクマができていて心配だ。

　成り行きでここに転がり込んだものの、家賃や洋服代のためじゃなく、彼の健康のために食事を作ってあげたくなった。










ハイスペックすぎてクラクラします




　プレジールを辞めたので、久々に日曜に家で過ごせる。

　突然辞めたけど大丈夫かな……と気がかりだったものの、最近立て続けに学生のバイトが数人入ったので、店長も許してくれたはずだと思い直した。

　起きてリビングに行くと、一木さんはまだソファで眠っている。

　朝食用の食材も買っては来たものの、音を立てて彼を起こしてはかわいそうだと作るのはやめ、とりあえず掃除をすることにした。

　とはいえ、掃除機は音がうるさい。だから、まずはトイレとバスルームの掃除に取りかかった。ピカピカにすると気持ちがいい。

　そのあと、玄関で一木さんの靴を磨き始めた。

「何足あるの？」

　広い玄関には天井まで続く大きな靴箱。そこには、数えるのが面倒なほどの数の革靴がずらっと並べられている。多分、三、四十足はある。

「蓮川」

　磨いた靴が玄関に十足ほど並んだ頃、突然背後から話しかけられ、大げさなほどにビクッと震える。ずっとひとり暮らしだったから、家に別の人がいるという感覚に慣れないのだ。

「おはようございます。あ、勝手にすみません……」

　一木さんの顔を見て、もしかして磨き方にこだわりがあったんじゃないかとハッとした。おそらく、どこかに依頼してプロにやってもらっているのだろうし。

「どうして『すみません』なんだ。助かる」

　彼は柔らかい笑顔を見せ、私の隣まで来てしゃがんだ。そして、馬毛のブラシを手にして、私がワックスを塗り込んだ靴をさらに磨き始める。

「えっ！　ピカピカ！」

　ワックスだけでもピカピカだったのに、ブラシで磨くとさらに艶が出る。

　しかし、億ションで悠然と生活をしている人が靴磨きしているのがなんだか変で、笑いそうになる。

「最後のひと手間だ。これは仕事にも通ずる。もう終わったと思うところから、プラスアルファでフォローを加えると信頼を得やすい」

「はぁ……」

　靴磨きから仕事に結び付けてしまうのは、〝できる男〟の証拠なのだろうか。だけど、彼が言ったことにはうなずける。

　トーリツトーリストで働いていたとき、旅行が終わったお客さまに【お楽しみいただけましたか？　なにか不都合があればお申し出ください】というハガキを自主的に送っていた。そうすると、よくないホテルの情報なども集まり、次の業務にも生かせるし、『こんな手紙をもらったのは初めて。気分がいいわ』と、リピーターになってくれるお客さまも多かったように思う。

「でも、一木さんが靴磨きなんて、なんかおかしいですよ？」

「どうして？　俺はけっこう好きだから全部自分でやるけどな」

　この数を全部!?

「足元は、わりと見られてるんだ。きちんと磨かれていると好感度も高い」

　彼は磨いた靴を目線まで持ち上げ、磨き残しがないかチェックしている。

　そうか。ビジネスに関することはなんでも気になる人なんだ。一方でたとえ洗濯ものが溜まっていても、ビジネスには関係がないから平気だとか？　ある意味、真面目な人、なのかな？

「それより、昨日買った服は着ないの？」

　今日は、持参した半袖のボートネックのＴシャツと、クロップド丈のジーンズ。

　彼は仕事着以外にも何着か買ってくれた。というか、買わされたというか……。だけど、どれもこれも身の丈に合わないような高い洋服ばかりだった。

「家にいるだけなのに何万もする服、着られません！」

　それに、今日は徹底的に掃除をしようと決めていたし。

「そうか。じゃあ、そうじゃない服も買いに行くか」

「いえいえ、もうこれ以上は……」

　これ以上、借金を背負わせるのはやめて！

「そんなこと言ったって、お前、荷物はあれだけなんだろ？」

　洋服をあまり持ってないと思われてる？

「こういう服は何着かありますから、ご心配なく」

　ギューッと潰して入れてあったので、困らない程度にはある。

「あっ、ご飯作ります。お腹空いてますよね」

　これ以上話していたら本当に連れていかれそうだ。私は慌てて話を変えた。

「あぁ。頼む」

　彼は返事をしながら、再び靴を磨き始めた。

　本当に自分でやってる……。

　私は彼のうしろ姿を見ながら、リビングに向かった。

　朝食は、プレジールで覚えたサンドウィッチ。パンの間にベーコンや卵、そしてレタスやトマトを挟む。そしてアボカドも入れ、マヨネーズで味付けをしてブラックペッパーでアクセントを。これがけっこうおいしい。でもプレジールでは高くて、一度しか食べたことがなく、自分で作るようになった。

「できましたよ」

　なかなか戻ってこない彼を呼びに行くと、どうやらシャワーを浴びていたらしく、脱衣所から上半身裸で出てきたので、慌てふためいてしまう。

「おぉ、サンキュ」

「き、着てください！」

「あぁ、悪い」

　恥ずかしくて頬が真っ赤に染まってしまう私は、彼に背を向け、リビングに走り込んだ。すると彼のクスクスと笑う声が聞こえてくる。

　な、なんなのよ……。

　残念ながら仕事ばかりでまともな恋愛をしてこなかった私には、男の人の裸は刺激が強すぎる。いくら上半身だけでもだ。

　しばらくすると、ドアが開く音がして一木さんが入ってきた。

「コーヒーでいいですよね」

　いまだ心臓の高鳴りを抑えきれず、彼に背を向けたまま尋ねたのに返事がない。

「あの……わっ！」

　振り向くと目の前に立っていたので、大きな声が出てしまった。

「蓮川って、ウブなんだな」

「ななななな、なに、い、言ってるんですか！」

　あぁっ、私、噛かみすぎ。

「だってほら、耳まで真っ赤」

「えっ！」

　私が慌てて耳を両手で覆うと彼はニヤリと笑う。

「へぇ、赤い自覚あるんだ」

「なっ、ないです!!」

　なんなの、この人！

　焦りまくっていると、彼はククッと笑う。

「面白いヤツ」

　からかわれてる？　こっちはこれでも大真面目なのに。

「もう、いい加減にしてください！」

　ちょっと腹が立ったからか、自分でもびっくりするような大きな声が出てしまった。

　すると彼は目を丸くして私をじっと見つめる。

　あぁっ、やっちゃった……。

「あっ、いえ。なんでもないです。すみません」

　なんだか気まずくなって再び彼に背を向け、コーヒーに手を伸ばすと……。

「俺がやるよ」

　彼が私の手の上からサーバーの持ち手を握る。

　どうしよう。離してくれない。しかも、私のうしろに立った彼との距離が近すぎて、息もまともに吸えない。

「別にウブなのが悪いなんて言ってない。俺は好きだけど？」

　耳元で囁かれ、腰が砕けそうになる。

　す、好きって！　いや、落ち着け。彼は〝ウブ〟なのが好きなだけで、私を好きなわけじゃない。

　それに気がつくと、ちょっぴり落胆しつつも、呼吸が楽になった。

　とはいえ、握られたままのこの手は、どうしたら？

「あっ、あの……」

「手、離すなよ。こぼれる」

　だから離せないでいるんだけど……。

　彼は私の手を握ったまま、カップにコーヒーを注ぎ始めた。私はといえば、ポカーンと口を開け、なすがまま。

「ちょうどいい。少し男に慣れようか」

　なにがちょうどいいのかさっぱりわからないが、彼は注ぎ終わるとやっと手を離してくれた。

「俺は伸びしろのある株を見つけるのがうまいと言われていてね」

「そ、そうですか……」

　突然会話が仕事に飛ぶので、頭が混乱中だ。

　でも、やっと手を離してもらえたので、ホッとして彼にチラッと視線を送ると、彼は口元に笑みを浮かべる。

「伸びしろのある女は、自分の手で伸ばしてみたくなる」

『伸びしろのある女』って、まさか、私？

　彼の発言に呆然としていると、彼はマイペースな様子で、コーヒーカップ片手に、「腹減った」とテーブルについた。

「なにしてる。食うぞ」

「は、はい」

　ダメだ。全然ついていけない。

　混乱しながらもテーブルにつくと、「プレジールのメニューじゃないか」と言われ、うなずいた。

「食べられたことあります？」

「あぁ、何度か。これ、うまいよな」

　その言葉に、ホッとする。

　おそらく彼がプレジールで軽食をとるのは忙しいときだろう。〝上〟の人たちがやってくるのは、ほとんどは息抜きのコーヒーで、食事は〝上〟の高級レストランが多いと聞く。

「あの、食事を作るのはいいんですけど、私、こういうのしかできないですよ？」

　高級レストランの料理なんて、到底足元にも及ばない。

「そんなことはわかってるよ」

　彼はさらっと言い放ち、サンドウィッチを口に運んだ。

『わかってる』って……私だってわかっているけど、そんなにはっきり言わなくてもいいのに。

「毎日こってりしたフレンチばかり食べさせられてみろ。うんざりしてくる」

　彼はサンドウィッチを咀そ嚼しゃくして飲み込み、そう言いだした。

「これ、なかなかじゃないか？」

　それって、合格ってこと？

「本当ですか？」

「あぁ。プレジールの軽食のレベルは高いからな。それが家で食えるのはいいね」

　やった！

　心の中でガッツポーズする。

　あれ……別に彼を喜ばせようと思っていたわけではなく、なんとなく成り行きで作っただけなのに、どうしてこんなにうれしいんだろう。

　サンドウィッチ片手に、そんなことをボーッと考えてしまった。

　彼はそれからもパクパク食べてくれて、多めに作ったのにすっかりなくなった。

「一木さん、お仕事がお忙しいのはわかりますけど、きちんとベッドで眠られては？」

　彼は『時々』ソファで寝てしまうと言っていたが、これで二日連続だ。

「昨日、布団をかけてくれたんだな」

「はい。抱き上げて運ぶわけにもいきませんし」

　もちろん、冗談のつもりだった。それなのに……。

「蓮川が寝てたら、抱いてベッドに連れていってやるよ」

　コーヒーを手にしたままの彼が、うっとりとしたような瞳で私をじっと見つめながらつぶやく。

「あっ……と……。ね、寝ませんから！」

　どうしよう、心臓が飛び出しそうだ。また耳が赤くなっているに違いない。

　焦りに焦って、視線を落としながらなんとか返すと、彼はまたクスッと笑った。

　冗談に冗談で返されただけなのに……。あんなこと、言うんじゃなかった。

「まぁ、気をつける。こうやって心配されるのも悪くないな」

　彼が優しく微笑みそう付け足すので、私はうなずいた。

　ひとり暮らしだと、こんなことは言ってもらえない。実家にいる頃は『放っておいて』とか『口うるさい』なんて思ったこともあったけど、それがなくなると、心配してもらえるということのありがたみが身に染みてわかる。

「それより、今日は家具を買いに行くぞ」

「家具ですか？　なにか欲しいものがあるんですか？」

　リビングのテーブルはガラス製で、イスは黒と白がふたつずつ。まるでテレビドラマに出てきそうなおしゃれさで、おそらく値も張るだろう。

　彼が眠っていたソファは、黒。革張りで光沢も美しく、これまた高そうだ。

　部屋の片隅に置かれている、おそらく六十インチほどの大きさのテレビとスピーカーが乗っている台も、黒色で真新しい。

　あと、なにが欲しいのだろう。収納家具？　あっ、寝室のものか……。

　そんなことをあれこれ考えていると、「着替えてきて」と一木さんはもう行く気満々だ。

「はい……」

　彼の買いものに私も駆り出されるの？

　そんなふうに思ったものの、お世話になっている身としては反論できない。

「あっ、蓮川が着ていく服は俺が選ぶよ」

「えっ……。ちょ、ちょっと！」

　私の返事を待つことなく、スタスタとリビングを出ていく彼を追いかけると、ためらうことなく私の部屋に入り、クローゼットを開けた。

　下着を放り出してなくてよかった。

　ホッとしたのも束の間、彼はクローゼットに並んでいる買ってもらったばかりの洋服の中から何着か取り出し私に当て、首をひねっている。

　それが似合わないと言われているようで、心が痛い。

「これにしよう」

　悩むこと数分。彼はピンときたものがあったらしく、私に淡いピンクのワンピースを差し出した。

　ピンクなんて着るの、小学生以来かも。

　女の子らしいピンクは、走り回ることが好きで、かわいらしさとは程遠いところにいた自分には似合わないんじゃないかと、手にしてこなかった。

　でも、イヤだとは言えない。

「俺も着替えてくる」

　彼はマイペースにそれだけ言い残して出ていった。

「ワンピース自体、久しぶり……」

　トーリツツーリストもプレジールも制服があったので、わりとカジュアルな服装で出勤していた。スカートをはくことは多かったけど、ワンピースまではいかないというか……。だから、ワクワクする。

　たくさん洋服を持っていなかったからといって、おしゃれをするのが嫌いなわけじゃない。ただ、このピンクが似合うかどうかだけが心配だ。ピンクといっても、少しオレンジの混ざったような落ち着いた色なので、肌なじみはいいかもしれないけど。

　八万もしたワンピースに袖を通すのは、緊張を伴う。ドキドキしながらワンピースを着たものの、この部屋には鏡がなくて自分の姿が確認できない。

　とりあえず、ファンデーションのコンパクトを開き、家にいるのならいいやとパスしていたマスカラもしっかりとつけ、髪をハーフアップに整えた。

「蓮川、まだか？」

「今、行きます」

　一木さんの急かす声が聞こえ、彼に買ってもらった白いバッグも持って部屋を出た。すると、彼がドアの前で待ち構えていて驚いてしまう。

「お待たせしました。あの、鏡を見てきても……」

　ワンピースを着た姿を見ておきたい私は、彼の横をスルッと抜けて、洗面所に行こうとした。

「いいから」

　それなのに、彼に腕をつかまれ止められてしまう。

　あれ、遅かったから怒ってるのかな。

「すみません」

　一応謝ると、彼は首を振りながら口を開く。

「よく似合ってる。だが……」

『似合ってる』と言ってくれた彼の黒目に、自分が映っているのがわかり、たちまち体が熱を帯びてくる。

　彼は私の髪に触れ、ひとつに束ねて持ち上げた。

「今度はアップにしてごらん。蓮川は首のラインがきれいだ。より魅力的になると思うぞ」

　こんなに近くでそんなことを言われると、息をするのも忘れてしまいそうになる。

　これも、男慣れ、してないからなの？

　目を見開いて呆然としていると、「どうした？」とバリトンの声で囁かれ、クラクラした。

　この人、無駄に色気がプンプンしてる。

「い、いえ。今度は、そう、します……」

　しどろもどろになりながら返事をしてうつむくと、一木さんは「行こうか」と私の背中を押して促した。

　その行為があまりに自然で……そしてスマートで、〝上〟の人たちはいつもこうして女性をエスコートしているんだろうな、なんて考えてしまった。

　彼が私を車に乗せて向かったのは、当然私が使っているような量販店ではなく、有名デザイナーの家具が並ぶ高級店。白い手袋をした店員が入り口で深く頭を下げ、出迎えてくれた。

　というか……こんな出迎え、ないほうがいい。客のはずなのに緊張する。

　でも、緊張しているのは私だけ。一木さんは涼しい顔をして店内に足を進める。

「一木さま」

　すると、男性の店員が駆け寄ってきた。

「先日のベッドはいかがでしたでしょうか」

「アドバイス通り、少し硬めにして正解でしたよ。寝返りも打ちやすい」

　一木さんは満足げな笑みを浮かべている。

「一木さまのような筋肉質な方は、あまり柔らかいと体が沈みすぎますので、あのくらいがちょうどよろしいかと」

　へぇー、そうなんだ。

　ベッドなんて何度も買い替えるものじゃないし、マンスリーマンションに入居してからは、備え付けのベッドに布団を敷いて寝るのが普通だった。だから硬いもなにも、とりあえず眠れればいいという程度。やっぱり、彼とはなにもかも違う。

「本日は、なにをお探しでしょう」

　そうだった。なにを買いに来たのだろう。

「彼女にベッドを」

　えっ！　私!?　借りている布団で十分だよ？　しかも、こんな高級店で……。また借金が増えてしまう。

「一木さん」

　私は小声で彼の名を呼び、『いりません』と目で訴えたのに、彼は完全無視を決め込んでいる。

「女性の方ですと、この辺りはいかがでしょう。一木さまのものよりは幾分か柔らかめです」

　店員に勧められたベッドには、三十五万というとんでもない値段が掲げられている。

　それなのに一木さんは顔色ひとつ変えることなく、マットに触れ、感触を確かめている。

「まぁ、このメーカーなら間違いはないだろう」

「そうですね」

「英莉、これでどう？」

　あれ、今、私のこと『英莉』って呼んだ？

　突然のことで対応できず黙り込んでいると、一木さんは「彼女は優柔不断で」なんて会話を進める。

「これにします」

「ありがとうございます。フレームはいかがしましょう？」

『フレーム』って、三十五万はもしかしてマットだけのお値段……？　あぁっ、もうダメ。現実なのか夢なのかわからなくなってきた。

「そうですね。フレームは私が買ったものと同じものでそろえてください」

　ただただ呆然としている私の前で、電卓が弾かれる。

「それですと、こちらになります」

　思わず覗き込むと、四十五万近い数字が表示されていて、倒れそうになった。

「わかりました。早めに欲しいのですが」

「かしこまりました。本日の午後に届けさせていただきます」

　どんどん進んでいく会話に焦ってしまう。

「一木さん、私、買えません」

　彼の腕を引っ張り小声で告げると、「お前に買えとは言ってない」と即答され、頭を抱える。たしかに『買え』と言われても買えないけど……。

「一木さんに買ってもらうのもおかしいでしょ？」

「この状況で今さら断れと？」

　冷たい目で私をひと刺し。

　そりゃあ、配送の手配まで済んだ今、『やっぱりいりません』とは言い出しにくいだろうけど。

「あの、一木さま。お気に召しませんか？」

「いえ、カードでお願いします」

　不安そうに声をかける店員に、にっこりと笑顔を作った彼は、あのブラックカードを差し出した。

「少々お待ちくださいませ」

　店員が行ってしまうと、彼に詰め寄る。

「私、そんなにお借りしても返せません！」

　庶民の感覚とは違うことをわかってもらわなくちゃ。

「貸してはいない。俺が買ったんだ。英莉は飯を作ってくれればいい」

　また『英莉』って……。男の人にそんなふうに呼ばれたことがなくて、こんなときですらドキドキしてしまう。

「ですから、サンドウィッチレベルですって！」

　なにを期待しているの？　一流レストランのシェフじゃないのよ？　あの食事に四十五万のベッドはどう考えても釣り合わない。

「わかってると言っているだろ」

「はぁ……」

　まったく噛み合わない会話に、思わずため息が出る。

「だから、お前は優良株だ。先行投資だと何度言ったらわかるんだよ」

　何度言われても、わかりません。

「暴落しますよ」

　そもそも投資顧問会社なるものの業務内容ですらよく理解していないのに、過度な期待をされても困る。

「俺がさせない」

　一木さんは、少し口角を上げ余裕のある笑みを浮かべる。

　そのときの彼の目があまりに真剣で、彼がそう言うのなら大丈夫かもしれない、なんて思ってしまった。

「お待たせいたしました。それでは十七時頃にお届けに上がります」

「お願いします。さぁ、行こうか、英莉」

　そう促され、店員さんの手前、笑顔を作ってみせたものの、冷や汗タラタラだった。だって、これじゃあまるで彼女だ。

「一木さん！」

　再び車に乗り込んだところで、彼に詰め寄る。

「なに？」

「私、一木さんとは違うんです。高価な服とか、あんなすっごい値段のベッドとか、身の丈に合いません」

　庶民は庶民らしく、でいい。

「俺が買ってるんだからいいだろ。それに、それもよく似合ってるじゃないか」

　彼が私の着ているワンピースに視線を送り言うので、どうしても頬が赤くなってしまう。そんなふうに褒められると、これ以上は強く返せない。

「そ、それにあの、『英莉』と呼ばれるのは……困ります」

「どうして困るんだ」

　どうしてって……いちいちドキドキするからだ。しかし、恥ずかしくて本当のことは言えない。

「彼女、みたいじゃないですか」

「それなら彼女になればいい」

　えっ……。なに言ってるの？

　とんでもないことを口にしたくせに、彼は涼しい顔をしている。

「そんなこと、軽々しく言わないでください！」

　そりゃあ、一木さんなら、苦労せずとも彼女ができるだろうけど、私はそうじゃないの。冗談でも言ってほしくない。……そういえば一木さん、彼女いないの？

「あはは。英莉ってホント真面目なんだな」

　彼は目を細めておかしそうに笑う。

　もう、最低。からかわれてばかりで、げんなりだ。

「一木さん、彼女いないんですか？　私に先行投資とか言ってる場合じゃ……」

「お前なぁ。いたら部屋を貸したりしないだろ」

　それもそうか。だけど、先行投資するなら、彼女にしたいと思える人にしたほうがいいのに。

「とにかく、『英莉』というのは……」

「心配するな。会社では呼ばない。あっ、俺のことは淳也でも構わないぞ」

　彼は私の言葉に耳を傾ける気はまったくないらしい。アクセルを踏み、車を発進させた。

　もう家に帰るのかと思ったのに、どうやら彼のマンションとは違う方向に向かっている。

「ベッドが来るまではフリーだ。ランチに行こう」

「ランチ……。あの、普通のところでお願いします」

　私は慌てて釘くぎをさす。彼に任せたら、とんでもない高級店に連れていかれそうだ。

「普通のって……今までも普通だけど？」

「私には普通じゃないんです！」

　彼に出会っていなければ、あの高級ブティックも家具店も、一生縁のないところだった。

「わかったよ。それじゃ、なにが食いたい？」

「そう、ですね……」

　しばらく考え込んでしまった。

『普通のところ』なんて言ったけど、またファミレスというわけにはいきそうにない。とすると、どこがいい？

「英莉は本当に優柔不断らしいな。俺が決めるぞ」

『あなたは即決タイプらしいですね』と言うこともできず、私はうなずいた。

　彼が連れていってくれたのは、カジュアルなイタリアンレストランだった。

　La mer TOKYOの上層階にも高級イタリアンレストランがあり、あゆみと『いつかお金を貯めて行こうね』なんて話していた。もちろん、ランチに、だ。ランチですら五千円近いのに、夜は高すぎて絶対に無理だ。

　その店の雰囲気よりは、ずっとお財布に優しそう。

「ここならいいか？」

「はい」

　喜び勇んで店内に入ったが、メニューを開くと、やっぱりいつものランチより多少高めの設定だった。

　お世話になりっぱなしの彼におごろうと思っていたのに。

「英莉はなにが好きなんだ？」

　すっかり『英莉』と呼ぶことに決めたらしい彼は、メニューを見ながら私に尋ねる。

「私は……トマトベースが好きですね」

　パスタのページを見ながら言うと、「それなら定番だけどボロネーゼがうまいよ」と勧めてくれる。

「じゃあ、それで。一木さん、よく来られるんですか？」

「学生のときは来ていた。金もなかったしな」

　って、サラダとドリンク付きで千九百八十円だよ。手打ちパスタとはいえ、学生なら高い。もしかして私、学生以下？

「一木さんのご実家って、お金持ちですか？」

　だから私は間抜けな質問をしてしまった。

「いや、普通だよ。父は会社を経営していたが、今は引退して北海道で悠々自適な生活をしている」

　会社を経営していたということは、社長ってことでしょう？　どこが普通なんだか。

「それじゃあ、お継ぎになるんですか？」

「まぁ、そうだね。今の会社、『グローバルアセットマネジメント』は、祖父が起業して、親父があとを継いだんだ」

　それじゃあ、あの〝上〟の優良企業は、一木一族の会社なの？

「最初はあとを継ぐなんて、縛られるみたいでイヤだと思ってた。でも親父の影響で、大学生の頃株の研究をしていて、こんなに面白いことがあるんだって目覚めたんだ。友達と投資顧問会社を作ろうと意気込んでいたらそれがバレて、引っ張られたってわけ」

　あれ……今、とんでもないことを聞いたような。学生の頃に起業しようとしていたなんて、どれだけエリートなの？　というか、それじゃあ、一木さんが社長？　だってお父さまは退いたんでしょう？

「一木さん、もしかして社長さんですか？」

「違うよ。今は親父の信頼していた相棒が社長に就任している。いずれは、と言われているけどね。俺は現場で働きたくて、株式運用部門の部長として勤務している」

「すごい！」

　驚きすぎて大きな声が出てしまい、ハッと口を押さえる。

　たしかグローバルアセットマネジメントは、投資顧問会社として日本でトップクラスの売り上げを誇り、証券会社、信託銀行などを系列会社に持っていると、〝上〟のことに詳しいあゆみに聞いたことがある。

　まさか、そんな超優良企業の未来の社長だなんて……。

「英莉の実家は？」

　このタイミングでそんなことを聞いちゃうの？　ものすごーく普通の家庭で、言いにくい。

「私のことはいいですよ」

「よくない。お前のことは知っておきたい」

　私のことを知ったって、なんの得にもならないのに。

「実家は……ごく普通のサラリーマン家庭です。静岡県の浜はま松まつ市というところで、楽器が有名な街ですね」

　そういえば彼は北海道と言っていた。北海道のどこだろう。

「浜松か。行ったことあるよ。たしか大きな砂丘があったような……」

「はい。よく遊んでました。歩いても歩いても海が見えてこないんです」

　小さな頃、よく遊びに行った。

「一木さんのご実家は、北海道のどちらですか？」

　旅行会社に勤めていたので、北海道のことも少しは知っている。とても素敵なところだと思う。残念ながら行ったことはないけど。

「小お樽たるなんだ」

「あっ、小樽は旅行先としてはとっても人気がありました。情緒もあり、食べものもおいしくて最高ですよね」

「行ったことあるんだ」

「いえ。お客さまから聞いただけで……」

　正直に伝えると、彼は「あはは」と笑いだす。

「話を聞いて楽しめるなんて、なかなかいい仕事だったんだな」

「そうですよ。お得です」

　私も笑いながら口にすると、「それならいつか本当に連れていってやる」とつぶやくので驚いた。

「本当ですか？」

「あぁ、俺は約束は破らない」

　そんなこと言ったって……社交辞令だとちゃんとわかってるよ。私を招待する理由なんて、どこにもないもの。

「わー、楽しみ。お客さまが、ウニが最高だったっておっしゃってました」

　けれども、彼の好意を踏みにじりたくなくて、そう返した。

「それじゃあ、寿司屋だな」

　彼は目を細めて笑う。

　とりあえず、もしかしたら……とだけ期待しておこう。

「けど最近は、旅行なんて行ってないな……」

　そうなんだ。お金はあるのに時間がないのかな。

　夜遅くまでリビングで仕事をしている様子を見ていると、そう思える。

「実は私も、そんなにいろんなところへ行ったことはないんです。でも、プランを練るのだけは得意ですから、行きたくなったらお任せください」

　お客さまに穴場の話などを聞き、それを他のお客さまに勧めて喜ばれるという経験もある。だから、普通の人よりは詳しいと思う。

「そっか。まずは時間を作るところからだな」

「はい」

　仕事でお金を稼いでも、生活がそればかりになってしまっては本末転倒のような気もする。かといって、私のように住むところも食べるものもなくなるのは困る。バランスって大事だ。

　ほどなくしてやってきたボロネーゼは、酸味が抑えられていて私好みの味で大満足だった。彼はエビとホタテのトマトソースをあっという間に食べてしまった。

　それからレストランを出て再び車に乗り込み、今度こそ家に帰る。

　超高速で上がっていくエレベーターにはちっとも慣れなくて、自分がここに住んでいるなんて信じられない。

「十七時までまだ時間があるな」

「コーヒー、淹いれましょうか」

「ありがとう」

　本当にあの高いベッドが来るんだと思うと、落ち着かない。というか、緊張で眠れないかも。

　そんなことを考えながらコーヒーを淹れていると、彼はソファに座り、雑誌を読み始めた。

　仕事ばかりじゃないんだ……と、ちょっとホッとしながら出来立てのコーヒーを運んでいくと、彼が手にしている雑誌が経済に関係するものだったので、思わず眉間にシワが寄る。

　ファッション誌かと思った。勝手に思い込んだだけだけど。

「コーヒー、できました」

「あぁ」

　テーブルにコーヒーを置いても気のない返事。どうやら記事に没頭しているらしい。

「冷めますよ」

「うん」

　私の話なんて、右から左だ。

「一木さん！」

　だから私はわざと大きな声を出した。

「あっ、悪い。なんか言った？」

「言いました。コーヒーです」

　やっぱりなにも聞いていなかった。

「あっ、サンキュ」

　彼はカップに手を伸ばしたけれど、私はそれを遮った。

「その前に。お仕事に熱心なのは素晴らしいことです。でも、時には休むことも必要です。そうじゃないと、仕事しか知らないつまらない人間になってしまいますよ」

　あー、しまった。ソファで寝てしまう彼のことが心配で、本音を口走ってしまった。なにも知らないくせして偉そうに。

「あっ、すみません。今のは忘れてください」

　私は小さく頭を下げ、自分の部屋に引っ込もうと彼に背を向けた。

「英莉」

　すると、彼が低い声で私の名を口にする。

「は、はい。ごめんなさい、余計な――」

「いや。お前の言う通りだ」

　雑誌をテーブルに置いた彼は「ふー」とため息をついている。

「今の部署に来て自分できちんと回せるようになるまではと、必死に走ってきた。だけど、それなりに仕事をこなせるようになってきたら、今度は仕事以外の時間をどう過ごしていいのかわからなくなっていた」

　すごく真面目な人なんだ。

「さっき、英莉と出かけて楽しかったんだ。それなのに、またこれだ」

　彼はテーブルに置いた雑誌に視線を落とす。

「それじゃあ楽しみましょうよ。あっ、でも、あんまりお金を使うのはちょっと……」

　私が付け足すと、彼はクスッと笑みを漏らす。

　そう、その顔。普段の彼もとてつもなくかっこいいけれど、そういう優しい表情はもっといい。といっても……男の人と一緒になにをしたらいいんだろう。大きな口を叩いたくせに、なにも思いつかない。

　――ピンポーン。

　そのときチャイムが鳴り、一木さんが対応した。お客さまだろうか。

「はい、お願いします」

「どなたかいらっしゃるんですか？」

「いや、宅配業者だ」

　ベッドが来るにはまだ早いのに。

　玄関で対応した一木さんは、大きな発泡スチロールの箱を抱えてリビングに戻ってくる。

　なんだろう、これ。

　私が不思議に思っていると、彼は早速蓋を開けた。

「うわっ、すごい」

　私が大きな声を上げたのは、大きな毛ガニが出てきたからだ。

「実家から送ってもらった」

「えっ、ご実家って……今はカニの事業かなにかをされてるんですか？」

「あはは。違うよ。あっちはいいものが手に入りやすいから。カニ三昧、できなかったしな」

　もしかして、あのツアーのこと？

「それで、わざわざ？」

「親父もお袋も、俺が駆けつけられて喜んでた。飛行機のチケットを手配してくれた人にお礼がしたいからって言ったら、随分でかいのをよこしたな」

　彼がそう言うのも無理はない。だってこんなに大きなカニ、初めて見た。

「ああっ、すみません。こんなことまでしていただかなくても……」

「なに言ってるんだ。お礼だと言っているだろ。すごく、助かったんだ」

　エビでタイを釣るって、こういうことを言うのかもしれない。

「今日はこれでなにか作って」

「なにかって……」

　カニ料理なんて、鍋くらいしか思いつかない。あっ、あとはクリームコロッケ？

「鍋にしよう。鍋なら俺も手伝える」

　もしかして鍋将軍だったりする？

「それじゃあ、買いもの行かなくちゃ」

　なんだか楽しくなってきた。私がウキウキしていると、彼も笑顔になったので、いっそうテンションが上がる。

　ベッドが来るまでまだ時間があったので、またあのスーパーに足を延ばし、食材をそろえた。

　買いものから帰ってきた頃、ちょうどベッドが運ばれてきた。

「この部屋に」

　一木さんの案内で、貸してもらっている部屋の真ん中に、立派なベッドが配置される。

「英莉はシーツをかけておいて。俺は先にカニをさばいておく」

「はい」

　えっ、さばけるの？

　正直、丸ごとカニを一杯もらったことも、買ったこともないので、どうしていいのかわからないから助かる。

　程よい硬さのマットにボックスシーツをかけ終わると、すぐにリビングに向かった。

「あの、ベッド、本当にありがとうございました」

「そんなことはいいから、手伝って」

　キッチンでカニと格闘している彼の姿が意外すぎて、噴き出しそうになった。

「一木さん、料理できるんですね」

　カニの足にスーッと包丁を入れ、身を取り出しやすくしている彼を見ていると、家政婦なんて雇わなくてもよさそうだと思う。

「いや、カニしかできない。親父がカニ好きで、これは家では男の仕事なんだ」

　それで覚えたんだ……。

「それじゃあ私は、他の準備をしますね」

　私は彼の隣で野菜の準備を始めた。

　こうしていると、なんだか新婚みたい。彼氏いない歴二十四年の私が、いきなり男の人の部屋に住み、こうして肩を並べて料理をしているなんて不思議でたまらない。でも、楽しいかも。

　彼は見事な手つきでカニをさばいたくせして、それからはギブアップ。野菜を切るほうがどう考えても簡単だと思うけど、彼は「任せた」の一点張りだった。

　だけど、鍋を仕込む間、彼はあの難しい雑誌を手にすることもなくずっと近くにいてくれた。

「座っててください」

　私が注意したことを気にしているのかもしれないと思い気遣って言うと、「見ているのもなかなか楽しいな」と返事が返ってきたので、ちょっとうれしい。仕事以外の楽しみを、少しずつ覚えてほしかったからだ。

「いい匂い」

　鍋がぐつぐつ言いだすと、部屋の中にカニのいい香りが漂いだした。

「懐かしい」

「でも、実家に行ったら食べていらっしゃるでしょ？」

「もうずっと帰ってなかったからな。実家といっても育ちは東京だし、親父が五年前に小樽を気に入って家を買ったから実家になったというか……。俺は住んだことはないんだ。まだ片手くらいしか行ったことはない」

　そうなんだ。

「もったいないですね。おいしいものいっぱいなのに」

「そうだな」

　彼に鍋を取り分けながら言うと、微笑みながらうなずいた。

「それじゃ、食おうか」

「はい、いただきます」

　こんなにカニいっぱいの鍋なんて初めてかも。

　一木さんの実家から送られてきたカニは、身がぎっしり詰まっていてほんのり甘くて、最高だった。

「一木さん、なにを入れます？」

　すぐになくなった彼の器に追加を入れようとすると、「カニ」と返ってくる。

「カニはわかってますよ。その他のものです」

　なにが好きなんだろう。

「カニだけでいい」

「あはは。もしかして野菜苦手ですか？　でもダメです。野菜も食べていただきます」

　肉や魚介類ばかりでは、ビタミンが取れない。

　私は半ば無理やり水菜とネギも入れて彼に渡した。

「別に食えないわけじゃない」

　そう言いつつ、カニに手を伸ばす彼が子供みたいで笑える。

「はー、うまかった」

　最後のしめは雑炊で。カニのエキスたっぷりの雑炊は、メチャクチャおいしかった。

「こんな時期にカニをいただけるなんて、びっくりでした」

　なんとなく冬のイメージがあるけれど、あのツアーもカニ三昧だったな。

「毛ガニは年中獲れるんだ。タラバは秋から春にかけてかな」

　そんなこと、知らなかった……。

「そうなんですね。あー、すごく幸せ」

　こんなに幸せな一日を過ごせたのは一木さんのおかげ。

「大げさだな。また送ってもらうさ」

「わー、うれしい」

　となると、やっぱり私はここに住み続けるということだろうか。

　それに、あのベッド……。あんなに高いものを買ってもらって、すぐに出ていくとは言いにくい。しかも、同居なんて無理と思っていたけど、意外と楽しそうだ。

　家政婦をやってもいいかな、なんて思い始めていた。

　危なっかしい手つきで皿洗いも手伝ってくれた彼は、こうしていると一流企業のエリートとは思えない。でも明日から私はこの人の下で働くんだよね。

　片付けを済ませたあと、コーヒーを淹れ、彼と話した。

「明日から頑張りますので、よろしくお願いします」

　実のところ、なにを頑張ればいいのかわからないけど。

「英莉が言ったんだぞ」

　一木さんはコーヒーカップをテーブルに戻してつぶやく。

「なに、を？」

「仕事ばかりしてるとつまらない人間になるってさ」

　そうだった。仕事の話なんてすべきじゃなかった。

「すみません」

「謝る必要はないけどな」

　彼はクククと笑う。

「少しずつ慣れてくれればいい。業務内容については、明日会社で」

「はい」

　この家にいるときは、やはり仕事の話はやめよう。

　それから湯船にお湯を張り、ジャグジーを思いきり楽しんだ。

　バスルームを出たあと、「気持ちよかったー」と興奮気味に話すと、彼に盛大に笑われてしまった。

　これではまるで新しいおもちゃを与えられた子供だ。

「英莉って……」

　キッチンでミネラルウォーターを飲んでいると、隣に並んだ彼が私の顔を覗き込む。

「えっ、なんですか？」

「すっぴんのほうがかわいいな」

「ギャーッ、見ないでください！」

　風呂に入ったので、当たり前のように化粧も落としたけれど、よく考えたらこんなイケメンの前にすっぴんをさらすなんて、間違ってる……。

「なんで隠すんだよ。褒めてるのに」

　私が両手で顔を覆うと、彼は呆あきれ声。

「一木さん、お美しい女性ばかり見てるでしょう？」

「俺、かわいいって言わなかった？」

「そんなわけありません！」

　私はいたたまれなくなり、顔を覆ったまま自分の部屋に戻ろうとした。

「待てよ」

　それなのに、彼に腕をつかまれ引き戻されてしまう。

「俺の意見をお前が決めるな」

「え……」

「かわいいって、言ってるだろ」

　彼は不意に私を腕の中に閉じ込める。

　なんで私……一木さんに抱きしめられているの？

　頭が真っ白になって、なにも考えられない。

「あっ、ちょっ……」

「あぁ、悪い。英莉があんまり頑固だから、こうでもしないと冷静になりそうになくて」

　彼は、固まる私をやっと解放してくれる。

「もっと自信を持て。俺はお前を欲しいと思ったんだぞ」

　彼が私をまっすぐに見つめながら囁くので、心臓がかつて経験がないほどに暴れだす。

『欲しい』って……。そんなことを言われたのは初めてだ。

「は、はい」

「それに、これから一緒に暮らしていくんだから、すっぴんくらいでアタフタするな」

「そ、そうですよね……」

　ダメだ。思考回路がショートしてしまって、うまく物事が考えられない。

「今日はもう休んで。明日は初日だから気疲れするだろう」

「はい。おやすみなさい」

　シュンとトーンダウンした私は、彼に頭を下げ、部屋に戻った。

『これから一緒に暮らしていく』って、本気なのかな……。家政婦だけなら、別のところに住んでもなんとかなるのに。とはいえ、家賃が浮くのはありがたい。

　もう少し様子を見ることにして、その日はふかふかのベッドに入り、目を閉じた。










家政婦と恋愛レッスン？




「うーん」

　セットしておいたスマホのアラームが鳴り起きると、体が軽い。マットの寝心地がよすぎて、深く眠れたようだ。高級マットの高級たる所以ゆえんを目の当たりにした気分だった。

　さて、今日は初出勤だ。

　手早く身支度を調え朝食を作ろうとキッチンに行くと、一木さんはもう起きていて、ダイニングテーブルでパソコンを操っていた。

「おはようございます。また、徹夜したんですか？」

「いや、昨日はちゃんとベッドで寝たよ。俺たちの仕事は朝が早い。市し場じょうが開く九時までにやることが山ほどある」

　そうだったのか。まだ六時だけど、私は寝すぎてしまったようだ。

「何時に起きられているんですか？」

「だいたい五時。ニューヨークの市場が閉まる時間だ」

　ニューヨークか……。彼の仕事の規模の大きさにため息が出そうだ。

「すみません。明日からは五時に起きます」

「いや、気にしなくていい。英莉は飯を作ってくれれば十分だよ」

　たしかに早起きしたとしても、ニューヨークの市場がどう動こうが、私にできることなんてなにもない。

「コーヒー淹れますね」

「おぉ、サンキュ」

　それならせめて家政婦業務を頑張ろう。

　すぐにコーヒーを淹れ、朝食作りに取りかかる。

　家では仕事を忘れてほしいと思ったものの、朝はそうもいかなさそうだ。

　パソコンでデータを確認し、時々キーボードを打っている彼の表情は真剣そのもの。話しかけることすらためらうほどだった。

「あの、朝食は……」

　食べてほしいが、無理だろうか。

　恐る恐る話しかけると、「ふー」と息を吐き出した彼は顔を上げ「もちろんいただくよ」と言ってくれたので、ホッとした。

　昨日の夕食は超豪華だったけど、朝食はいたって普通。ご飯と豆腐の味噌汁。そして、サケの塩焼きにひじきの煮物だ。

「今日は和食なんだ」

　食卓につくと彼が口を開く。

「はい。お嫌いですか？」

　食べたらすぐに出るのかもしれない。筋肉質な腕に高そうな時計をはめている様子に、視線が釘付けになる。そしてまくってあったシャツの袖を直し、ボタンをはめる仕草までじっと見てしまった。

　なんだか動作の一つひとつに色気が漂っていて、ドキドキしてしまう。

「いや、好きだよ」

　そして『好きだよ』のひと言。もちろんそれが朝食に向けての言葉だとはわかっているけど、自分に向けられているかのような錯覚に陥ってしまう。

　あぁっ、ダメだ。男の人とこんなに長時間接したのが初めてで、完全に舞い上がっている。免疫がなさすぎるとこうなるのだと初めて知った。

「食わないのか？」

「はっ、いただきます」

　我に返った私は、ご飯を口に放り込む。

「一木さん、いつも朝ご飯は？」

「あぁ。朝は忙しくてなかなか食べられないな」

　やっぱりそうか。この様子を見ていると、毎日食べていなさそうだ。

「でも、英莉がいると助かるよ。飯は食ったほうが頭が働く」

「そうですね」

　まだ仕事の内容についてちゃんと把握したわけではないけれど、どうやら彼の頭脳そのものが稼ぎに直結しているようだ。

　彼はサケをパクパクと口に運び、あっという間にご飯を平らげてしまった。そして今度は経済新聞を手にして読み始める。本当に忙しそうで、楽しく朝食をという雰囲気ではまったくない。

　と思ったのに……私が皿洗いを済ませると、彼はふと私に視線を送る。

「あの、なにか？」

　彼にじっと見つめられると、それだけでドキドキしてしまう。

「うまかったよ」

「あっ……はい。ありがとうございます」

　仕事モードに入ってしまったと思っていたので、不意打ちの褒め言葉がグッときた。

「さて、そろそろ行くか」

「はい」

　でも、一緒に出勤するなんて大丈夫なんだろうか。同居していることがバレたらまずいよね、きっと。

　彼に促され同じ車に乗り込んだものの、そのことが気がかりだった。

　出勤先は、今までと変わらないLa mer TOKYOの大きなビル。しかし、今日は初めてその地下駐車場に入った。

「はぁ……ここも」

　この駐車場も彼のマンションと同じで、高級車がずらりと並んでいる。〝上〟の人たちの生活レベルの高さを改めて見せつけられてしまった。

　もちろん、一木さんの車も負けてはいない。

　そんな車で出勤したことが信じられないまま、彼について今までとは違うエレベーターに乗り込んだ。

　このビルのエレベーターは行きたいフロアによって分けられていて、今乗っているのは、アッパーフロア専用のエレベーターだ。

　もちろん、今までまったく縁のなかったフロアなので、乗るのは初めてだった。

　数人が乗り合わせたけれど、どの人もビシッとスーツを着こなし、〝できる男〟のオーラが出ている。

　一木さんに洋服をそろえてもらってよかった。せめて身なりだけでも整っていなければ、こんなフロアには乗り込めない。

　やがて三十五階に到着すると、彼は颯さっ爽そうと降りていく。私も慌てて続いた。

「おはようございます」

「おはよう」

　彼は貫かん禄ろくたっぷりに、受付嬢らしき人に挨拶を済ませどんどん中に入っていくので、私も頭を下げて追いかける。

　早めの出勤だとばかり思っていたのに、オフィスではもう皆てきぱきと動いていた。

　さらに奥に進むと、一木さんは【株式運用部】と書かれたドアを開け入っていく。すると、ぐるりと見渡さなければならない広いフロアには三十人ほどの人がいて、さらにはたくさんのパソコンが置かれていた。

「一木さん、おはようございます」

「佐さ橋はし、おはよう。金曜の件、どうなった」

「はい、無事に切り抜けました」

「了解」

　佐橋さんは私と同じくらい、二十五歳前後に見える。身長百七十五センチくらいで短めの黒髪がよく似合っている爽やかな青年だ。

「お客さまですか？　今、コーヒーを……」

「いや、彼女は客じゃない。皆そろってるか？」

　始業時間は八時半だと聞いていたが、まだ八時。それなのに私たちが最後だったようで、仕事を始めていた人も一木さんの声に反応して顔を上げた。

「蓮川」

　そして一番奥の大きなデスクまで行った彼は、端に立っていた私を隣に呼ぶ。

「彼女は蓮川英莉。今日から俺のアシスタントをしてもらう」

　唐突に一木さんが紹介してくれるので、慌てて頭を下げる。すると、フロアが一瞬にしてざわつきだした。

「それはまた急ですね」

「探していると言っていたはずだが」

「そうですけど……」

　一木さんに話しかけたのは、とても色っぽい女性だった。

　おそらく二十代後半だろう彼女は、つやつやの長い髪をクリップでひとつに束ねているものの、その後おくれ毛が艶っぽい。目は大きめで、でも眼光は鋭く、なんとなく〝できる女〟を思わせた。

「桑くわ田たはなにか異存があるのか？」

「いえ、そういうわけでは」

　桑田さんはそう言いながらもどこか不満そう。

「蓮川さんはどちらからいらっしゃったんですか？　証券会社とかでしょうか？」

　続けて彼女は私に質問をぶつけてくる。

「いえ、私は……」

　そっか。こんな立派な会社だと、いくらアシスタントの事務員だといっても、それ相応の会社から転職してくるのが普通なんだ。

　一瞬困ってしまったけれど、嘘をつくのはイヤだ。

「プレジールで、働いていました」

「プレジール？　どこかのコンサルタントかしら」

　二階のカフェだとはまったく気づいていないようだ。まさか、だからだろう。

「プレジールって、どこかで聞いたことが……」

　すると今度は別の社員が声を上げる。

「あっ、ここの下のカフェが同じ名前ですよ」

　佐橋さんが気がついて続く。

　同じ名前、じゃなくて、そのプレジールなんだけど……。

「どうりで聞いたことがあるわけだ」

　皆がうなずいている。

　どうしよう。この雰囲気では言い出しにくい。チラッと一木さんに視線を送ると、彼は表情ひとつ変えることなく、皆の様子を見ている。

　助けてよ。そう念じた瞬間……。

「そのプレジールだ。彼女はカフェで働いていた」

　ためらうことなく言い放つので、一瞬静寂が訪れた。

「その前は旅行業に就いていた。この業界は初めてだ。とりあえずミーティングが先だ。佐橋、その間に蓮川に会社の簡単な説明をしておいてくれ」

「は、はい」

　佐橋さんは返事をしたものの、桑田さんは目を見開いたまま愕がく然ぜんとしている。

「一木さん、正気ですか？」

「なにがだ」

　険しい顔をした桑田さんは、一木さんに責め寄る。

「我が社は、業界でも一目を置かれる存在です。特に株式運用に関しては、どの会社の追随も許さないほどの実績と信頼を勝ち得てきました。それはここにいるスタッフが……」

「桑田。朝は時間がないとわかっているだろ。あとで聞く。ミーティングを始める。各チームのリーダーは会議室へ」

　桑田さんの反論を一蹴した彼は、私を残して隣の部屋に行ってしまった。

　その桑田さんを含む数人が彼のあとを追っていく。

「へー、驚いた。まさかあのプレジールだったなんて」

　佐橋さんが私の隣にやってきて、感嘆のため息を漏らしている。

「すみません……」

　なんだか歓迎されていない雰囲気が全開だったのでうつむいたまま謝ると、「あぁっ、ダメだって言ってるわけじゃないから」と焦った様子だ。

「一木さんがスカウトしたんでしょ？　蓮川さんに光るものがあったってことだよ」

「光るもの、ですか？」

「そう。この株式運用部は、一木さんが採用を一任されている。だから、一木さんがこの人、と思った人しかいないんだ。俺はギリギリセーフってとこだけど」

　佐橋さんは話しやすそうな人だった。桑田さんに冷たくあしらわれたばかりだからか、ホッとした。

「あの、私、なにも知らなくて。朝からなんの会議なんでしょう……」

「あぁ、今ミーティングに行ったのはこの部の頭脳とも言うべき人たちかな。いくつかあるチームのリーダーを務めている優秀な人たちばかりだよ。あの人たちが取引の指針を決め、系列の信託銀行や証券会社のトレーダーが株の売買をする。俺はまだ事務しかできないけど、いつか一木さんみたいになりたいと思ってる」

　それじゃあ、桑田さんも優秀な人なんだ……。

「九時に東京の市場が開くまでに意見交換を済ませ、方針を決める。もうそろそろトレーダーから電話が入り始めるから、彼らの意見も聞きながら、今日一日の動きを決めていく。だから朝のこの時間は貴重なんだ。一木さんは海外の株も扱っているから、一日中気が抜けないんだけどね。ほら、電話が鳴り始めた」

　佐橋さんが言った通り、それから立て続けに電話が入り、女性社員が取り次いで、会議室に回している。

　本当に私、なにも知らなくて大丈夫だろうか。不安になってきた。

「あー、難しいことを今話してもしょうがないかな。一木さんのアシスタントなら、一木さんから仕事の指示はあると思う。俺、今日はお茶当番なんだ。とりあえずコーヒーを淹れるから、給湯室に案内するよ」

　佐橋さんが微笑んでくれるので、少し緊張が緩んだ。

「不安？」

　コーヒーを淹れ始めると、彼は私をじっと見つめる。

「えっ……はい」

　おそらく顔に出てしまっているだろうから、私は正直に答えた。

「ここはグローバルアセットマネジメントでも花形の部署なんだ。そのボスにスカウトされたんだから、誇りを持ってもいいよ」

「でも私……どうして採用していただけたのかもよくわからなくて」

　さすがにチケットのお礼というわけではないとは思うけど、他に理由が思い当たらない。

「証券会社のトレーダーの中にも、ここに来たくて一木さんにアピールしている人もいる。もちろん優秀な人だけど、一木さんは採用しない。だけど、その理由は俺たちにはわからない。で、そんな人がいるのに、どうして俺のほうが採用されたのかもわからない」

　佐橋さんはクスッと笑う。

「佐橋さんも証券会社からいらっしゃったんですか？」

「俺は、ここの営業部門から。株式運用部は顧客と直接会うことはほとんどなくて、営業が間に入る。その仕事をやっていて、一木さんにもいろいろ教えてもらったんだよ。で、一木さんの豊富な知識に驚いて、お客さまの役に立てばと少しずつ勉強し始めたんだ。そうしたら、来ないかって」

　ここに呼んでもらえないトレーダーも勉強していただろうに、なにが違ったんだろう。

「俺も最初は不安だらけで、ミスして叱られてばかりだった。でも、一木さんが『俺がお前を選んだんだ』って言ってくれて、うれしかったなぁ」

　佐橋さんはそのときのことを思い出しているのか、優しい笑みを見せる。

「おっと。コーヒー持ってかないと。今から会議室に乗り込むよ」

　彼にそう言われ、気持ちが引き締まった。

　会議室は、息苦しいほど緊迫した雰囲気だった。

「桑田。その株を取り上げたのはどうしてだ」

「はい。昨日、傘下の会社の――」

　一木さんの目は鋭いけれど、指名された桑田さんはまったく動じる様子がない。

　佐橋さんの指示で邪魔にならないようにコーヒーを置き、すぐに部屋を出た。

「皆さん、すごいですね」

「百戦錬磨ってやつかな。ときには損害を出すこともあるけど、小さい失敗を何度も繰り返して学べと言われている。それに、大きな損害が出ないように一木さんが最後の砦とりでになってくれるから、ああして自分の意見を自由にぶつけられる」

　一木さんって、本当にすごい人なんだ。

「蓮川さんも、ファンドマネージャーを目指すの？」

　私にはその『ファンドマネージャー』なるものがなんなのかもよくわからない。おそらく一木さんたちのことを言うのだろうけど。

「いえ、そういうわけでは……」

「そっか。一木さんのアシスタントなんてうらやましいな」

　佐橋さんのように上を目指している人にとって、尊敬する上司のアシスタントができるのはすごいことなんだ。

　なんだかますます肩身が狭くなってきた。

　それから佐橋さんに案内されて、資料室でいろいろな書類を見せてもらったはいいが、ますますため息をつくばかり。どれひとつとして理解できなかったからだ。

　でも、もう用済みの資料の一部を借りて、自分なりに勉強してみようと思った。

　それからフロアに戻ると、すぐに一木さんたちが戻ってきた。

「蓮川」

「はい」

　彼に呼ばれて行くと、「お前の席はあそこ」と端のほうのデスクを指さされる。

「それから、佐橋に聞いて昼食の注文を取って回ってくれ。とりあえず、それがお前の仕事」

　あの緊迫した会議や資料を見たあとだから拍子抜けだ。

「もう、昼食ですか？」

　まだ九時半なのに。

「前ぜん場ばは十一時半で終わって、後ご場ばが十二時半からだから、悠長に飯を食いに行く暇はない」

『前場』とか『後場』ってなんのこと？

「佐橋、あと頼む」

　一木さんはすぐに電話をかけ始めてしまった。

「前場ってのは午前の取引のこと。後場は午後ね。『東とう京きょう証しょう券けん取とり引ひき所じょ』は十一時半から十二時半が昼休み」

　佐橋さんに手招きされて行くと、そう教えてくれる。

　なるほど……。

　私は早速、弁当を持っていない人たちから注文を取り始めた。出前を頼むのだ。上層階のレストランでリッチにランチでもしているのかと思いきや、違ったようだ。

「今日はいつもの店とは違うから、きちんと十一時二十分までに届けるように念を押して」

「わかりました」

　忙しい佐橋さんの代わりに注文を済ませ、今度はコピーを頼まれ、ひたすらコピー機と格闘していた。

　一木さんたちの姿を見て身構えてしまったけれど、こういうことならできそうだ。

　さぞかし株の売買が激しく行われるかと思いきや、売買の指示を出すのは朝のみで、あとは、いくつかに分けられているチームごとに、株の動向を追いながら、何度もミーティングを重ねたり、自分の会社を売り込みに来る社長さんなどとの面談がひっきりなしに続く。

　そうこうしているうちに、あっという間に十一時二十分。

「蓮川さん、出前は？」

　佐橋さんに指摘され、ハッとした。

「時間はきちんと伝えたのですが……。電話してみます」

　慌てて店に電話を入れると……。

「いえ、一時ではなく、十一時です」

　店員が十三時と聞き間違えていたことが判明した。

「すぐにお願いします」

『すぐにと言われましても……三十分ほどいただけますか？』

「三十分……」

　調理に三十分。店の場所からして配達に二十分。食べる時間がなくなってしまう。

　あんなに念を押すように言われたのに。最初から失敗してしまった……。

　どうしようかと思っていると、一木さんがやってきて私から受話器を奪う。

「キャンセルでお願いします」

　えっ……。一木さんも注文していたのに。

「申し訳ありません」

　電話が終わると、すぐに立ち上がって頭を下げる。

「今日は昼飯で済んだ。だが、ここは何億という金を動かしている。今のようなミスが命取りだ」

「はい」

　一木さんの声がいつもより低い。すごく怒ってる。もちろん、ランチを逃したことについてではなく、確認が不十分だったからだ。

「こんな仕事、かもしれない。でも、これもできないヤツに、なにも任せられない。頭を冷やせ」

「すみません」

　最初からこんな失敗……。たしかに、これくらいの仕事なら、と思ったことは否定できない。

　深く頭を下げてから顔を上げると、桑田さんが冷たい目で私をにらんだ。

　私は頭を冷やすため、いったんフロアを出て給湯室に向かった。

　一木さんの顔に泥を塗ってしまった。いや、それより昼食どうしよう。ミスしたときこそ冷静にならなければ。

　もしかして私に出前を頼んだ人たちは、もう昼食はあきらめたのかもしれない。だけど、まだ時間はある。

　私はそのまま会社を飛び出し、プレジールに駆け込んだ。

「あゆみ、お願い」

　そしてあゆみに頼み込み、一木さんも好きだというあのアボカドのサンドウィッチを人数分用意してもらった。

「こんなにいっぱい、どうかしたの？」

「私、失敗しちゃって……」

　手を動かし続けるあゆみに正直に話すと、「英莉なら大丈夫」と断言されて、首を傾げる。いきなりしくじってしまったのに、大丈夫だなんて。

「だって、落ち込んで終わりじゃないじゃない。こうして次の行動をしてる。そういうところ、立派だと思うな」

「……ありがと」

　ここに来てよかった。あゆみに励まされて、元気が出た。

　出来上がったサンドウィッチを持ち帰り、お詫わびをしながら皆に配ると、驚かれてしまった。

「あっ、ありがと。お金……」

　先輩社員にそう言われたが、首を振る。

「いえ。これは私の確認不足でしたので、お代はいりません。これを教訓に、二度と同じ失敗はしません。本当にすみませんでした」

　十七人分、一万五千円を超える出費は正直痛い。でも痛みを感じたほうがいい。

　桑田さんにも同じように頭を下げると、「初歩的なミスね」とチクリと刺された。だけどその通りだからなにも言えない。

　そして最後に、ずっと電話をしていた一木さんにも差し出した。

「蓮川の分は？」

「私は……」

　私の分まで買えなかった。一分でも早く届けたかったし、お金に余裕もない。一食くらい抜いたって、食べられなかったあの日に比べたらなんてことはない。

「ほら」

　彼はふたつのうちのひとつを私に差し出してくれる。

「いえ、大丈夫です」

「お前の失敗は俺の責任でもある。よくカバーした」

　彼の言葉にハッとして、瞳が潤んでくる。さっき叱られたときは泣きそうにはならなかったのに。

「本当に申し訳ありませんでした」

　もう一度頭を下げ、彼に差し出されたサンドウィッチを受け取る。

「早く食え。次の仕事を指示するぞ」

「はい」

　彼はパソコンに視線を向けたままだったけれど、微笑んでくれた気がしてうれしかった。

　それからすぐにコーヒーを淹れ直し、部署全員に配り終えてから、サンドウィッチを口に入れる。

　自分で作ったものより、コショウがよく利いている。

　そんなことを思いながらすごい勢いで食べ終わり、すぐに一木さんのところに向かった。

「早いな」

「早食いは得意なんです」

　いや、どちらかというと遅いけど……。

　一緒に食事をしている彼には嘘がバレているようで、少し口角が上がっている。

「じゃあ、このレポートにある数字がここにあるデータと違っていないか確認して。これは営業が顧客に持っていくレポートだ。間違いがあっては困る」

「わかりました」

　もうミスはしない。そう決意して、再び自分のデスクに戻って作業を始めた。

　後場が開くと、フロアが途端にせわしなくなる。

　再びミーティングに入るチームもあれば、一木さんがトーリツツーリストに訪問したと言っていたように、大きな投資先の経営状況を確認するために外出する人もいた。

　後場が閉まる十五時を越えると、途端に皆の表情が明るくなった。やっと緊張が緩んだのだ。

　しかし一木さんは、一度大きく伸びをしてから、再びパソコンに向き合い始める。

　そういえば、一木さんは海外の株取引もしていると佐橋さんが言っていた。

「蓮川さん、お疲れ。少し休憩しても構わないと思うよ」

　大量のレポートチェックをしていた私に、佐橋さんがアドバイスしてくれる。

　でも、一木さんはまだ集中している。

「あの、一木さんは……」

「ロンドンが十六時に開くからね。で、そのあとニューヨーク」

　それじゃあまるで休む時間がない。

「ここは国内株を運用する部署で、海外株は別にある。けど一木さんは将来この会社を背負って立つ人だから……って、聞いた？」

「はい。なんとなくは」

　彼が将来、社長のイスに座ることは聞いた。

「だから海外のことも常に知っておきたいと、ああやって毎日。おまけに凄腕だからしっかりと運用実績も上げていて、為替かわせのリスクがあるから国内株に限って運用してくれと言っていた企業からも、一木さんならって任せてくれることも多いんだ」

　そんなにすごい人なんだ。

「佐橋、セミナー行くぞ」

「はい」

　私と話していた佐橋さんは、別の社員から呼ばれている。

「セミナーというのは……」

「投資についての勉強会だよ。俺も時々連れていってもらってるんだ」

　声をかけてきたのは、朝、あのミーティングにいたチームリーダーのうちのひとりだ。そんな立場になっても勉強してるんだ……。

「行ってくるわ」

「はい、行ってらっしゃい」

　感心することばかりだった。

　慣れないこともあってか、レポートのチェックは終業時間までに終わらなかった。それでも必死に向き合っていると、スッとコーヒーが差し出されハッとする。

「すみません。私が気がつくべきでした」

　それを差し出したのが一木さんだったので、慌ててしまった。

「いや、俺は休憩だ。それ、明日でもいいぞ。もう上がれ」

「いえ、あと三枚なので」

　私が言うと、彼は確認が終わったレポートを手に取りパラパラとめくる。

「まったく、佐橋はいつまで経っても誤字が減らない」

　そのレポートの中には、佐橋さんが作成したものも含まれている。

　数字の確認だけ頼まれたけれど、やはり誤変換は気になり、すべて赤字でチェックしていた。

「でも、書き方はうまくなってきた」

　こんなに忙しいのに、佐橋さんのこともきちんと気にかけているんだ。

「それじゃあ、その三枚が終わったら帰れよ」

「はい、ありがとうございます」

「夜も和食が食いたい。朝、うまかったしな」

　そして私にだけ聞こえるような小声でそう付け足すので、ドギマギしながら小さくうなずいた。まるで、秘密の同どう棲せいをしているかのようだ。

　私は急いで残りの仕事を片付け、会社を飛び出した。

　一木さんはまだ帰れる気配はなかった。何時に帰ってきてもいいようにと、スーパーで買いものを済ませ、すぐに調理に取りかかる。

　リクエストが和食だったので、今日はオクラと牛肉のすき煮をメインにして、シジミの味噌汁や焼きナスなどをいくつかこしらえた。

　時計が二十時を回った頃『今、会社を出る』と電話が入り、ドキッとする。まるで新婚のようでひとりで頬を赤らめた。

　でも彼は、もうすでに十二時間労働をしている。いや、五時から株式チェックをしているのだから、もっとだ。

　それから二十分ほどして、鍵が開く音がしたので、慌てて玄関に走った。

「お帰りなさい」

「ただいま」

　ついさっきまで一緒に仕事をしていたのに、なんだか照れくさくてたまらない。

「味噌の匂いがするな」

「はい、シジミのお味噌汁にしました」

　靴を脱いで上がってくる彼からバッグを受け取る。

　すると彼は私の頭を一度クシャッと撫でる。

「今日はよく頑張ったな」

「えっ……。いえ、いきなり失敗してすみませんでした」

「もうその話はこれで終わりだ」

　彼の言葉に首を振り、頭を下げる。

「一木さんの顔にも泥を塗ってしまい――」

「もういいって。英莉が言ったんだぞ」

　私を『英莉』と呼ぶ彼は、仕事のときとは違う柔らかい表情を見せる。

「なにを、ですか？」

「仕事しか知らないつまらない人間になるってさ」

　一木さんは「ふっ」と笑みを漏らす。

「あ……」

　たしかにそうだ。

「あぁ、それと英莉」

　彼はおもむろにジャケットの胸ポケットから財布を取り出し、一万円札を何枚も私に差し出した。

「これ、食費。カード派だから、今持ち合わせがなくて。足りなくなったら言って」

「足りなくなったらって……多すぎます」

『持ち合わせがない』なんて言うくせして、数えると十枚もある。近所のスーパーは、私がよく通った激安スーパーより値段は随分高めだが、こんなに預かれない。

「多くないだろ。毎食外食だと、それでは収まらない」

　そうかもしれないけど……。いや、私なら毎食外食でも収まる。

　彼は平然とした顔をして、スタスタとリビングに行ってしまう。

　喉が渇いていたのか、冷蔵庫からミネラルウォーターを出してグイッと喉に送っている。

　大きな喉仏が上下に動く様子に、視線が釘付けになる。

　あれ、なに見惚れてるの？

「あっ、あの、シジミですよ？　こんなにいただいても、なに作っていいかわかりません！」

　我に返り慌てて言うと、ネクタイを緩め始めた彼が「ぷっ」と噴き出す。

「シジミでいいけど？」

　グイッとネクタイを引き、解いている姿にドキドキしてしまう。

　男の色気が漂っているというか……。あぁ、ダメだ。どうしても見入ってしまう。恋愛経験の乏しい私には、なにもかもがまぶしすぎる。

「英莉は面白いな。着替えてくる」

　今度は袖口のボタンを外しながら、寝室へ行ってしまった。

　料理をテーブルに並べていると、彼はＴシャツとジーンズに着替えて出てきた。

　仕事中の凛々しい姿とはまた違うが、それもまた様になっていて見惚れてしまう。

「お嫌いなものはありますか？」

「いや、特にない。さて、いただこう」

　あまり野菜は得意そうじゃなかったけれど、大丈夫かな？

　十万円を差し出されたあとだから、妙に緊張してしまう。

　ものすごい期待されていたらどうしよう……。

「これ、うまいな」

「はー、よかった」

　オクラと牛肉のすき煮を早速口に入れた彼が褒めてくれたので、安堵のため息が漏れてしまう。

「なに緊張してるんだよ。一日カチカチだと休まらないぞ」

　どうやら私の緊張が伝わっていたようだ。彼は次に味噌汁も口に運び、「これもいい」と小さくうなずく。

「だって、いきなりあんなにお金を渡されて、すごいものが出てくると思われているんじゃないかって……」

　思わず本音を口走ってしまった。すると彼は白い歯を見せる。

「あはは。そうだったのか。悪い。俺、自炊したことがなくて、どれくらいかかるのかわからないんだ」

　難しい株価の予想はできるくせに、なんだかおかしい。

　ホッとして頬を緩めていると、彼が実に真剣な表情で私を見つめているのに気づいた。

「英莉の作ってくれるものなら、いくらでも出すよ」

　声のトーンを抑えた彼が私から目を逸らすことなく言うので、途端に心臓が暴れだす。

「えっ、あの……」

「英莉が俺のために作ってくれるものは、本来、金に換算なんてできない。そうだろ？」

　企業の価値をお金に換算する仕事をしている人の言葉とは思えない。だけど、そう思ってくれるのがうれしくて、うなずいた。

　それから彼は実においしそうにすべてを平らげてくれた。

「掃除もしてくれたのか」

「はい。時間があったので。すみません、寝室に勝手に入りました」

　ベッドの上に放置してあった、おそらくパジャマ代わりのＴシャツとジャージを洗濯のために持ち出したのでわかったのだろう。

「それは構わないよ。疲れているのに悪いな」

「いえ、家政婦ですから」

　私がそう漏らすと、彼は一瞬表情を曇らせる。

「助かる」

　しかし、次の瞬間にはにっこり微笑んだ。

　風呂上がりにリビングに顔を出すと、彼はやっぱりパソコンを開いている。

　外国株も扱っているという彼は、海外の市場が開いているこの時間も、気が抜けないのかもしれない。でも、私に気づくと閉じた。

「私、なにも知らずに、仕事ばかりだなんて偉そうなことを言いました。すみません」

　なんだか申し訳なくなり謝ると、彼は首を振る。

「いや。英莉は間違っていない。こういうことがないように、国内と海外の取引の部署を分けている。海外株の運用部門は、ニューヨークにあるんだ」

　そうだったんだ。夜中に働いている人がいるのかと思った。

「海外株運用部をもっと信頼すればいいだけの話だ」

　彼がどれだけ優秀でも、すべて自分でこなすことはできない。優れた経営者は、誰かに任せることも必要になるのかもしれない。

「すみま――」

「だから、人の話聞いてるか？　英莉が謝ることなんてないだろ？」

　彼はクスクス笑いだす。

「そう、ですね。一木さん、もうお休みになられては？」

「はっ、子供も起きている時間だぞ」

　まだ二十二時。だけど、毎朝五時起きなんだから、寝たほうがいい。

「そうですけど……」

「英莉は眠い？」

「いえ。ちっとも」

　私もさすがに二十二時には眠らない。

「それなら、話をしよう。こっちにおいで」

　彼は座っているソファの隣をポンと叩く。

　隣に来いと？　もうすっぴんは見られてしまったし、気にしなくていいと言われたものの、並んで座るというのも緊張する。

「どうした？」

「はい……」

　とはいえ、拒否するのもおかしいと思い、私はおどおどしながら近づき、隣に座った。

「あはは。ものすごく不自然だぞ」

　彼が笑うのは、私が左端に小さくなって座ったからだろう。三人掛けのソファの真ん中より少し右側に座っていた彼とは、微妙な距離が開いている。

「ほら、こっち」

　彼は遠慮する私の手を引き、ぴったりとくっつくように隣に座らせた。

「あの……」

　隣の彼から同じボディソープの香りがする。もうそれだけで、テンパってしまって倒れそうだった。

「英莉は付き合ったヤツとこういうことしなかったのか？」

　話って、そういう話!?　これなら仕事の話のほうがよかった。

「いえ。あの……」

　まさかこの歳で誰とも付き合ったことがないなんて言ったら、引くだろうな。

　そんなことを考えながら言葉を濁していると「もしかして、初めてだったりする？」と一木さんに突っ込まれて、カチカチに固まる。

　バレた……。

　なにも言えなくなった私がうつむくと、彼は返事ができない理由――その通りだったことを察してくれたようだ。

「そうか。蓮川だったら、よりどりみどりだっただろうに」

　イケメンはこれだから……。私はモテた記憶なんてまったくない。

「い、一木さんがよりとりみどりでしょう？」

　ちょっと悔しくなって言い返すと、「まぁ、いなかったわけじゃないが」と返ってきた。

　ほら、私とは違う。

「けど、真剣に落としたいと思った女はいなかったな」

「どういう……」

「仕事のほうが大切で、構ってやらないせいか女のほうから離れていくことが多かった。でも、傷つくこともなく淡々と仕事をこなしていた」

　一木さんの表情が曇りだす。

　なんとなく彼を見ているとわかる。おそらく今は、将来トップに立つために必死なのだろう。だけど、離れていく女性の気持ちもなんとなく理解できる。

「そう、なんですか……」

　ハイスペックなイケメンだからといって、恋愛がうまくいくとは限らないんだ。

「ま、それは今までの話」

「はぁ……」

　それは、これから恋愛するぞと私に宣言しているのだろうか。

「英莉も練習しようか」

「な、なんのでしょう」

「恋愛の練習」

　そんなの聞いたことがない。

「いえっ、けっこうです」

「いいから、するぞ」

　私が断っても、彼は首を振る。しかも、それだけじゃなく、隣に座った私の腰に手を回してグイッと引き寄せた。

「なななな、なにしてるんですか！」

　慌てて離れようともがいたけれど、彼の力は思った以上に強く、びくともしない。

「なにって、男に慣れる練習だけど」

「そ、んなのいりません！」

　フルフルと首を振って拒否しているのに、彼はさらに力を込めるだけで離そうとはしない。

「いいから黙って」

　彼に唇を指で押さえられ、なにも話せなくなった。

　なに、これ……。

　そして今度は肩に手を回されて、恥ずかしさのあまり呼吸が苦しい。

「抱きしめられてみる？」

「む、無理です！」

「無理じゃない」

　会社のときとはまるで違う、いたずらっ子のような笑みを浮かべる彼は、あっという間に私を腕の中に閉じ込めた。

「は、離してください……」

「いいから、じっとして」

　どうしてだろう。恥ずかしくてたまらないのに、彼の腕の中は心地いい。

「英莉が隣にいると、落ち着く」

　えっ……。どういうこと？

「自分の余裕のなさに呆れたよ。英莉に仕事ばかりだと指摘されるまで気づかなかった」

　今まで強引だった彼が、手の力を緩めてくれた。だけど、なんだか離れたくなくなってしまい、そのまま体を預けていた。

「仕事に人生のすべてをかけることこそ価値があると思い込んでいた。でも、そうじゃないな。誰かと一緒に飯を食ったり、誰かの心配をしたり、誰かと……」

　一木さんはそこまで言うと、口を閉ざしてしまう。

　けれど、なんとなく彼の言いたいことは伝わってきた。

　彼は今まで仕事以外の人間関係に重きを置くことはなかったのだろう。だから彼女にのめり込むこともなく、会話を楽しみながら食事をとることもなく、誰かに心配されたり、逆にしたりということもなかったのかもしれない。

「そう、ですよ。仕事の成功は大切かもしれません。ですが、仕事の成功だけあっても、生活が楽しくなければ幸せじゃないと思います」

　また偉そうなことを言ってしまった。

　仕事がなかった身としては、お給料がきちんと入ってくることがどれだけ心の安定をもたらすのかを知っているつもりだ。とはいえ、生活を豊かにするために働いているのであって、その逆は成り立たないと思う。

「英莉はやっぱり面白いな」

　彼はまだ少し濡ぬれている私の髪を梳すきだした。その手つきがあまりに優しくて、心が穏やかになっていく。

　本当は私だって偉そうなことは言えないのに。仕事に必死で、彼氏ひとりいなかったのだから。ただひとつ一木さんと違うのは、彼氏の存在を犠牲にしたわけではなく、たまたまできなかっただけ。彼氏が欲しくなかったわけじゃない。

「さて、と。たまには早く寝てみるか」

　彼は私の頭をポンと叩いてから立ち上がった。

　抱きしめられたときはあんなに恥ずかしくてたまらなかったのに、急に彼の体温が遠ざかると寂しい。

「歯磨きするか」

「はい」

　広い洗面所で、彼と並んで歯磨きしているのが不思議。だって、昼間は私を叱る上司なんだもの。

　ちょっと歯磨き粉つけすぎじゃ？と思うほど、白い泡を立てながら歯を磨いている様子をこっそり盗み見していると、なんだか強い視線を感じて顔を前に向けた。

　あっ……鏡越しに見られてた。

「おはえ、はにみたろん……」

　彼はなにか言っているものの、まったく伝わらない。

　でもそれがおかしくてクスッと笑ってしまった。

　するとすぐにうがいをした彼は、「笑ったな」と私の頬を軽くつねる。

「すみはほん……」

「あはは。『なに見てるんだ』って言ったんだ。英莉もなに言ってるかわかんないぞ」

　彼に声を上げて笑われてしまったけれど、それがうれしかった。やっぱり家にいるときは、このほうがいい。

　私もうがいを済ませると、今度は彼が私のことをじっと見ている。

「えっと、なにか？」

「視線でアピールもいいね」

「はっ？」

「男は、女の視線が気になるものだからな」

　あっ、さっきこっそり見ていたことを言われているんだ。

　それに気づくと、頬が赤らんでしまう。

「それじゃ、おやすみ」

　私が照れていることに気がついたかどうかはわからないけど、彼は意味深な笑顔を残して、寝室に行ってしまった。

「ふー」

　彼がいなくなると気が抜けて、大きなため息が出てしまう。

　いきなり恋愛の練習って……。

「私、家政婦なんでしょ？」

　大きな鏡に映る自分に向かい問いかけると、なぜか胸がチクンと痛んだ。




　翌朝はきちんとアラームをセットして五時前に起き、すぐにコーヒーを準備する。一木さんが仕事を始めるときには、コーヒーを出せるようにしておきたかったからだ。

「英莉？」

　いったん部屋に戻り着替えをしていると、彼が呼んでいる。

　ちょうど五時。やっぱり早起きだ。

「はい。今行きます」

　彼に買ってもらったシャツは、高いだけのことはあり縫製も丁寧で、スタイルよく見せてくれるから気に入っている。

　淡いブルーのシャツに紺のスカートをはきリビングに行くと、彼がカップに出来立てのコーヒーを注いでいた。

「ごめんなさい、今、やります」

「いや、起きてくれたんだな。悪かったな」

　彼が仕事をしているとわかっているのに、寝ているわけにはいかない。

「朝食を作りますので、少しうるさいですが……」

「ありがとう」

　コーヒーカップを持った彼は、リビングのテーブルで早速パソコンを立ち上げる。

「あっ……」

「えっ？」

　突然、彼が声を上げるので、心臓がドクドク言いだす。

　昨日、仕事を切り上げてしまったけど、それからなにかあった？

　恐る恐る振り向くと、彼は私をじっと見ている。

　やっぱり、私の、せい？

　ごくりと唾を飲み込んだのに、彼の表情は穏やかだ。そして、「よく似合ってる」とつぶやき、すぐに視線をパソコンに戻した。

「似合って？」

　突然のひと言が理解できず、オウム返ししてしまう。

「あぁ。英莉、あんなにその服を買うのを拒否したけど、よく似合ってる。昨日はバタバタして言えなかったから」

「あっ、ありがとう、ございます」

　株のことじゃなかったんだとホッと胸を撫で下ろした半面、これはもしかしてまた恋愛の練習というものなんだろうかと、首を傾げる。

　だって、男の人から『似合ってる』なんて言われて、うれしくないわけがないもの。

　それでも、そんなことはとても聞けず、すぐにパソコンの情報に没頭し始めた彼を横目に、朝食の準備を始めた。

　昨日、近所のパン屋でおいしそうなクロワッサンを手に入れたので、今日は洋食。ベーコンエッグにトマトのサラダ。それとコーンスープをつけてみた。

　そして、昨日の夕飯の残りもので弁当もこしらえる。

　これは私の昼食だ。毎日出前ではすぐにお金が底をつく。昨日彼に食費を余るほど渡されたとはいえ、あれはあくまで彼と一緒に食べる食事分だ。

「そろそろ食事ができますが」

　クロワッサンを温めながら声をかけると、彼はパソコンを閉じた。

「今日は堅調に動いている。ニューヨークからもかなり儲もうけたとメールが入っていた」

「よかったですね」

「他人事だな。英莉も仲間なんだぞ」

　なにもできない私のことをそう言ってくれる彼は優しい。

　彼は手を洗うために私の隣にやってきて、弁当箱をチラッと見て口を開く。

「弁当も作ったの？」

「はい。毎日出前というのも……」

「ひとつしかないぞ」

　まさか、一木さんもいるの？

「一木さんは出前を取られると思って。それに、同じものではまずいですよね」

　出前といっても、昨日頼んだのはイタリアンレストランのランチだった。彼はこんな寄せ集めのお弁当より、そっちのほうが似合う。

「どうしてまずいんだ？」

「どうしてって……私がここに転がり込んでいることがバレたら困りますよね」

　恋愛経験のない私にだって、そのくらいはわかるのに。

「俺は別に構わないけど」

　そんな彼の発言に唖然とする。

「わ、私は困ります」

　ひとつ屋根の下に男女が一緒に暮らすって、普通は恋愛感情があるときだと思うんだけど、違うの？　普通ではない私たちの関係を説明したところで、信じてはもらえないと思うけど……。

「恋愛レッスンをするって言っただろ」

「するとは言ってません！」

　それは彼が勝手に決めただけ。しかも、なにも会社でしなくたって。

「まぁ、いい。秘密の関係っていうのも、なかなか刺激が強い」

　彼はニヤリと笑うけど、私は噛み合わない会話にクラクラした。

　秘密もなにも、私たちの間にはそういう感情はないでしょう？　彼は住むところがなくなってしまった私を、拾ってくれただけだ。

「と、とにかく、食べてください。時間がなくなります」

　まだ十分すぎるほど時間はあったものの、そうでも言わないと冷静になれなかった。

　朝食が済むと、彼の車に乗り込んで会社に向かう。今日はまだ七時半前だ。

　そういえば……。

「あの、昨日桑田さんになにか言ってくださったんでしょうか？」

　あんなに私を拒否したのに、あれからなにも言われなかった。ただ、嫌いオーラは出ていたけれど。

「俺は学歴や職歴でその人間の価値を決めたことはないとは言っておいたが。彼女は男の多いこの世界で奮闘してきた、優秀なファンドマネージャーだ。少々気も強いが、そうでなければやってこられなかっただろう」

　それはなんとなくわかる。きちんとした下調べと自分からどんどん発言していく能力が必要な仕事だと感じた。

「今の地位を得るまでに、血のにじむような努力をし、悔しい思いもしてきたんだ。だから許してやってくれないか」

「許すだなんて……私が素人なのは間違いありませんし」

　彼女を責める気持ちはない。ただ、私の知らないところで一木さんが桑田さんを納得させてくれたのなら、お礼が言いたかっただけ。

「皆、最初は素人だ。もちろん俺も」

「それはそうですけど……」

　佐橋さんに聞いたところでは、業界未経験者がグローバルアセットマネジメントの株式運用部に採用されたのは、私が初めてだったとか。

「心配するな。俺はお前を使えると思ったから採用した。それ相応の働きはしてもらうから」

「はい。頑張ります」

『それ相応の働き』がどの程度を指すのかドキドキするが、もう一歩を踏み出したのだから必死に食らいつくしかない。

　一緒に入っていけばいいという彼を説き伏せ、先にダッシュで会社に飛び込むと、一木さんは少し遅れて颯爽と現れた。

「おはようございます」

「おはよう」

　皆が頭を下げる中を歩いてくる一木さんは、将来のトップとしての風格を持ち合わせていて実にかっこいい。昨日、あの人に抱きしめられたんだと思うだけで、呼吸が速まってしまう。

「そろってるな。ミーティングを始める」

　彼はそのまま会議室に行ってしまった。

　朝のミーティングが始まり、今週は当番だという佐橋さんと一緒にコーヒーを淹れに行くと、「蓮川さんってさ、どこでスカウトされたの？　プレジールじゃないよね」と聞かれて困ってしまった。

「えぇっと……」

　コーヒーをカップに注ぐ手が止まってしまう。

「あれ、なんか変なこと聞いた？」

「いえ。プレジールです」

　取り繕っても仕方ない。それに、一木さんと口裏を合わせていないので、同じ質問を一木さんにされたらボロが出る。

「えー、そうなんだ」

　佐橋さんが驚くのも無理はない。

　プレジールでコーヒーを淹れていても、ここにスカウトされる要素はなにもない。

　もっといろいろ突っ込まれるのかと見構えたけど……。

「一木さんって面白い人だなぁ。それだけで蓮川さんにビビッときたわけだろ？　俺じゃわからないよ」

「あはは」

　一木さん、本当にビビッときたんだろうか。やっぱりチケットをなんとかしたのに恩を感じて、そのお礼のような気がしてきた。

　ミーティングは相変わらずピリピリとした雰囲気。

「それは大きなリターンも見込めるがリスクが高い。その株をポートフォリオに入れるなら、確実な利益をどこかで上げなければ」

　一木さんが桑田さんから出された意見にアドバイスをしていた。

　私と佐橋さんは、そのまま黙って会議室を出た。

「桑田さん頑張るなぁ」

「できる人なんですね」

　冷たいことも言われたが、輝いている女性というのは同性としては誇らしい。

「うん。証券会社でくすぶっていたところを一木さんが拾い上げたって聞いたよ。桑田さん、今すごく推してる株があるんだよね。とある開発に成功してその発表があったんだけど、あまり株価が上がらなかったんだよ。でも、桑田さんとしては、もっと上がってもいいと踏んでいる」

　それは、一木さんがさっき『リスクが高い』と言っていた株のことだろうか。

「佐橋さんもそう思われます？」

「うーん。難しいよね。あっ、電話が鳴り始めた」

　それから私たちはしばらく電話の取り次ぎに追われた。

　一木さんが戻ってくると、早速指示が飛ぶ。

「蓮川、出前だ」

「はい」

　もう一度任せてくれた彼に頭を下げ、今度こそ注文も時間もきちんと確認して無事に済ませた。

「蓮川さん、今日は弁当持ってきたんだ」

　時間通りに届いたちょっぴりリッチなランチを配り始めると、佐橋さんも手伝ってくれる。

「はい。お金もかかるし、作ってみました」

「すごいなー。料理できる女の子って、いいなぁ」

　佐橋さんが漏らすと、「佐橋」となんだか顔が険しい一木さんが彼を呼んでいる。

「はっ、はい」

「昨日蓮川にチェックしてもらったが、この誤字はなんだ。数字が正しければいいと思うな。やり直しだ」

　あのレポートのことだ。

「すみません」

　佐橋さんは一木さんから書類を突き返され、肩を落としながら自分のデスクに戻っていく。

「蓮川は今日は弁当なのか」

　私も席につくと、なぜか私のところまでやってきた一木さんが、私の弁当を見て指摘してくる。

「えっ……。はい」

　知ってるくせに。

「なかなか豪華だな」

「昨日の残りものですよ」

「ひとり暮らしなんだろう？　こんなに手の込んだものを作るってことは……彼氏にでも作ったか？」

　一木さんはちょっぴりイジワルな顔をして、口角を上げる。

「えっ、蓮川さん、彼氏持ち？」

　すると佐橋さんがすぐに反応した。

「いるだろうな、これは」

「い、いません」

　慌てて否定したのに、一木さんは追い打ちをかける。

「その焦り方、説得力がない」

「マジかぁ」

　なぜか佐橋さんが盛大なため息をついているが、私はそれどころじゃない。

　どうしてそんなこと言うの？　そもそもこの料理は、あなたのために作ったのに。

　でも、これ以上になにを言っても一木さんに勝てる気がしなくて、黙ったまま弁当を口に運んだ。

「別に彼氏がいようがいまいがどっちでもいいわ。『女はこれだから』って言われないように働きなさいよね」

　すると、桑田さんが私をギロッとにらんで冷たく言い放つ。

「はい。頑張ります」

　おそらくこの人は、必死に頑張ったのにそう言われ続けてきたのだろう。

　昨日の口ぶりでは、一木さんはそれも理解しているのかもしれない。

　私が桑田さんに返事をすると、一瞬眉根を寄せた一木さんは、私に小さくうなずいてみせる。まるでその棘とげのある発言を『許してやってくれ』と言っているかのようだった。

　弁当を勢いよくかき込み、他の人たちより早く仕事を始めた。質が期待できない私は、量をこなすしかない。

　午前中に頼まれていたレポートのコピーと、そのファイリングを黙々とこなしていると、しばらくして一木さんがやってきた。

「休憩はきちんと取れよ」

「ありがとうございます。ですが、大丈夫です」

　一木さんたちのように勝負に出るようなこともない私は、ただ間違いがないかにだけ心を配ればいい。

　こうやって少しずつ仕事を覚え、いつか彼に頼られるような存在になりたい。

　私は気持ちを引き締め、目の前の仕事に取りかかった。










信じてる




　それからひと月。あっという間に時間は過ぎた。

　恋愛レッスンとやらを始めた一木さんは、時々私を抱きしめてみたり、耳元でドキッとするような言葉を囁いたりするので、困っている。

　昨晩も――。

「英莉」

　私が少し遅めに帰ってきた彼のために晩ご飯を温め直していると、足音も立てずに私のうしろにやってきて、不意打ちでグイッと抱き寄せ名前を呼んだ。

「わっ！　ちょ、ちょっと……やめてくださいってば」

　刺激が強すぎるレッスンに動揺してしまう私は、思いきりもがいてしまった。

「こういうときは体を預けて『淳也さん』って囁くんだ」

「もー、なに言ってるんですか！」

　口を尖らせ怒ったフリをしながらも、内心は心臓が飛び出しそうなほどドキドキしていた。

『淳也さん』なんて絶対に呼べない。

「そうやって照れて軽く拒否られるのもいいけどな。自分好みの女に仕立てたいという欲求がムクムク湧いてくる」

　そんなの、湧かなくていいと思う。

「どちらにしても、お前は俺好みの女になるんだけどな」

　もう一度抱き寄せられ、耳元で囁かれると、ゾクゾクする。

「あはは。また固まった」

　どうやらからかわれているらしい。

「もうご飯作りませんよ！」とたしなめると、「それは困る」と素知らぬ顔をして離れていった――。




　でも、グローバルアセットマネジメントで初めての給料をいただき家賃も社会的身分も保証されたのに、なぜかここを出ていく気になれなくなっていた。

　それは、一木さんとこうして一緒に食べる食事がおいしくてたまらないのと、あとはなんといってもあのベッドの素晴らしい寝心地。起きたときに体のどこにも痛みがなく、すっきりと朝を迎えられる爽快感。

　……というのは間違いなくあるけれど、多分、それだけじゃない。

　株式運用部のトップとして見事に部下を導く彼の姿に感心しながら、家では甘いセリフで私を振り回す彼から離れがたくなっていたのだ。

　家政婦として置いてもらい、そのついでに、こんな一流の男性に恋愛レッスンなるものまで授けてもらえているのって、もしかしたらものすごく贅沢なことなのかもしれない。

　仕事の面では、ひと月経ったくらいでは、株の知識は身につかなかった。時々飛び交う専門用語がわかるようになったくらいだ。

　だけど、焦っても仕方がない。今できることをやるしかない。

「蓮川。後場が始まったら忙しくなる。その前に午後の指示を出しておく」

「はい」

　弁当を食べ終わった私がひと足先にパソコンに向かっていると、一木さんにいくつかのパソコン入力を指示された。

　するとすぐに電話が鳴り始める。午後の取引が始まる合図だ。

　後場が始まり一時間ほど経った頃、佐橋さんがなぜか青い顔をして一木さんのところに駆け寄る。

「一木さん、まずいです」

「どうした？」

「桑田さんが推していた株が、暴落しました」

　リスクが大きいと話していた株のことだろうか。

　桑田さんは来客があり、別室で対応している。

「そうか。やっぱりダメだったか。だが、リスク回避の手は打ってあるから問題ない」

　一木さんはすこぶる落ち着いていた。

「いえ、実は前場で……桑田さんが大量に買い入れの指示を出しまして……」

　佐橋さんが申し訳なさそうに言うと、一木さんの顔色が瞬時に変わる。

「大量？　そんなことは許していない」

「はい。止めたんですけど、絶対に大丈夫だからと」

　佐橋さんに差し出されたデータを手にした一木さんは、「はっ」と短い息を吐き出し、天を仰いだ。

「指示した十倍を買い入れたということか。これでは、他でカバーできない」

　一木さんの大きな声に、フロアに響いていたパソコンのキーボードを打つ音がぴたりと止んだ。

「肝心の桑田は？」

「接客中です」

「すぐに呼べ」

　桑田さんのチームの人たちが、呆然としている。

「一木さん、あの……」

　チームのひとりが顔をこわばらせて一木さんに話しかける。

「お前たちは挽ばん回かいする術を考えろ。ただし、大きな博ばく打ちは許さん」

「はい」

　一木さんの指示で、皆が再びパソコンに向かい始める。

「蓮川」

「はい」

「ここに電話をして秘書から社長のスケジュールを聞き出してくれ。謝罪に行く。それと営業部の『ダイオー電でん機き』担当にも連絡を」

「わかりました」

　どうやら損害を与えたのは大手の電機メーカーのようだ。

「五千万は厳しい……」

　誰かがそう漏らしたのが聞こえてしまい、ハッとする。億単位のお金を動かしているというここでも、五千万はやはり大きい。

　そこへ、桑田さんが走り込んできて、一木さんは鋭い視線を向けた。

「あの……」

「桑田。自分がなにをしたのかわかっているな」

「はい。申し訳ありません」

　顔がん面めん蒼そう白はくというのはこのことを言うのだろう。唇をがたがたと震わせ、いつもの強気な姿が鳴りを潜めている彼女は、目にうっすらと涙を浮かべている。

「どうして指示に従わなかった」

「あの株は来ると思っていました。ここで当てれば、お客さまにも喜んでいただけると」

　それを聞いた一木さんは途端に眉を吊つり上げる。

「本当に顧客のためか。お前は自分の力を見せつけたかっただけじゃないのか！」

　出前のミスのときは、低い声で淡々と私を叱った。でも、今回は違う。声を荒らげ、固く握った拳を震わせている。

「自分の力を誇示したいだけのヤツは、ここにはいらない」

　今度は声のトーンを抑えて言うと、桑田さんは顔を引きつらせてうつむいた。

　桑田さんは顔を伏せたまま自分のデスクに戻り、頭を抱えている。

　大損害を出したのだから動揺するのは当たり前だ。しかし、今はそんなことを言っている場合じゃない。

　早速、ダイオー電機の社長秘書にスケジュールを聞き出した私は、一木さんにメモを見せながら口を開いた。

「一木さん、先方の社長のスケジュールは確認できました。アポイントを取れる状態ではありません」

　スケジュールはびっちり詰まっていて、空いている時間などなかった。

「わかってる。ここに行くから、営業に伝えてくれ」

　彼は私が手渡したメモを見て、ダイオー電機の社長が訪問する予定の家電量販店を指さした。そこでひと言だけでも謝るつもりだろう。謝罪は早いほうがいい。

　私が営業にその旨を伝える電話をしている間も、桑田さんは呆然としていて、なにも手につかない様子だ。

　私は電話を切ると、彼女のデスクに向かった。

「桑田さん。皆さん、カバーする手立てを考えていらっしゃいます。桑田さんもできることをしましょう」

　こんなことを私が言うなんて生意気なのはわかっている。でも、一木さんをはじめとして他の皆は必死に挽回の可能性を探っていて、桑田さんのことを気にかける余裕がない。

「あなたになにがわかるの？」

　彼女は私をにらみ、声を震わせる。

「わかりません。私にはできないから、桑田さんに頼んでいるんです。損害を出したままあきらめますか？　それでいいですか？」

　私には挽回の方法なんて少しもわからない。だけど、彼女のチームだけでなく、他のチームも有力な情報を出し合い知恵を絞っているのだから、彼女もやるべきだ。

　私が言うと、彼女はスクッと立ち上がり、一木さんの前まで行った。

「社長には私が謝罪に行きます」

「お前はいい。冷静に物事を判断できるヤツしか連れていかない。蓮川、お前が同行しろ。秘書的な役割ができる人間がひとり必要だ」

　私？　そんな重要な役回りは私では無理だ。

「いえ、でも……」

　私が驚く以上に、桑田さんが驚いている。

「お前は土壇場に強い。俺があきらめることでもあきらめようとしない」

　それは……もしかしてあのチケットのことを言っているの？

　あれはたまたま私が業界に詳しかったからで……、と思ったけれど、そうだろうか。たとえコネクションがなくても、とりあえず空港まで行きチケットを探し求めたような気もする。

「それに、お前は顧客への謝罪というものがどういうものかわかっているはずだ」

　それは多分、トーリツツーリストがつぶれてしまったときのことを指しているのだろう。

　あのとき、怒りをあらわに会社に押しかけてきたお客さまに、私はひたすら頭を下げ続けた。『私も知らなかったんです』とは言えなかった。トーリツの一員として働いていた者がそんなことを言う資格はないと思ったからだ。

　ひどい罵声も浴び、住む家さえなくなったけれど、あの謝罪は間違っていなかったと今でも思う。

「わかりました」

　いったい、一緒に行ってなんの役に立つのかわからない。でも、一木さんと痛みを分かち合えるのなら、それでいい。

「行くぞ」

「はい」

　私たちの様子を、桑田さんは唇を噛みしめながら見つめていた。

「営業の夏なつ目めさんは、出先から現地に直接行くそうです」

「了解」

　そのまま地下に下り、彼の車に乗り込む。

「巻き込んで悪かったな」

「なに言ってるんですか。私もグローバルアセットマネジメントの一員だと言ってくださったじゃないですか」

「そうか」

　やっと彼の表情が少しだけ緩んだ。

「この携帯をお前に預ける。これから謝罪が終わるまでの間は、重要だと思う連絡だけ俺の耳に入れてくれ」

「わかりました」

　はたして私にそんな振り分けができるのかと不安が残る。しかし、今はやるしかない。一番大事なのは、謝罪だ。

　それから何度も電話が鳴った。そのほとんどがトレーダーからの相談で、私はそれらすべてを、株式運用部の別の人に連絡するようにと一木さんに取り次がなかった。今は彼の心を乱したくない。

　ダイオー電機の社長より早く家電量販店の本社に到着すると、もうすでに来ていた夏目さんに一木さんは頭を下げた。

　夏目さんは、おそらく私より少し年上の営業マン。一木さんよりは五センチほど背が低いが、サラサラの髪をなびかせている爽やかな男性だ。

「本当にすまなかった」

「いえ、担当は桑田さんですよね」

「桑田は俺の部下だ。俺に責任がある」

　桑田さんにあんなことを言ったくせに、すべての責任を被ろうとしている彼が立派すぎる。上に立つ者なら当然なのかもしれないけれど、少なくともトーリツにこんな上司はいなかった。

「あっ、あの車です」

　夏目さんが黒塗りの高級車を見つけて声を上げる。

　それからすぐに滑り込んできた車から、恰かっ幅ぷくのいいダイオー電機の社長が降りてきた。

　まずは夏目さんが近づき、頭を下げる。それから一木さんが続く。

「運用の責任者の一木です。このたびは本当にご迷惑をおかけしました」

「いったいいくら損害を出したと思っている。着実な運用が魅力で君たちを信じて預けたのに、なんだこの失態は」

　もうすでに詳細については伝わっているらしい。社長は激しい怒りをあらわにする。

　投資顧問会社には、ハイリスクハイリターンばかり狙う会社もあると聞く。しかし、グローバルアセットマネジメントは違う。

「おっしゃる通りです。すべての責任は私にあります」

　まったく言い訳をしない一木さんは、深く頭を下げたまま微動だにしない。

「謝って済む額ではない」

　社長はそう言い残して行ってしまった。

　投資にはリスクはつきものだし、最終的にその株を買うかどうかの判断は、顧客が行う。でも、株の専門家ではないから投資顧問会社を頼りにしているのであって、桑田さんが強く推したから、購入に至ったのだろう。それに、今回はさすがに損害額が大きい。怒りももっともだ。

　一木さんは社長の姿が見えなくなると、やっと顔を上げた。

「後場の取引は、他の人にお任せしましょう。社長を待ちましょう」

　こんなことを私が言うのもおこがましいが、一木さんに訴えた。

　怒らせてしまった相手に許してもらうのは容易ではない。それでも、誠心誠意の謝罪以外、今できることはない。

　手に入れたスケジュール通りなら、社長は一時間で出てくるはずだ。

「そうだな。そうしよう」

　すると、一木さんも賛成してくれた。

　それから彼は車に戻ることなく、炎天下で社長が出てくるのを待った。もちろん私も。夏目さんは、大きなため息をつきながらも付き合ってくれた。おそらくそれは、一木さんが「申し訳ない」と何度も頭を下げたからだ。

「あっ、いらっしゃいました」

　それから一時間きっかりで出てきた社長を見つけ一木さんに知らせると、彼は再び頭を下げる。

「まだいたのかね」

「お許しいただけるまでは帰るわけにはいきません。この損害は取り返す所存です」

「そんな簡単に言うけど、君。一日で五千万だよ」

　社長は呆れ顔だ。

「一木が必ず取り返します。どうかもう一度チャンスをください」

　私は思わず口を挟んでしまった。

「取り返せる保証はどこにもないだろ。そんな言葉を信じられるか」

「おっしゃる通りです。ですが、一木は私が心から尊敬する上司です。必ず取り返します」

　彼の下で働き始めてまだ一カ月。でも今回の対応といい、彼の陰の努力といい、この人になら人生をかけてもいいと思えるような魅力がある。

「君は？　秘書？」

「……はい」

　私はただの雑用担当のアシスタント。秘書なんて言える仕事はしていない。だけど、今は一木さんと一緒に戦う秘書でいたい。

「それじゃあ一週間猶予をやろう。それで取り返せなかったら、君が責任を取れ」

「私、ですか？」

　社長の言葉に一木さんがすぐさま反応して、一歩前に出る。

「責任者は私です。彼女はただの秘書ですからご勘弁を」

「いや、もしも取り返せなかったときは、君が全額返済するんだ。それなら待ってやる」

　社長の言葉に驚き、頭が真っ白になる。

　一木さんは首を振り「それは呑めません」と私を庇かばってくれる。でも……。

「わかり、ました。お約束します」

　私はグイッと顔を上げ、お腹から声を出した。

「蓮川！」

「私は一木を信じております」

「面白い社員がいるもんだ。助かったな、一木くん」

　社長は一木さんを一いち瞥べつして、車に乗り込んでしまった。

「はっ……」

　社長の車が見えなくなると、気が抜けて座り込んでしまう。

「蓮川！」

　すると隣にいた一木さんが、慌てて私を抱えてくれる。緊張と太陽の強い光にさらされていたダメージが、一気に襲ってきたようだ。

「蓮川さん、大丈夫ですか？」

　夏目さんも私の顔を覗き込み、眉間にシワを寄せる。

「夏目。本当にありがとう。蓮川は俺が連れて帰るから心配するな。営業部の部長には改めて謝罪に行く」

　一木さんは私の腕を自分の肩に回させたあと、夏目さんに告げている。

「謝罪は俺がしておきますよ。一木さんは、取引に集中してください」

「悪いな」

「それでは」

　夏目さんは忙しそうに行ってしまった。

「蓮川、つかまれ」

「すみません……」

　彼の首に手を回しつかまると、抱き上げてくれた。

　そのまま車まで私を連れていった一木さんは、助手席を倒して私を座らせ、自動販売機で冷たいスポーツ飲料を買ってきてくれた。

「飲んで」

「ありがとうございます」

　ペットボトルを口元に持っていったのに、あれ、私……震えてる。

　今さらながらに事の重大さを感じていた。

「英莉」

　運転席に座った一木さんは、私をそう呼び、飲めないでいるペットボトルを取り上げる。

「はい」

「お前、自分がなにを言ったのかわかっているか？」

　彼の言葉が胸に突き刺さる。

「……はい」

　叱られる、と覚悟した。

　彼ならもっとうまくやったかもしれないのに、私が余計な口出しをしたので、あんなことになってしまった。

「俺はお前に借金を背負わせるつもりはない」

「私も、そんなつもりはありません。私は一木さんを信じてます」

　一週間で五千万というのが現実的なのかどうかもわからない。しかし、一日で失ったということは、逆もありうる。

「英莉を連れてきたのは間違いだった」

　彼にそう言われ、顔がゆがむ。やっぱり余計なことだった。

「すみま――」

「お前がとんでもなく無鉄砲なヤツだと忘れていたよ」

　彼は私の言葉を遮り、口元を緩める。

　あれっ、怒って、ない？

「俺がお前を守る。英莉が俺を信頼してくれるなら、突っ走るのみだ」

　彼はキリッとした表情で私にまっすぐな視線を送り、私の手をギュッと握る。

「こんなに震えて……。心配するな。お前を泣かせたりしない」

「……はい」

　彼を信じる気持ちに偽りはない。でも、五千万という金額が私には大きすぎて、本当は怖かった。

「英莉」

　もう一度私の名を口にした彼は、体を乗り出してきて、私を抱きしめる。

「俺を信じてくれて、ありがとう」

　私はなにも言えなかった。一木さんに任せれば絶対に大丈夫だと確信して、安堵の涙が流れてきてしまったからだ。

　彼はしばらくそのまま私が落ち着くのを待ってくれた。

「ほら、飲んで」

「はい」

　ようやく震えが収まると、彼は再びスポーツ飲料を差し出してくれる。今度はちゃんと飲めた。

　そのとき、私が預かっていた彼の携帯が鳴りだした。

　私がバッグから取り出して差し出すと、一木さんはすぐに出て話を始める。

「津つ川がわ。いろいろ悪いな」

　津川さんはファンドマネージャーの中でもベテラン。おそらく一木さんと同じくらいの年齢の男性だ。

「これからしばらく、俺は桑田のフォローのみする。他の業務を任せてもいいか？」

　津川さんに、一木さんの代わりに陣頭指揮を執れと言っているのだ。取引しているのはダイオー電機だけではない。他も回さなくてはならない。

「頼んだ。桑田はどうしてる？」

　次に一木さんが尋ねたのは、桑田さんのことだった。

　あんなにひどく叱ったのに、ちゃんと気にかけているんだ。

「そうか。桑田はリーダーから外して津川の下に戻す。悪いが、また面倒を見てやってくれないか」

『リーダーから外す』という言葉に驚き彼を見つめると、彼は私にチラッと視線を送りうなずいた。

　それからすぐに電話は終わった。

「一木さん……」

「桑田は大切なことを忘れている。それを思い出すまでは降格だ」

　一木さんは唖然としている私に、きっぱりと伝える。

「大切なこと？」

「そう、英莉は知っている、大切なことだ」

　私は知っていて桑田さんが知らないことなんてあるの？

「さて、戦いを始めるか」

　彼はそう言いながらアクセルを踏み込んだ。

　会社に帰るとすぐに桑田さんのチームのミーティングが行われた。でも、桑田さんは外され、津川さんの指示に従っている。

　会議室から戻ってきた人たちは皆、目が鋭く、やる気がみなぎっている。この人たちならやってくれると思えた。

　すでに後場が終わったあとだったが、一木さんは海外とやり取りするために電話を手に取り、英語で話し始めた。

「蓮川さん、エクセルできる？」

「はい、それなりには」

　桑田さんのチームの人から声をかけられ返事をした。

「悪いんだけど、これ入力してもらえるかな。俺たち今、手が空かなくて……。一木さんがしばらく蓮川さんをこのチーム専属にするって言ってたから、手伝ってほしいんだ」

「もちろんです」

　私も仲間に入れてもらえるんだ。

　単純作業しかできないけれど、一緒に戦えることがうれしかった。

　取引時間が終了しても、次の日に向けて株の組み合わせをいくつも作り、一木さんと協議を重ねていった。

「今回はさっき話したように、一部、海外株も入れる。これに関しては俺に一任してほしい」

　チームの皆が一木さんの説明に真剣に耳を傾ける。

「というわけで、今日はこれで終わりだ。また明日から忙しくなるから、ゆっくり休んでくれ」

　そして定時の十七時を過ぎたところで、皆を帰してしまった。

　しかし、海外とやり取りを続けている彼は立ち上がる気配もなく、私はコーヒーを淹れ差し出した。

「サンキュ。蓮川ももういいぞ」

「ですが……」

「人間、集中力には限界がある。明日また頼んだ」

　だから皆を帰したんだ。

「桑田も帰れ」

　一木さんは、同じように残っていた桑田さんにも声をかけた。

「……はい」

　がっくりと肩を落としたままの彼女は、一木さんと目を合わすことなくフロアを出ていく。

「それでは、私も失礼します」

　私も一木さんに頭を下げ会社をあとにする。するとすぐにスマホが震え……【今日は帰れないかもしれない。ゆっくり休め】と彼からのメールが入った。

　出たばかりのビルを見上げても、ビルが高すぎてどこがグローバルアセットマネジメントのフロアなのかわからない。

　私が戻ってもやれることはない。そう考えた私は急いで家に帰り、夕食を作り始めた。

　そしてそれが出来上がると、弁当箱に詰めて再び会社に向かう。部下としてではなく、家政婦として。

　もう株式運用部は一木さんしか残っていないはずだ。

　もうすぐ二十時。まだこの時間の電車はサラリーマンも多い。電車を降りると走りに走って会社に飛び込んだ。

「蓮川……。お前、どうして」

　ネクタイを外し袖をまくっている一木さんは、いつもとは少し違う雰囲気だった。彼はいつもは威風堂々としていて部を引っ張っているが、今は顔に疲れが出ている。

「晩ご飯、一緒に食べたくて」

　彼のことだから、どうせ食べていないに違いない。

「そっか」

　邪魔かもしれないと思ったけど、彼がうれしそうに表情を緩めてくれてホッとした。

「走ってきたのに、冷めちゃいました」

「あはは。当たり前だ」

　電車だと三十分かかる。さすがに無理だったか。

　私たちは接客用のソファに移動して食事を始めた。

「お、中華か」

「はい。辛いものは平気ですか？」

「任せとけ」

　彼はそう言いながら麻婆豆腐を口にする。続けて青チン椒ジャオ肉絲ロースーもパクパクと口に運び、ご飯もモリモリ食べてくれる。

　結局、持ってきたものがあっという間になくなってしまった。

「うまかったよ。ごちそうさま」

「いえいえ。着替えも持ってきましたので」

　彼に紙袋を差し出すと「気が利くな」と笑みを浮かべる。

「家政婦ですから」

　弁当箱を片付けながら何気なくつぶやくと、彼は私の手を不意に握った。

「たしかに最初はそう言ったけど……英莉は……。いや、なんでもない」

　彼に『英莉』と呼ばれるたび、胸の奥のほうがキュンと疼うずくのはどうしてだろう。

「無理、しないでください」

「いや、今はする。しなければ一生後悔する」

　彼の言葉がうれしい。私のいらぬひと言であんなことになってしまったのに、彼は必死になってくれる。

「私にできることは……ない、ですね」

「いや、あるよ。英莉は俺を信じてくれ」

　彼があまりに真剣な目をしてそう口にするので、どうしてだか胸が高鳴る。

「信じて、ます」

「うん。あとはちゃんと戸締まりして寝ろよ。あのマンション、セキュリティはしっかりしているけど、やっぱりひとりにするのは心配だ」

「大丈夫です。だって、野宿しようとしてたんですよ、私」

「そうだった」

　彼は白い歯を見せ、クスクス笑う。

「だからこそ心配だ。英莉は俺が考えつかないことをするからな」

「じゃあ、一木さんの考えの範囲で頑張ります。そろそろ行きますね」

　あまり邪魔をしてはいけない。名残惜しかったけど、立ち上がり出口に向かった。

「英莉」

「あっ……」

　彼に呼ばれて振り向くと、つかつかと私に歩み寄った彼が、突然私を抱きしめたので声が出てしまう。

「頼むから、無茶はしないでくれ」

「一木さん？」

　どうしたの？

「恋愛レッスンを忘れてた」

　彼はいつも冗談ぽく『恋愛レッスン』と口にするが、今日はどことなく真剣だ。

「あっ、いいんですよ、そんなの……」

　途端に照れくさくなり離れようとしたけれど、許してくれない。

「もう少し」

　一木さんが切なげな声で囁くので、私は彼に体を預けてじっとしていた。

　彼ならなんとかしてくれる。彼を、信じる。

　そんなことを考えながら目を閉じていると、「よし」と彼は離れた。

「充電完了だ。帰りはタクシーを使って」

　一木さんは私に一万円を握らせる。

　充電って……私にレッスンをしていたんじゃないの？

　彼に抱きしめられたあとだから、恥ずかしくて目を合わせられない。

　電車でいいのにと思ったものの、それだと心配なんだろうなと思った私は、うつむいたまま「はい」と返事をして、今度こそ会社を出た。




　翌朝も早起きをして弁当をこしらえ、一木さんに届けた。

「英莉……こんなに早く」

　まだ六時。だけど彼がひとりで頑張っているのに、ソワソワして寝てなんていられなかった。

「ちょっと休んでください」

　大切な時間であることはわかっている。でも、また一日が始まる。多少は脳を休めてほしい。

「ありがとう。こっち来てごらん」

　彼は私をパソコンの前に呼んだ。

「これって……」

「外国株の上昇と為替差益で、約一千万は確定だ」

「い、一千……って、すごい」

「運がよかった」

　彼はそう謙遜するが、もちろん努力があってこそだ。

「おめでとうございます」

「だから、お前も一員だろ」

「そうでした」

　一木さんは疲れているだろうに、優しい笑みを見せる。

　それから一緒に朝食をとると、彼はソファで仮眠を始めた。

　すぐに寝息を立て始めた彼の姿を見ながら、デスクを拭き始める。

　私にできることは数えるほどしかないけれど、彼らが気持ちよく仕事ができるように、せめて頑張ろうと思った。




　そんな生活が三日過ぎた。

　一木さんの勘が冴え、いや、入念な情報収集のおかげで、目標の五千万にあと二百万というところまで来た。もちろん、小さな損害は多々あった。それでも、リスクを分散し、堅実な運用をしているおかげで大きく崩れることはなかった。

「一木さん、やりました！」

　後場が始まって早々、ひとりが大きな声を上げた瞬間、一木さんは天を仰いだ。

　ついに、五千万の損害を取り戻したのだ。

「すぐに営業の夏目に連絡しろ」

「わかりました」

　私は一木さんが指示を出しているのを聞きながら、目頭をそっと押さえる。

　彼を信じて間違いはなかった。

「よくやった」

　一木さんは桑田さんのチームの皆を一人ひとり褒めたたえている。

「なに言ってるんですか。ほとんど一木さんが稼いだんですよ」

「お前たちがいなければできなかったよ」

　その様子を見ていると、涙をこらえきれなくなり、壁のほうを向いて頬を拭う。

　すると、一木さんの大きな手が私の頭をポンと叩いて遠ざかっていった。

「一木さん、あとは俺がやります。今日はもう帰ってください」

　津川さんはこの三日間、会社に泊まりっぱなしだった一木さんのことを知っていて、そう促した。

「だな。そうさせてもらう」

　久しぶりに表情を緩めた一木さんがうなずいている。

　この三日で、一木さんは仲間を信じるという気持ちをいっそう強くしたように思う。私が一木さんを信じていたように、一木さんもまた津川さんを信じ、通常業務のほとんどを彼に任せた。

「お疲れさまでした！」

　いつになく大きな声で一木さんをねぎらった皆は、目が輝いている。やり切ったという充実感で満たされていた。

　その中でただひとり、桑田さんだけは浮かない顔。いまだチームに戻ることを許されていないのだから、それもうなずける。

　一木さんがフロアを出ていくと、桑田さんも席を立った。フロアにいるのがいたたまれなかったのかもしれない。

「あっ、一木さん、スマホ忘れてる。蓮川さん、追いかけてくれる？」

「わかりました」

　津川さんにスマホを渡され、すぐに一木さんを追いかけた。

　彼は地下駐車場だろう。すぐにエレベーターに乗り込み、地下二階のボタンを押す。

「お礼が言える……」

　家に帰れば言えるけど、一刻も早く感謝を伝えたかった。

　ドアが開き勢いよく飛び出すと、一木さんらしき人の姿を見つけた。けれど、その隣には女性の影があり、足が止まる。桑田さんだ。

「本当にありがとうございました」

「礼を言うなら、チームのヤツらに言え。いいチームだった」

　一木さんは桑田さんにそんな声をかけている。

「リーダーに戻していただけますか？」

「それはできない。お前は大切なことがわかっていない」

　てっきり、この一件が片付けば彼女を戻すとばかり思っていたので、驚いてしまった。

「なにが、ですか？　あんな素人の子を起用して、私はダメなんですか？」

　私の、ことだ……。

　私はそれ以上近づけなくなり、柱の陰に隠れて耳を澄ませていた。

「蓮川は、株に関してはド素人だ。でも、お前にないものを持っている」

「ですから、それはなんですか？　私はあの子には負けません」

　桑田さんは必死に食い下がる。

「前にも言ったが、お前は自分の力を誇示するために今の仕事をしているのではないのか？　客のためではなく、自分のために。だが蓮川は違う。バカみたいに周りのことだけ考えている。株の暴落がわかったとき、お前は自分の失態に落ち込んだ。だけど、考えるべきは顧客の損失だ」

　一木さんは淡々と話を続ける。

「私だって、考えて……」

「それならどうしてすぐに動けなかった。蓮川は株の知識もないのに、次になにをすればいいのかを必死に探っていたぞ。叱られるのを覚悟で、桑田にも助言した」

　あのときの会話を聞いていたんだ……。

「蓮川は前に勤めていた会社が倒産している。倒産を知らされておらず、自分も突然失職したのに、客の心配ばかりしていた。でもお前は、ダイオー電機の損失よりも、ファンドマネージャー桑田遼りょう子ことしての価値が下がることを気にしていたはずだ」

「そんなことは……」

　勢いのよかった桑田さんの声が小さくなっていく。

「株式運用部は、自分の価値より顧客を優先できるヤツばかり集めてある」

　もしかして、一木さんの採用基準はそこなのかもしれない。

「ファンドマネージャーとして有能な人間は他にいくらでもいる。だが、俺たちは他人の資金でゲームをしているわけじゃない」

「そんなこと、わかってます」

　桑田さんはムキになって言い返す。

「いや、わかってない。今回のことで、ダイオー電機の社員の家族のことまで考えたか？」

「そこまでは……」

「もう少し、猶予をやる。津川の下で働きながら、自分の姿勢を見つめ直せ」

　以前とは違い落ち着いた口ぶりで諭すように話す一木さんだけど、その言葉は厳しかった。

　しかし、彼の言う通りだ。毎日何億も動かしていると、取引のことで頭がいっぱいになり、そういうことを忘れがちになってしまうのかもしれない。

「淳也は……あの子が好きなの？」

　桑田さんは泣きそうな目で一木さんを見つめる。

　今、彼のことを『淳也』って呼んだ？

　途端に心臓がバクバクと音を立て始める。なぜか胸が苦しい。

「そんなことは今、関係あるのか？」

　冷たい眼差しで桑田さんを一瞥した一木さんは、スタスタと足を速め彼女の前から立ち去った。

「なに、よ……」

　残った桑田さんは唇を噛みしめながら拳を震わせる。

　もしかしてふたりは、上司と部下というだけの関係ではないの？　私、どうしてこんなにもやもやしているんだろう……。

　桑田さんがこっちに向かってきたので、慌てて車の間に隠れやり過ごす。

　すると、一木さんの車も発進して出ていってしまう。

　私は渡せなかったスマホを握りしめ、呆然としていた。

　それからフロアに戻ったが、桑田さんの様子が気になって仕方ない。チラチラ視界に入れながらパソコンのキーボードを叩いていたけれど、彼女は平然とした顔で業務を続けていた。

　その日私は定時で席を立ち、一目散にマンションに向かった。

　バッグの中には、彼のスマホ。津川さんには、渡せなかったことを言えなかった。あのふたりの会話を聞いていたことがバレてはまずい。

「ただいま帰りました」

　小声にしたのは、もしかしたら彼が寝ているかもしれないと思ったからだ。

　返事はなかったものの、リビングに明かりがともっている。私は足音を立てないように近づきドアを開けた。

「やっぱり……」

　彼はジャケットを脱いだだけの姿で、ソファで眠っている。もう限界だったに違いない。

　寝室から毛布を引っ張り出してきて、彼にかけつつ、そっとネクタイに手を伸ばす。なんだか苦しそうだったからだ。

　彼が起きてしまわないように、そーっとネクタイを抜くことには成功。今度はシャツのボタン。せめてひとつだけでも外してあげたいと格闘していると、彼の首に手が触れてしまった。

「英莉か」

「起こしてごめんなさい」

「いや、構わないよ」

　彼はそう言いながら起き上がり、自分でボタンを外す。そして……私の手を強く引き膝の上に乗せると、なぜだか抱きしめる。

　まさか、こんなときにまで恋愛レッスン？

　恥ずかしくてたまらなかったけど、この三日間、彼とこんな時間を持てなかったからか、うれしくて胸がいっぱいだ。

「英莉……」

　どうしてだろう。彼の声が切なげに聞こえる。

「借金を阻止できてよかった」

　その瞬間、彼のシャツをギュッと握りしめた。

　彼なら、絶対に大丈夫だと信じていた。とはいえ、目まぐるしく変わっていく株価を前にして緊張の連続だった。それが、やっと終わった。

「一木さん……」

『ありがとうございました』と言いたいのに言葉が続かない。

「よかった。本当に、よかった」

　彼は私をいっそう強く抱きしめる。

　そして私も一木さんにしがみついたまま、彼の鼓動を聞いていた。

「英莉がいると、強くなれるよ」

「強く？」

「コイツを守らないと、と思う」

　私、を？

　彼の言葉に、胸がギューッと締めつけられる。今までのどのレッスンより、胸が疼いた。

「ずっとここにいろ」

　いても、いいのかな。桑田さんは、あなたにとってどういう存在なの？

　でも、それを聞くことはできなかった。私もここにいたかったからだ。

「……はい」

　私はうなずいた。

　それから久々に彼と一緒にゆっくり食卓を囲んだ。

「英莉の料理に支えられたよ」

　他にできることがなく、三日間彼のところに毎日料理を運んだ。それを喜んでくれているなら、私も本望だ。

「本当ですか？」

「あぁ、でも温かいのはやっぱりいい」

　彼はリラックスした様子で、豚肉の生しょう姜が焼やきを口に運ぶ。

「もっといろいろ作りますね。あっ、そういえば会社にスマホを忘れていらっしゃいました」

　スマホの存在を思い出し彼に渡すと「すぐに寝ちまったから気づかなかった」と受け取り、着信の確認をしている。

　桑田さんの顔がよぎってしまった私は、慌てて味噌汁に視線を移した。

「ちょっとごめん」

　一木さんは私に断りを入れ、スマホを手にして廊下へ出ていく。

　私の気づかないうちに着信があったのかも。もしかして、桑田さん？

　彼が出ていったドアをじっと見つめてしまうのは、早く戻ってきてほしいからだ。

　それから三分ほどして、ドアが開いた。

「悪かったな。さ、食おう」

　一木さんは電話のことには触れず、再び箸を手にする。

　なんの電話なのか聞く権利なんてない。だけどあんな光景を見たあとだから、気になって仕方ない。

　私も食事を再開しようとすると、彼は再び口を開く。

「スマホ、届けに走ってくれたんだな」

「えっ？　……はい」

「津川が英莉に確認するのを忘れたって言ってた」

　電話は津川さんだったんだ。なんだか気が抜けた。

「持って走ったんですけど、もう一木さんの姿が見えなくて……」

　駐車場に行ったことは黙っておいた。

「同じ場所に帰るとは言えないか」

　彼はおかしそうに笑みを漏らす。

「言えませんよ、もちろん」

　話を聞いてしまったことは、なんとかバレずに済んだようだ。

「俺は言ってもいいのに」

「もー、からかわないでください」

　言ったら困らないの？　桑田さんは？　……きっと彼は、私が絶対に同居しているとは言わないとわかっていて余裕なんだ。

「からかってない。焦る英莉は面白いけど」

「だから、それがからかってるんです！」

　もやもやはするけれど、彼の笑顔が見られて幸せだった。










激しい怒り




　次の日からは通常業務に戻った。

　しかし、やはり桑田さんは津川さんの下で働いていて、彼女のチームは一木さんが引き続き陣頭指揮を執っている。

「桑田さん、おとがめ解けないね」

　私がコピーをしに行くと、佐橋さんもやってきてボソッと漏らす。

「そう、みたいですね」

「今回はさすがに額が大きかったからなぁ。しかも、無断でだったし」

　佐橋さんはそう言うが、一木さんがここまで怒っているのは、金額の問題ではない。桑田さんの気持ちの問題だ。

「コピーやっておきますよ」

「お、助かる。それじゃあ、十部お願い。俺、今回のことで一木さんみたいになりたいって、ますます思ったんだよね。もっと頑張らないと」

「はい、応援してます」

　私の言葉に、彼はちょっぴり照れくさそうな顔をして戻っていった。

「蓮川さん」

　それからすぐにまた名前を呼ばれ振り向くと、今度は営業の夏目さんだった。

「夏目さん、その節はご迷惑をおかけしました」

「とんでもない。蓮川さんのおかげで首がつながったんだよ。まさかあんな賭けを了承するなんてびっくりだったけど」

　あのときは必死だった。でも改めて思い出すと、一木さんに無鉄砲だと言われるのもうなずける。

「社長が、蓮川さんの度胸を気に入ったって言ってたよ」

「えぇっ！　そうなんですか？」

　私は驚いて大きな声を出してしまった。

　一方、夏目さんは白い歯を見せる。

「けど、一木さんはすごい人だね。正直、ダイオーとの取引はもう無理かもって営業では覚悟してたんだけど」

「一木さんはあきらめたりしません。だから、これからもよろしくお願いします」

　私が頭を下げると「そんな、こちらこそだよ」とにこやかに返してくれた。

「よければ打ち上げしない？　ダイオーがうまくいったお祝い。あっ、でも上司がいると緊張するから、一木さんには内緒ね」

「私はなにもしてませんし」

　それに、一木さんに内緒は無理だ。ご飯を作らなきゃ。

「十分貢献したよ。定時で上がれる？」

「多分、上がれるとは思いますけど……」

「じゃ、裏玄関を出たところで待ってる。それじゃ」

「待ってください。行くとは……」

　言ってないのに、夏目さんはてきぱき決めて行ってしまった。

「どうしよう」

　一木さんになんと伝えたらいいのだろう。……夏目さんの名前を出しちゃダメなら、友達に誘われたからでいいか。別に一木さんの彼女なわけではなく、ただの家政婦なんだし、うしろめたいことなんてなにもない。

　どうしてだか自分に必死に言い訳をしながら、小さなため息をついた。

　その日は、定時ですべての業務を終えることができた。

　津川さんと話をしている一木さんのことをチラッと視界に入れながらも、挨拶をしてフロアを出る。ここまでは普段通りだ。

　彼はいつもこれから各チームの状況を確認してから帰宅の途に就くので、私より遅くなる。

　一木さんに夕食が作れないことを知らせておかないと、と思い、メールをしたためた。

【友達に食事に誘われたので、行ってきます。夕食作れなくてすみません】

　夏目さんは友達ではなく仕事の仲間なのに。

　小さな嘘に胸がチクリと痛む。

　しばらくすると【わかった】と短いメールが返ってきた。

　夏目さん、裏玄関って言ってたよね……。

　ビルの裏玄関から出て辺りをキョロキョロ見渡してみたものの、夏目さんの姿はない。連絡先も知らないので、しばらく待つことにした。

　しかし、地下駐車場の出入口が近くにあるので、落ち着かない。もしかしたら一木さんが出てくるかもしれないからだ。

　私、どうしてこんなにソワソワしてるんだろう。相手を友達と伝えてしまったからかな……。

　そんなことを考えていると「蓮川さん」と呼ぶ声がして顔を上げた。

「ここ。こっち」

　夏目さんの声だけど、どこだろうと探していると、彼が路肩に停めた車の中から呼んでいるのを見つけた。

「ごめん、待たせた？　ちょっと話が長引いちゃって……乗って」

　もしかして、営業先からわざわざ迎えに来てくれたの？

「いえ、大丈夫です」

　彼が中から助手席のドアを開けてくれたのですぐに乗り込む。ここは車通りが多く、長く路駐できないからだ。

「誘ったの俺なのに、遅れてごめんね」

「いえ」

　あっ……。

　そのとき、私たちが乗る車の横を、見たことがある白いＢＭＷが駆け抜けていった。

　一木さんだ。見られた？

「実は新しい契約が取れてさ。この前、蓮川さんの勇気ある姿を見ていたら、俺も頑張らないとって気合いが入って……。あれ、聞いてる？」

「あっ、すみません。やり忘れた仕事があったような気がして。でも、ちゃんとやったのを思い出しました」

　一木さんの車を見た瞬間、頭が真っ白になって夏目さんの言葉が耳に入らなくなってしまった。

　食事に行く相手をごまかしただけで、こんなに心苦しいとは思っていなかった。だけど、これでは夏目さんに失礼だ。

「あはは。やっぱり真面目なんだね。それじゃ行こうか。俺の知っているところでいい？」

「はい、お願いします」

　最近、一木さんの車に乗せてもらうことが増えたとはいえ、男の人とこの近い距離は緊張してしまう。

「急にごめんね。迷惑だった？」

　彼はチラッと私を視界に入れてから言った。

「いえ、そんなことは……」

　ちょっぴり困ったことは内緒だ。

「蓮川さんって、彼氏いないんだ」

「えっ？　そう、ですね」

「いたら来ないよね」

　だからバレたのか。もしかして、ああやって誘って様子を見たのかな？

　それから、会社から二十分ほど車を走らせたところにある、とあるビルの駐車場にたどり着いた。

「ほら、ここ。ここのレストラン、シーフード料理がすごくうまいんだ」

　夏目さんはニコニコしながら、説明してくれる。

「そうなんですね。楽しみです」

　そんなことを口にしながらも、なぜか一木さんと一緒に食べたカニの鍋を思い出していた。

　私たちは車を降りて、そのビルの三階にあるレストランに入った。シーフード独特のいい匂いが漂うその店は、ライトが落とし気味にされていて、とても落ち着いた雰囲気だった。

「蓮川さん、なに飲む？」

　案内されて席につくと、彼はすぐにメニューを差し出してくれる。

「いえ、私は……」

「遠慮しないで。飲めないわけじゃないよね」

「……はい」

　お酒はあまり得意ではないけれど、少量なら飲める。

「甘いのならどう？　そうだな。カンパリオレンジなんておいしいと思うけど」

「じゃあ、それで」

　彼は車だから、アイスティを頼んでいる。そして、小エビとイカのサラダや、有名だというカニクリームコロッケ、ムール貝のペスカトーレなどを注文してくれた。

「それじゃ、乾杯」

　早速乾杯をして、打ち上げ開始だ。

「それにしても蓮川さん、こんなかわいい顔してあんなに男前だとは……」

　夏目さんはクスクス笑う。

「それ、褒めてくださっているんですか？」

「あはは、もちろんだよ。俺、蓮川さんみたいに自分の意志をはっきり持っていて、ブレない人、好きなんだよね」

『好き』という言葉に一瞬たじろぐ。

　夏目さんが言っているのは人としてであって、男女の間の『好き』とは違うとわかっているのに。やっぱり一木さんに恋愛レッスンしてもらわないとダメかな……。

「それは過大評価です。そんなことは全然ないです」

「いやぁ、あの場でとっさにあんな賭けに出られるなんて、なかなかだよ」

　私にとっては賭けではなかった。一木さんを信じていたからこそ、あんなムチャクチャな申し出を受け入れたのだ。

「……あはは」

　けれどそれをうまく伝えられそうになくて、笑ってごまかした。

「蓮川さん、彼氏いないみたいだけど、どんな人が気になる？」

　突然話を変えられ、困ってしまう。

「どんな、と言われましても……」

　難しい質問だ。でも、一木さんのことが頭に浮かんだ。

　人知れずコツコツと努力を重ね、妥協は一切許さない。没頭しすぎるのが玉にきずだけど、それも彼が真剣に一瞬一瞬を生きているからだと思う。

　あぁ、ダメだ。さっきから一木さんのことばかり考えてしまう。

「尊敬、できるような人でしょうか」

「尊敬か。ハードルが高いな」

　夏目さんは微笑みながら、サラダのお皿を私のほうに差し出してくれた。

「蓮川さん、まだ株式運用部に入ったばかりなんだね。やっぱり一木さんのスカウト？」

「まぁ、そうなります」

　スカウトだったのか怪しいけど。

「噂では、業界未経験だって……」

「はい。初めてです」

　嘘をついても仕方がないので、正直に答えた。

「へー、本当なんだ。一木さんがそんな人を採用するなんてびっくりだな。蓮川さんがあんなことできる人だって見抜いてたのかな」

「もう、恥ずかしいのでやめてください」

　できればあのときのことは忘れたい。

「あぁっ、ごめん。別に嫌味とかじゃなくて、本当に感心したから……。今日はおごるから、もっと飲んでよ」

　嫌味でないことは伝わってくるものの、やっぱり気まずい。

「いえ、おごっていただかなくても……」

　お給料は入ったので自分で払える。

「なに言ってるの。蓮川さんのおかげで首がつながったんだから、これくらい安いものだよ。それに、一緒に飲めてうれしいんだ」

　といっても彼はアイスティだ。

「そういえば、桑田さんは許してもらえてないみたいだね」

　彼は佐橋さんと同じようなことをつぶやく。

「私にはよくわかりません」

　桑田さんのことは、どうなっているのか知らないのに勝手なことを言いたくない。

「一木さんも、厳しい人だよね。仕事になると自分の彼女ですらビシッと叱るんだから」

　夏目さんのそのひと言を聞き、サラダに伸びていた手がピタッと止まってしまった。

「あれ、知らなかった？」

「……はい」

　桑田さんが、一木さんの彼女？　彼は彼女なんていないと言っていたのに、あれは嘘？

「有名な話だよ。なんでも学生時代からの付き合いらしくて、桑田さんを引っ張ったのもそういう関係だからだって。けど、彼女がなかなかできる人だったから、皆納得もしたんだ」

　夏目さんは、クリームコロッケに手を伸ばしながら言う。

「そう、なんですか……」

「だから、もう桑田さんを引退させる気なんじゃないかって噂も出てる」

　引退？　そんなはずはない。だって桑田さんはリーダーに戻してほしいと彼に直談判していたもの。

「あぁ、引退って、寿退社のことね。このままいづらくなった部署にいるより、そのほうが幸せだと思わない？」

　寿退社って……そんな深い関係なの？

「だってさ、一木さん、将来社長だよ？　桑田さんも俺たちみたいに汗水たらして働いているより、社長夫人の座に納まったほうがいいに決まってるだろ？」

　そのあとの夏目さんの言葉は頭に入ってこなかった。

　一木さんは本当に、桑田さんと結婚を考えるほどの間柄なの？　駐車場でのふたりの会話を聞いていたら、そんなふうには思えなかったけど、彼のことだ。あえて厳しい言葉をかけて桑田さんを成長させようとしているのかもしれない。だとしたら私は、とんでもなく邪魔だ。

「――川さん。蓮川さん？」

「あっ、すみません」

　ついボーッとしてしまっていると、夏目さんに呼ばれてハッとした。

「どうしたの？　心ここにあらずだね」

　彼に鋭い指摘をされ、焦る。

「いえ。ちょっと驚いてしまって。彼女なのにそんなに厳しくするんだなって」

　本当はそんなことは少しも考えていなかった。仕事では上司と部下として接するほうが彼らしいからだ。

「やっぱ、そう思う？　だけど、それくらいじゃないと社長は務まらないのかもね」

「そうですね」

「あっ、もう一杯頼もうか」

　どうしてだか動揺しすぎて、カンパリオレンジをごくごく喉に送ってしまった。

　二杯目のカクテルがほとんど空になった頃、頭がふわふわしてきた。それは多分、強くもないのに一気をしたせいだ。

「蓮川さん、酔った？」

　夏目さんはすこぶる優しい口調で聞いてくる。

「いえ……」

「でも目が潤んでて、なんか色っぽいな。大丈夫？」

　色っぽいなんて初めて言われた。

「はい、大丈夫です」

「ホント、こうしているとあんなこと言う子には見えないよね。かわいい」

　彼はなぜか手を伸ばしてきて、私の髪に触れる。

「俺、相当気に入っちゃった」

　そして彼はにっこり笑う。

　どういう意味なの？　酔いが回ったのか、思考までマヒしてきた。

「俺と、付き合わない？」

　夏目さんは、髪を触っていた手を滑らせ、私の頬に触れる。

「い、いえっ」

　私はとっさに体を引き、その手から逃げてしまった。

「こういうことに慣れてないのかな？　真面目なんだね。そういうところもポイント高いかも」

　彼は苦笑しつつも、私から目を逸らさない。

　そのまっすぐな視線が痛くて、顔を伏せてしまった。

「グローバルアセットマネジメントっていう社名を出せば、女の子は喜ぶものだよ。だけど、君はそういうタイプじゃないみたいだね」

　そりゃあ〝上〟の人たちとお近づきになりたいという女の子は多いし、プレジールでバイトをしていたスタッフの中にも、そういうもくろみの人がいたのは否定できない。

　でも私は……アッパークラスの人だからといって好きになったりはしない。その逆はあったとしても。

「知ってる？　人って、簡単に手に入らないもののほうが欲しくなるんだ」

　それは……私のこと？

「あっ、いえ、あの……。夏目さんとはまだお会いしたばかりですし」

　だって彼とは仕事で関わっただけで、プライベートで話すのは今日が初めてだ。それなのに、好きかどうかなんてわからない。

「会ったばかりでホテルに行っちゃう子もいるよ？　まぁ、そういう子とは長続きはしないけど。蓮川さんみたいに真面目な子なら、じっくり付き合えると思うんだ。真剣に考えてくれないかな」

　余裕の笑みを浮かべる夏目さんは、恋愛経験が豊富なのだろうか。アタフタする私とはまるで対照的だった。

「……はい」

　そう答えるしかなかった。一木さんに恋愛レッスンをしてもらっているのに、こんなときにどうしたらいいのかなんてまるでわからない。

「ごめん。料理冷めちゃうね。食べよ」

　夏目さんは今までのことがなかったかのように、ごく普通に食事を始めた。

　けれども私は、とても喉を通りそうにない。

「あれ、食べないの？」

「あっ、いえ……」

「そんなに硬くならなくていいから。ゆっくり考えてくれればいいよ。真面目だなぁ」

　夏目さんはおかしそうにクスッと笑う。

　とりあえず付き合ってみて、ダメなら別れるという人がいるのは知っている。だけど私は、好きかどうかわからないのに、彼女にはなれない。

　それからサラダを口に運んだものの、味なんてよくわからなくなってしまった。ひと口食べたときはすごくおいしかったのに。

「ねぇ、またデートしてよ。今度はどんな店がいい？　蓮川さん、なにが食べたい？」

　彼は身を乗り出してきて聞いてくる。

「えっと……なんでも」

「遠慮深いんだね。俺たち営業は接待もあるから、いい店知ってるよ。蓮川さんの好みに合わせて用意するのに」

「ありがとうございます」

　私が頭を下げると、彼はまたクスッと笑みを漏らす。

「もう、そんな他人行儀にしない。蓮川さん、二十四歳って聞いたけど……」

「はい、そうです」

「俺、二十六なんだけど、敬語とかそういうのいらないし。リラックスしてよ」

　そうはいっても、まだそれほど彼のことを知らないので難しい。

「けっこう酔っちゃったみたいだね。顔が赤いよ」

「そうみたいです」

　さっきから、どうしたらいいのか必死に考えているのに、頭の回転が鈍いのか、なにも浮かばない。

「ヤバい。ホント色っぽいな。連れて帰りたい」

　夏目さんの言葉に驚き、体がビクッと震える。

「あの、私……今日は帰ります」

「あぁ、ごめん。冗談だから」

　彼はジョークのつもりだったかもしれないけれど、恋愛経験のない私にはうまくかわせない。

「あぁぁ、送るから」

　すぐに立ち上がった私にうろたえる彼は、伝票を手にして焦っている。

「いえ。近くに駅もありましたし、大丈夫です。ごちそうさまでした」

「ホントに冗談だったのに。ごめん、怒った？　ちょっと待ってよ」

「怒ってません。おやすみなさい」

　慌てふためく彼にそう告げ、逃げるように店を出た。

　会計をしなければならない夏目さんは、すぐには追いかけてこられないようだ。

　結局、おごってもらっちゃった……。

　折半するつもりだったのに、逃げたくてたまらなかった。

　でも私、どうしてこんなに逃げたかったんだろう。彼は今夜ひと晩だけと言っているわけじゃなく、付き合おうと言ってくれているのだから、遊びではないとわかっている。それに、『色っぽい』とか『連れて帰りたい』というのも、考えようによっては褒め言葉だ。

　だけどやっぱり……私には無理。

　駅まで走ったせいか、余計に酔いが回ってしまった。

　しばらく駅のホームのベンチに座り、呆然としていた。

　すると、バッグの中のスマホが鳴っているのに気づいた。手にすると、一木さんからの電話だった。

『お前、どこにいる？』

　第一声はなぜか怒ったような口調。

「駅……です」

『ひとり、か？』

「はい」

　私が返事をすると、なぜか『はー』というため息が聞こえてくる。

『迎えに行く』

　どうして？　そんなことまでしてもらわなくても……。

「いえ、もう電車が来ます。すぐに帰れますので」

　ここからだと一度乗り換えはあるものの、二十分くらいだろう。

『そうか。わかった』

　彼はそれだけ言うと電話を切った。

　電話を切ったあと、彼からの着信がずらっと並んでいるのに気がつき、驚いてしまう。

　心配してくれたのかな……。でも、さほど遅くはなってない。まだ十九時半だ。

　ご飯、ちゃんと食べたかな。急に出かけて怒っているかも……。

　夏目さんのことで頭がいっぱいだったのに、一木さんの声を聞いた瞬間、彼のことばかりが気になり始めた。

　それから電車に乗り込み、二十分。窓の外の景色をボーッと眺めながら再び夏目さんのことを考えようとしたものの、頭痛に襲われできなくなった。

「飲むんじゃなかった」

　カクテル二杯くらいならいつも飲んでいるし、こんなに酔ったりしないのに。やっぱり一気してしまったのがよくなかった。

　ふわふわした足取りのまま、マンションの最寄り駅で降りると、「英莉」と呼ばれてびっくりしてしまった。改札を出たところに、一木さんが待ち構えていたのだ。

「どうしたんですか？」

「お前を迎えに来た」

　嘘……。すぐに帰れるとは伝えたけど、何分でとは言わなかった。もしかしてずっと待っててくれたの？　マンションは目の前にあるし、迎えに来てもらうほどの距離でもないのに。

「酔ってるのか？」

「少し飲んでしまいました。わざわざ来てもらってすみません」

　彼の前まで行き頭を下げると、彼は不意に私の頬に触れる。

　夏目さんに触れられたときはとっさに逃げてしまったのに、一木さんの手が温かくてそのままでいた。

「アイツに、なにもされてないだろうな」

　アイツって……やっぱり夏目さんの車に乗り込むところを見られていたの？

　驚いて目を見開くと、彼は眉根を寄せる。

「なぁ、どうなんだ」

「……なにも」

　嘘がバレてしまった罪悪感でいっぱいになってしまい、それ以上話せない。

「とにかく、帰ろう」

　そして一木さんは私の手首をつかみ、長い足をスタスタと前に進める。その様子が怒っているかのようにも見えてしまい、私の胸はチクチク痛んだ。

　彼はそれから家に着くまでひと言も話さなかった。

　玄関に入ると、彼は私を壁に追い詰め、顔の横に「ドン」と手をついて私を見下ろす。

「英莉。お前、友達と一緒だったんじゃないのか？」

　こんなに冷たい彼の声を聞いたのは初めてだった。

「ごめんなさい。営業の夏目さんと一緒でした。夏目さんがダイオー電機の打ち上げをしようと誘ってくださって……」

　嘘をついたといううしろめたさで、彼の目を見ることができない。

「それならそう言えばいいだろ」

「一木さんと一緒だと緊張するから黙っておいてほしいと……」

「はぁー」

　一木さんは大きなため息をつき、顔をしかめる。

「英莉。男とふたりきりになるのがどういうことか、わかっているか？」

　諭すようにそう言われた瞬間、『連れて帰りたい』と言った夏目さんの顔が頭をよぎった。

　もしあのとき逃げ出していなければ……彼の言うままに車に乗っていれば、もしかして今頃、彼の家に連れていかれていたかもしれない。

　夏目さんがそんな強引な人ではないと信じたい。でも絶対になかったとは言えない。

　そう考えると急に怖くなり、息が苦しくなった。

「なにもなくて、よかった……」

　震えたような声で吐き出すように言った彼は、今度は私を強く抱き寄せる。

　そんなに心配してくれていたなんて……。

　軽い気持ちで夏目さんの誘いに乗ったことを激しく後悔した。

　一木さんはそのまましばらく離してくれなかった。

　彼の大きな胸に耳を当てていると、ドクドクと鼓動が聞こえてくる。それが心なしか速く感じるのは気のせいだろうか。

「風呂、入るか？」

　私を解放した彼は、もういつもの顔に戻っている。

「はい。私、入れてきます」

「いや、俺がするよ」

　彼の顔を直視できないままでいると、彼は浴室に行ってしまった。

　私はいったん自分の部屋に行き、猛省していた。

「バカだね、私」

　こんなに心配してくれる人に嘘をつくなんて。一木さんに心配をかけるようなことは、もう絶対にしないようにしよう。

　気持ちを落ち着けてからリビングに向かうと、浴室から戻っていた彼はコンビニの袋からおにぎりを出して頬張っている。

「一木さん、もしかして食事まだなんですか？」

「まぁ、な」

　もしかして、心配で食べられなかったの？　あぁっ、ホントに私、バカだ。彼と一緒に食べる夕食が一番の楽しみだったのに。その機会まで潰してしまった。

「ごめんなさい」

「もういいよ。その代わり、明日は俺の弁当も作って」

「えっ？　……わかりました」

　温かい出前のほうがおいしいし、同じおかずが入っているとまずいと思い、今までは私の分だけだった。けれど、彼がそう言うのならもうひとつ作ろう。

　でも……おかずは全部一緒にはしない。だってそんなことをしたら、桑田さんに私が作ったことがバレてしまう。

　一木さんがあまりに心配してくれたので頭からすっぽり抜けていたけど、彼は桑田さんと付き合っているんだった。

　彼女はもうすでに一木さんと私の関係を疑っている。絶対にバレてはいけない。

　私は家政婦。彼がこんなに心配してくれたのは、私に恋愛経験がなくて、なにかあってもうまくあしらえそうにないことを知っているからだ。

「英莉。どうかしたか？」

「いえ。お茶、淹れますね」

　私は彼に背を向けた。『私はここにいてもいいんですか？』と聞くべきなのに、彼と一緒にいるのが心地よくて、言い出せない。

　お茶を淹れていると、なぜだか涙がひと粒、頬を伝って落ちていく。

　どうしたんだろう、私。やっぱり酔っちゃったのかな……。

　慌てて涙を拭い、笑顔を作る練習をしてから振り向いた。

「どうぞ」

「サンキュ」

　彼は私からお茶を受け取ったものの、じっと私を見つめたまま視線を逸らさない。

「英莉。さっきは怒ってごめん」

「いえっ。私が悪いんです」

　視線を絡ませているのがつらくなりうつむくと、彼は再び口を開く。

「いや、言いすぎた。反省してる」

　彼が反省することなんて、なにひとつとしてないのに。そもそも、彼に言えないことをした私が悪い。

「ホントに大丈夫ですから」

「俺、英莉のことが心配でたまらなくて、ちょっと変だな」

　彼はそんなふうに卑下するけれど、私はそこまで気にかけてもらえて、幸せだった。

「変なんかじゃないです。ありがとうございます。これから気をつけます」

　とはいえ、桑田さんと彼が仕事上の付き合いだけではなさそうだと知ってしまったこともあり、心は複雑だった。




　翌朝はいつもより三十分早起きして弁当をふたつ用意した。卵焼きだけ同じで、あとは異なるおかずを詰める。何種類も用意するのが大変で、私のほうは冷凍食品もいくつか使ってしまった。

　大変だったものの、一木さんのためにできることは、私の心を弾ませる。

　お弁当ができて朝食の準備に取りかかった頃、彼が起きてきた。

「おはようございます」

「早いな。おっ、弁当サンキュ」

　彼はミネラルウォーターを取りに、私の横までやってくる。

「温かい出前のほうがおいしいですよ」

　そう口にしながら、本当に作ってよかったんだろうかとハッとした。

　だって、料理をしない一木さんが自分でできるわけがなく……ということは誰かに作ってもらったということだ。私だとバレなくても、まずくない？　時間がないので外にランチに行く人はいない。桑田さんも同じフロアで食べるのに。

「なんだ。中身が違うじゃないか」

　弁当箱を覗き込んだ彼は、不思議そうな顔をする。

「はい。同じではまずいですよね」

「同じでいいのに」

　どうして？　桑田さんは？

　聞きたくてたまらないのに、そんなことは切り出しにくい。

　彼はそれ以上なにも言わずにソファに座り、経済新聞を読み始めた。この時間は貴重なので、もう邪魔できない。

　朝食のアジの干物をテーブルに並べ始めると、彼は気がついてイスに座り「いただきます」と手を合わせる。

　セレブな彼がアジの干物って……とってもミスマッチだけど、意外にも好きみたい。

　あ、シーフード……。

　私は昨日のことを思い出してしまった。

　夏目さんのことはどうしたらいいんだろう。一木さんは私に恋愛レッスンなるものをしてくれているけど、心の中までは無理。どれだけレッスンしてもらっても、答えなんか出ない。

　そんなことをあれこれ考えていると、ご飯を手にしたまま固まっていた。

「英莉？」

　一木さんがいぶかしげに首を傾げている。

「はい。あっ、今日のアジは少し塩辛いでしょうか……」

「まだ食ってないのにわかるのか？」

「あ、そうでした」

　適当に取り繕ったのに大失敗。慌ててアジを口に放り込むと、彼は私をじっと見ている。

「昨日のこと？」

「あっ、いえ……」

　彼に探られているようで焦る。

「告白、されたんだろ」

「えっ!?」

　まさに図星だったので、驚きのあまり箸を落としてしまった。

　どうしてわかったの？

「すみません」

　慌てて箸を洗いに行き戻ってくると、彼は完全に食べるのをやめて私を見つめる。

「英莉はわかりやすい」

「いえ、そんな……」

『告白されてません』とは言えない。昨日嘘をついて彼を傷つけてしまったから、もう二度と嘘はつきたくない。

「英莉は夏目が好きなの？」

　彼の直球すぎる質問に顔を伏せる。自分の気持ちなのにわからない。

　私が答えられないでいると、彼は続けて口を開いた。

「これは俺の持論だが……。じっくりゆっくり育はぐくむ愛情もある。だけど、運命の人っていうのは、時間は関係ない。出会った瞬間に恋に落ちることもある」

「出会った瞬間……」

　彼が意外なことを言い出したので顔を上げると、視線が絡まる。

「そう。それは勘みたいなものだが、その勘は信じてもいいんじゃないかと俺は思ってる。よくビビッと来たなんて言うけど、あれは本当だと思ったよ」

　ということは……彼はビビッと来た経験があるということだ。それは、もしかして桑田さんのこと？　それとも別の人？

　私の前で他の女性への愛をそんなに主張しないで。胸が痛くてたまらない。……あれ、でもどうして胸が痛むんだろう。

「だから、英莉の勘を信じてもいいんじゃないか？」

「私の、勘……」

　もしそうだとしたら、私は夏目さんとは付き合えない。頬に触れられたとき、イヤだと思ってしまった彼とは。

「そうだ」

「でも私、恋愛の経験が少なすぎて、そんな勘が働くとは思えません」

　私は素直な気持ちを吐き出した。

「経験なんて関係ないさ」

　すると、彼はそう言いながら白い歯を見せる。

　その穏やかな顔を見て、彼がビビッと来た人は、おそらく素敵な人なんだろうなと感じた。

「信じても、いいのかな？　私、そういう経験がないので、そんな曖昧な感情を信じて突き進んだら、相手の方に失礼じゃないかと不安で……」

『勘』なんていう不確かなもので、夏目さんに断りを入れても失礼にあたらないのだろうか。かといって、交際を受け入れるのもためらってしまうのが現実だ。

「英莉。相手のことより自分だよ？　自分が幸せにならないと、意味がないんだよ」

　一木さんの言葉に頭を殴られた気がした。彼の言う通りだ。

「そう、ですね」

　相手のことだけを考える恋なんて、苦しくなってしまうに違いない。

「それに、恋愛経験の少なさを気にしているみたいだけど……それは決してマイナスポイントなんかじゃない。それがイヤな男は、はなから相手にしなければいい。だって、そうだろ。その初々しさがお前の魅力でもあるんだ」

　私の、魅力？　そんなことを考えたこともなかった。しかも、足りないと思っていることを『魅力』と言ってもらえるとは思ってもみなかった。

　唖然として彼を見つめていると、彼は表情を緩め、再び箸を手にする。

「その、真面目なところもお前の魅力だ。英莉は自分を過小評価しすぎだよ」

　そう、なのかな……。

　あれだけ仕事のできる一木さんに言われると、そうかもしれないなんて自うぬ惚ぼれてしまう。

「なんだよ。俺の言うことに不服がある？」

　それでもまだ首を傾げている私に、彼は腕を組み不満顔。しかしその目は優しく、本気で言っているわけではなさそうだ。

「いえ、そんな……」

「ほら、食わないと遅くなる。アジは塩辛くないぞ」

　私をからかう彼は、クスッと笑ってから再びアジを口に運んだ。

　ちょっぴり元気が出た私も、それから急いで朝食を平らげた。




　今日の前場は比較的穏やかに過ぎていった。株価の上下動が少ない一日だ。

　そしてあっという間に昼休憩。私の担当になった出前の手配で中華の豪華なランチボックスが届いたけれど、案の定、一木さんの分がないことに佐橋さんが気づいて慌てる。

「蓮川さん、一木さんの注文取り忘れてない？」

「今日はいらないと……」

「え、そんなこと初めてだ」

　佐橋さんに手伝ってもらいランチボックスを配っていると、一木さんはポーカーフェイスのまま私の作った弁当をデスクに広げる。

「あれ、一木さん、弁当……」

　声を上げたのは津川さんだ。

「あぁ」

「誰に作ってもらったんですか？」

　津川さんの声に、桑田さんがビクッと反応した気がする。

「さぁな」

　私はバレないかドキドキしているのに、一木さんは表情ひとつ変えない。

「さぁなって……。いいなぁ、愛情たっぷりの弁当。うちのは朝早くて無理って言うんですよね」

　津川さんは結婚して三年。一歳になる男の子がいる。

「津川の奥さんは育児で大変なんだから、仕方ないだろ。お前だって新婚のときは弁当だったじゃないか」

「あれ、ということは、一木さんもそんな感じですか？」

　ふたりの会話を聞きながら、桑田さんが席を立ったのに気づき、鼓動が速まるのを感じる。やっぱり気にしているんじゃないだろうか。

「もう、うるさいな。いちいちプライベートを詮索するな」

　一木さんは津川さんを追い払おうとしたものの、津川さんは弁当箱の中身をじっと見ている。

「卵焼き、チーズ入りじゃないですか。うまそうだ」

「やらないぞ」

　すると、一木さんが子供のように弁当箱を隠す。

　そんな行動が、いつもの会社での彼の姿とはギャップがあって、意外だった。

「なんだ。前場でけっこう売り上げ出したのにな」

　津川さんは肩を落として自分のデスクに戻っていく。

　チーズ入りってバレちゃった。津川さんの声はフロア中に届いている。

　私はランチボックスを配り終え自分の席に戻ると、同じものだとバレないようにいち早く卵焼きを口に入れた。

　するとそのとき、桑田さんが戻ってきた。その表情は硬く、ニコリともしない。

「蓮川さん、毎日弁当って偉いよね。雑穀米、うまそうだね」

　私の横を通りがかった佐橋さんに指摘された瞬間、顔が青ざめる。

　おかずのことで頭がいっぱいで、ご飯のことまで気が回らなかった……。一木さんの弁当も雑穀米だ。

「あれ、一木さんもそうですよね」

　すかさず津川さんが突っ込むので、息が止まりそうになる。

　一木さん、なんて言うんだろう……と思ったけれど、彼は反応することなく黙々と弁当を口に運んでいた。

「一緒なの？　これは怪しいなぁ」

　佐橋さんが私を見てニタニタ笑う。

　一木さん、助けて、よ……。

「雑穀米はブームですし、よくありますよ。白米より栄養価は高いし、便秘や美肌に効果的だと言われています。それに、冷めてももちもちしていておいしいんですよ。私も友達に教えてもらってから、毎日雑穀米にしてるんです」

　なんとか言い訳をしたが、信じてくれただろうか。

「あれ、いつもより饒じょう舌ぜつじゃない？」

　しまった。しゃべりすぎた……。

「あっ、あの……美肌効果とかダイエット効果とか……そういうのって、女子は好きですから」

　必死になって笑顔を作ると、佐橋さんは納得してくれたようだ。

　再びご飯を口に入れチラッと一木さんのことを盗み見ると、彼は口元を押さえて笑っているように見えた。

　私が焦っているのを見て、楽しんでいるんだ。そもそもあなたが弁当を作れって言ったんだから！

　それから、なんとかごまかして昼食を終えることができた。

　桑田さんはあれから無表情だ。彼女からランチボックスのごみを回収したものの、視界にも入れてもらえなかった。

　弁当のことは別としても、一木さんのアシスタントとして働いていることが気に入らないのは、ここに来た初日からひしひしと伝わってきている。

「蓮川」

「はい」

「午後の仕事だ」

　彼から渡されたのは大量のコピーと、データ入力。そしてレポートチェックだった。後場が始まるとミーティングに入ってしまうことも多いので、いつもこうして一気に仕事を言いつけられる。

「それでは、コピー室行ってきます」

　私は大量の資料を持ち、コピー室に向かった。

「はぁ、けっこうあるな……」

　単にコピーするだけではなく、ソートコピーして一部ずつファイリングしなければならない。私はコピー機の設定をして早速作業に取りかかった。

「使ってる？」

　そのとき、うしろから声がして振り向くと、桑田さんが立っていた。

「あっ、コピー機使われますか？　少しだけ待ってください。すぐどけますから」

　そう言ったのに彼女はつかつかと歩み寄り、主電源をブチッと切ってしまう。

　これでは、どこからページが欠けているのかわからない。手作業で確認するしかない。

「待ってくださいって、どの口が言ってるのよ。あなたはここで一番下なの。私たちファンドマネージャーに口ごたえなんて許されないの！」

「すみません……」

　突然声を荒らげた彼女に驚きながら頭を下げる。

　すこぶる機嫌の悪い彼女は、一枚だけコピーをして去っていった。

「全部終わるまで待ってって言ってるわけじゃないのに……」

　でも桑田さんが一木さんの彼女なら、仕事とはいえ近くをうろちょろされるのはイヤなんだろうな……。そうすると、彼の家に居候していることなんて、絶対に許してもらえない。やっぱり、一木さんに桑田さんのことをきちんと聞くべきなんだろうか。

　それにしても、いつ仲直りするつもりなんだろう。

　ようやく大量のコピーが終わり、ファイリングするためにデスクに持って帰ると、夏目さんが顔を出した。営業の人がこうして来るのは珍しくはないが、昨日のことがあったので、ソワソワしてしまう。

「蓮川さん」

　てっきりファンドマネージャーを訪ねてきたとばかり思ったのに、彼は私の名前を口にした。

「はい。なんでしょう」

「ダイオー電機の社長が、接待にぜひ蓮川さんをって希望されてるんだけど、来てくれないかな」

　あの社長が？

「いえ、私は……」

　私はただの雑用で、本当は一木さんの秘書ですらない。そんな立場の私が行っても、なんの役にも立たない。

「社長、蓮川さんのこと気に入ってるんだよ。俺を助けると思って。お願い」

　彼は顔の前で手を合わせる。

　そんなこと言ったって……正直、あの社長とは二度と会いたくない。

「夏目」

　私が困っていると、電話の終わった一木さんがやってきた。

「俺の部下になんの用だ」

「蓮川さんにダイオーの接待に同行してもらいたくて、お願いに」

「接待なら俺が行く」

「いえ、社長が蓮川さんをご希望で……」

　夏目さんが伝えると、一木さんの眉が吊り上がった。

「蓮川はコンパニオンじゃない」

「それはわかってますけど……」

「蓮川の力で顔をつなぐな。無能な営業だ」

　一木さんが放った言葉に、周りの皆が凍りつく。

　そんなにはっきりと……。

「す、少しくらい営業に協力してくれてもいいじゃないですか」

　夏目さんは一木さんの剣幕に気け圧おされたのか、おどおどしだした。

「接待に女の力を使うのは、正当な協力なのか？」

「それは……」

「今後、蓮川に近づくな。全部俺を通せ。蓮川は俺の指示でしか動かないと思え」

　厳しい言葉を放った一木さんは、再びデスクに戻り仕事を始めた。

「チッ、堅物」

　夏目さんは小声でつぶやく。

　この瞬間、私はこの人とは付き合えないと悟った。一木さんを悪く言う人は信じられない。

「一木さんは私の尊敬する上司です」

　私がダイオー電機の社長の前で言ったことをもう一度口にすると、夏目さんは驚き口をあんぐり開ける。

「接待に同行はできません。私は一木さんの指示にのみ従います」

　ついムキになってしまった。でも、後悔はしていない。

「そ、そう。わかったよ」

　夏目さんは驚いたまま、フロアを出ていった。

　私は自分の気持ちを落ち着けるために大きく深呼吸してから、大量のホチキス留めと格闘し始めた。

「これもお願い」

　その作業が終わりに近づいた頃、桑田さんがやってきて書類を差し出す。

　桑田さんのチームを一木さんが引き継いでいるので、その事務は引き受けるようになっていたが、津川さんのチームは基本、佐橋さんが担当している。

「わかりました」

　さっき『口ごたえなんて許されない』と言われたばかりの私は、首をひねりながらも引き受けた。

「桑田。それは自分でやれ。蓮川は手が足りないところを手伝わせている」

　しかし、一木さんが口を挟む。

　それじゃあまるで自分でできるのに私に押しつけたみたい。さすがにそれは言いすぎでは？と思っていると、今度は津川さんが口を開いた。

「桑田。お前は今、リーダー業務から外れているのだから、それは当然お前の仕事だ。皆、自分でやっているぞ」

　津川さんまでそんなことを言うとは驚いた。

　津川さんは一木さんが社長になったらここを背負う人だと聞いている。いわゆる一木イズムの継承者だ。その彼が同じことを言うということは、株式運用部の暗黙の了解なのかもしれない。

　でも、今の桑田さんにはきついひと言だった。

「すみま、せん」

　桑田さんはあきらかに怒った様子でふてぶてしく謝罪を口にする。そして私をにらみつけてからデスクに戻った。

　そのあと、一木さんに指示されていた仕事をすべてこなすと、狙ったかのように定時直前だった。もしかして、この時間すら計算して仕事を振ってくれているのではないかとさえ思ってしまう。

「お先に失礼します」

　リーダー数人でなにか話し始めた一木さんが、私にチラッと視線を送ってくれたので小さく会釈してからフロアを出た。

「待って」

　エレベーターホールまで行くと桑田さんが追いかけてくる。

「なにか？」

「話があるの。二階のカフェに行かない？」

　プレジールに？

　なんだかイヤな予感しかしないが、私はうなずいた。

　久しぶりのプレジールは、家に帰ってきたような安心感がある。それはまだグローバルアセットマネジメントの仕事をすっかり覚えたわけではないからだ。

「あっ、英莉」

　レジ横で作業をしていたあゆみがすぐに私に気づいて声をかけてくれた。

「あゆみ、元気そうだね」

「うん。英莉、そういう服も似合ってるじゃん」

　今日は白いシャツとボルドーのフレアスカートの組み合わせ。どちらも一木さんに買ってもらったものだ。

「ありがと」

「今日はなににする？」

　あゆみは桑田さんの存在に気がつき、話を切り上げてくれた。

「カフェモカを」

　桑田さんはブラックコーヒーを注文して、窓際の席についた。

　ここは注文を済ませると、席まで運んでくれる。

「蓮川さん、そういえばここの人だったわよね」

　桑田さんは席につくなり薄ら笑いを浮かべる。

　あきらかにバカにしているその姿を、あゆみには絶対に見せたくない。

「はい。いろんな勉強をさせていただきました」

　接客業は、とんでもない言いがかりをつけられることもある。そもそも、それから助けてもらったのが一木さんと私の出会いだ。

　店内に入る前からイライラしているお客さまのとばっちりを受けることも多かったし、人をさげすむことを趣味のようにしていて、私たちをなじる人もいた。そうしたお客さまにあたってしまうと、へこむこともあれば、ため息をつきたくなることもあった。

　それでも私たちは、心を込めて接客することだけは忘れないように心がけていた。

「あっ、そう」

　そんな話には興味がないという様子で、彼女は窓の外を眺める。

　すると、あゆみがコーヒーとカフェモカを持ってきてくれた。

「ありがとう」

　私がお礼を言うと、「ごゆっくりおくつろぎください」ときちんと挨拶をした彼女は戻っていく。

　早速熱いコーヒーに口をつけた桑田さんは、私をじっと見つめて口を開いた。

「あなた、一木さんとどういう関係？」

　やっぱり、その話か……。

「一木さんは私の上司です」

「そんなことはわかっているわ」

　彼女は呆れた様子で「はー」と息を吐き出す。

「一木さんは……私を前向きにしてくださる方です」

　私は彼の家政婦でしかないけれど、一緒に過ごしているうちに、いろんなことを教えられた。

　私にもいいところがあること。今の生き方が間違ってはいないこと。誰かを信じることで強くなれること。そして……私にも恋ができるかもしれないこと。

「彼のなにを知っているというの？」

　彼女がドンと乱暴にコーヒーをテーブルに置くので、少し中身がこぼれてしまった。

「いえ、なにも……」

　とっさにそう答えてしまったが、『なにも』というのは嘘だ。

　彼が誰よりも努力していることを私は知っている。それに、厳しいけれど本当はとびきり優しいことも。

「彼がどうしてあなたを拾ったのかは知らないわ。でも、あなたはうちの会社ではただの雑草なの。所詮、花咲くことはない。身の程を知りなさい」

　桑田さんの目は鋭く尖り、私を突き刺す。

　以前の私なら、こんな言葉を浴びせられたら、ただ傷ついて泣いたかもしれない。だけど……一木さんは私のいいところをたくさん探してくれた。私にだって、咲ける場所はある。

「身の程はわきまえているつもりです。私は株の知識なんてまったくありません。勉強も始めてみましたが、難しくて……。それでも、私にもできることがあります。だから一木さんは私を雇ってくださいました」

　私が反撃してくるとは思っていなかったのか、彼女は唖然として私を見つめている。

「コピーも桑田さんにとっては価値のない仕事でしょう。ですが、一枚でも抜けていては困ります。機械にも頼りますが、最終的には自分の目ですべてがそろっているかチェックしています」

　今日のコピーも、ページが抜けていないかすべて見直した。その作業を含めて定時に終えたので、一木さんも私がそうすることをわかっていたのではないかと思っている。

「私が今している仕事は、桑田さんの仕事のように直接的にお金を生み出すわけではありません。だけど、お客さまの信用を得ることはできます」

「そんなの思い上がりよ。最終的に顧客の信頼を得るのは営業であり、私たちの正しい判断よ」

　桑田さんも一歩も引かない。

「もちろん、そうです。でも、レポートが間違いだらけの会社に、大切なお金を預けようと思うでしょうか。私は、一木さんたちが必死の思いで積み上げた信頼を崩さなくて済むように、お手伝いできればと思っています」

　優秀な人たちに囲まれて、コンプレックスを感じないと言ったら嘘になる。しかし、できないとふてくされていてもなにも生み出すことはできない。

「生意気なのよ！　私がどれだけ苦労して……」

　桑田さんはそこまで言うと、唇を噛みしめ私をにらみつける。

「どれだけ苦労して淳也を……」

　そして……ひとりごとのようにそうつぶやいた彼女は、ガタンと音を立てて立ち上がり、出ていってしまった。

「淳也、か……」

　やっぱりふたりはそういう関係なのだろう。

　だけど私がグローバルアセットマネジメントに就職した頃からその関係がうまくいかなくなり、一木さんが目をかけてくれる私のことが気に食わなくなった。そう考えれば自然だ。

　だって、一木さんは彼女がいるのに自分の部屋に他の女を住まわせたりするような人じゃない。たとえあのとき、私が住むところがなくて困っていたとしても、家政婦が欲しかったとしても……そんなことをするわけが、ない。

「英莉」

　そんなことを考えていると、あゆみがやってきて、心なしか顔をゆがめる。

「あっ、あゆみ。もう上がり？」

「うん。なんか元気ないね。さっきの人、怒ってたみたいだけど……」

　あゆみにバッチリ見られていたらしい。

「会社の先輩なの。私がドジばかりするから」

　彼女に心配させたくなくて、ちょっと茶化すように言った。

　やっぱり私は生意気なんだろうな。経済について勉強すらしたことがなかった私が、こんな一流会社に突然就職できて、なおかつ一流の人たちの中で過ごさせてもらっている。

　だからといって自分がすごいとは思わないし、毎日が勉強だ。とはいえ、私にだってちっぽけなプライドはあったのに……それすら本当は主張してはいけないのかもしれない。

「まさか、英莉が。英莉はここの仕事だって完璧だったじゃん。バイトなのに社員より手際がよくて接客だって素晴らしいって店長がいつも言ってた。だから、上の会社の人に認められたんだよ」

　あゆみは興奮気味に話す。

「ありがと、あゆみ。へこんでる暇があったら、努力だね」

　彼女と話せてよかった。元気が出た。

「またカフェモカ飲みにおいでよ。英莉は根こん詰めちゃうところがあるから心配」

「うん。プレジールのカフェモカはやっぱ最高」

　焦らず、じっくりだ。

　桑田さんは私の仕事に対して怒っているわけじゃない。私はコツコツと一木さんの下で働くだけ。

　あゆみのおかげで気持ちの整理がついた私は、それから帰って一木さんのために食事を作った。洗濯ものも畳み、掃除機もかけ、お風呂もピカピカに磨く。

　仕事が終わってからなので、全部頑張らなくていいと言われている。でも今日はやりたかった。自分は家政婦なのだと、自分に言い聞かせたかったのだ。

　ただ、それがどうしてなのか……よくわからなかった。










大好きな人の熱い唇




　それから三日。いつものように定時を少し越えたところで仕事を終えて帰ろうとフロアを出ると、一木さんのうしろ姿を見つけた。

　今日彼は、大きな投資先である不動産会社の本社に訪問していた。経営状況を自分の目で確かめ、今後の参考にするためだ。どうやら、そこから帰ってきたようだ。

　しかし、彼は株式運用部とは反対方向へと足を進め、あまり使わない階段へと入っていく。

　夕飯はなにがいいか聞けないかなと思ったんだけど……。

　そんな軽い気持ちで彼のあとを追いかけると、「淳也」という桑田さんの声が聞こえてきて足が止まった。

　廊下からこっそり覗くと、ひとつ階段を下りた踊り場で、一木さんと桑田さんが向き合い話をしている。

　こんな人ひと気けのないところで、なんだろう……。仕事の話ではなさそうだ。

「話ってなんだ」

「なに怒ってるの？　少しくらい私の話を聞いてくれたっていいでしょ？」

　桑田さんが詰め寄ると、一木さんは眉をひそめる。

「早くしてくれ。まだ仕事が残ってるんだ」

「それじゃあ、仕事のあとに時間ちょうだいよ」

　やっぱり、上司と部下の会話ではない。桑田さんは仕事中、一木さんには敬語だ。

「もう聞く話はないだろ。何度も言ったはずだ。俺は正まさ幸ゆきの友達だ」

　正幸って誰だろう。株式運用部にはそんな名前の人はいないけど……学生時代の友人だろうか。だけど、その人がどうしたの？

「わかってる。私だってちゃんと考えたの。でも……」

「それ以上言うな」

　緊迫した空気が漂い、ふたりに視線が釘付けになる。盗み聞きなんてしてはいけないと思うのに、動けない。

　一木さんは桑田さんをたしなめると、話は終わったと言わんばかりに階段を上がろうとした。すると……。

「私をここに引っ張ってくれたのは、受け入れてくれたってことでしょう？」

　苦しげな顔をした桑田さんは彼の腕を引き、あっという間に唇を重ねる。

　その決定的瞬間を見てしまった私は、頭が真っ白になりながらも、慌ててその場を離れた。

　そして走って走って……エレベーターに乗り込み、ビルを飛び出す。

　それからどこをどう歩いたのか、まったく覚えていない。気がつくと、見知らぬ景色が目に飛び込んできて慌てた。

「ここ、どこ？」

　いや、それより……。

『受け入れてくれた』って……やっぱりふたりはそういう関係なんだ。

　彼女は別の会社から転職してきたと聞いた。一木さんが引っ張ってきた、と。

　桑田さんが一木さんの彼女なら、それもありうる。いや、彼女はそうでなくても優秀な人だ。だから実力でもここに来られたかもしれない。だけど、きっかけは間違いなく、個人的な付き合いだ。

　私……どうしてこんなに動揺しているのだろう。そもそもふたりの仲は疑っていたのだし、桑田さんにもけん制された。事実を目の当たりにしただけで、今さらなことなのに。

　あれ……どうして涙が出るんだろう。どうして、心がこんなに痛いの？

「私……」

　もう無理だ。必死に蓋をしてきた感情が、決壊した堤防から水が一気に噴き出すかのように、みるみるうちにあふれ出してきて止まらない。

「一木さんが、好き」

　声に出してしまうとますます自分の気持ちが鮮明になり、胸が苦しくなった。

　近くにあった公園のベンチに座り、何度も深呼吸を繰り返す。

　でも、ふたりがキスを交わした光景がフラッシュバックしてきて消えてくれない。

　あのキスは一木さんからしたんじゃない。だけど……もやもやした気持ちがまったく収まらない。

「一木さん……」

　もう家政婦ではいられないよ。

　それでも、私の帰る家はあそこしかない。

　気持ちを落ち着けた私は、近くに駅を見つけて電車に乗り込み、家へと向かった。

　泣いていたせいで買いものに行く時間がなく、冷蔵庫にあるものでカレーを作る。前にカレーを作ったとき、彼はとてもおいしそうに食べてくれて、ご飯が足りなくなったくらいだ。

　野菜を切り手を動かしているときは、余計なことを考えなくて済む。けれども、煮込みが始まりやることがなくなってしまうと、涙をこらえきれなくなってしまった。

「ただいま」

「お帰りなさい」

　ギリギリ泣きやむことができた私は、必死に口角を上げる。

　すると彼はすぐに寝室に行ってしまった。

　よかった。泣いていたことはバレていない。

　カレーを温め直していると、「英莉」と私の名を口にしながら着替えを済ませた彼が近づいてくる。そして……「いい匂いだな」と言いながら私の腰を抱く。

「な、なにしてるんですか？」

「レッスン。最近忙しくてさぼってたから」

　彼は腰に回した手に力を込め、自分のほうに引き寄せた。

「あはは。やっぱりレッスンが足りないな。体がカチカチだ。……英莉、どうかしたのか？」

　笑みを浮かべていたはずの彼は、唇を噛みしめうつむく私の様子が変だと気づいたのか、声色を変え、顔を覗き込んでくる。

「いえ……」

「『いえ』って、顔が険しいじゃないか」

　一木さんは私の両肩に手を置き、真剣な眼差しを向ける。

　しかし問い詰められても、桑田さんとのキスがショックだったなんて、決して言えない。

「英莉、どうしたんだ？」

　彼はすこぶる優しく聞いてくれるが、私は首を振った。

「レッスンは終わりにしてください」

　搾り出すように発した私の言葉に、彼はひどく驚いた様子だ。

「もう、私に構わないで」

　勝手に涙がこぼれていく。せっかく泣きやんだのに、無意識に。

「英莉、ごめん。今までずっとイヤだったのか？」

　そうじゃない。戸惑いがなかったと言えば嘘になる。むしろ毎日戸惑いばかりだった。けれど、彼に抱きしめられると温かくて、うれしくて……。すごく幸せだった。それはきっと、出会った頃から彼のことが好きだったからだ。

　だからこそ、いい加減な気持ちで触れてほしくない。私は、真剣だから。

　涙を拭えば拭うほどあふれてくる。

　私は一木さんの手を振り払い、自分の部屋に駆け込んだ。そしてそれからベッドに突っ伏してしばらく泣き続けた。

　私……手の届かない人を好きになってしまった。

　彼は、グローバルアセットマネジメントという大きな会社を、近い将来背負う人。そんな人の隣が、私でいいわけがない。桑田さんのように〝できる人〟がそばで支えるべきだ。もし桑田さんと彼がうまくいかなくなったとしても、私がその空いたイスに座ることは絶対にない。

「英莉」

　それからどれくらい経っただろう。ドア越しに彼の声がした。

「すまなかった。恋愛レッスンなんて言いながら、本当は俺自身が癒されていたんだ」

　えっ？　どういうこと？

　彼がなにを言っているのか理解できず、呆然とする。

「お前を抱きしめている間は、なにもかも忘れて心が穏やかになれた。お前に触れているだけで、力がみなぎってきた。お前に……」

　彼は言葉を濁す。それからすぐに、「ドン」と壁を叩く音が聞こえてきた。

「俺、最低だな。夏目のことをあんなふうに言ったくせして。本当にすまない」

　そんなに謝らなくても……。私が勝手に傷ついただけ。

「英莉。俺……」

　一木さんの声が心なしか震えているのに気づき、彼の声が聞こえてくるドアをじっと見つめてしまう。

「英莉のことが好き、なんだ」

「えっ……」

　今、なんて言ったの？

　ドクドクと暴れだした鼓動のせいで、呼吸まで荒くなってしまう。

「レッスンなんて言いながら、お前を抱きしめられるのがうれしくてたまらなかった。だけど、英莉がそんなにイヤだったとは知らなくて……これじゃあただのセクハラだ。本当に、すまな――」

「一木さん」

　私はドアまで歩み寄り、ドアを開けることなく口を開いた。

　私はなにを言おうとしたのだろう。わからなかったけれど、彼にこれ以上謝らせたくなくて遮った。

　だって私も、彼に抱きしめられて本当はうれしくて……幸せだったんだもの。

「英莉？」

「もう、謝らないでください」

　なんと言ったらいいのかわからず、それだけ伝える。

「いや。本当にすまない。でも、英莉を好きな気持ちだけは信じてほしい。俺は……」

　それなのに、彼はもう一度謝罪の言葉を繰り返す。

　その瞬間、気づけばドアを開けていた。

「英莉……」

　一木さんは驚いた様子で目を見開いている。

「それならどうして……」

　緊張で手に妙な汗をかいているのがわかる。聞きたいのに、聞きたくない。相反する気持ちが心の中でせめぎ合い、胸が苦しい。

「どうした？　聞きたいことがあるなら、なんでも聞いてくれ」

　彼は迷いのない視線を私に向ける。

　もうこらえきれなかった。大好きな人から愛の告白をされ、気持ちを隠しておくなんてこと、私にはできない。

「それならどうして、桑田さんとキス、なんて……」

　唇を噛みしめ、涙をこらえる。彼の返事を聞くのが怖くてたまらない。

「見てたのか？」

　私がうなずくと、目を丸くしていた彼は、苦しげな表情に変化した。

「そっか……」

　心なしか肩を落とした彼は、眉根を寄せて続ける。

「あれは正直、俺も驚いた。ただ、信じてほしい。桑田と付き合ったことはないし、好きだという感情を持ったこともない。それに……英莉に出会ったあの日から、俺の目には英莉しか映らなくなった。英莉以外のものはなにもいらないと思うほどに」

　彼の熱い告白が胸の中になだれ込んでくる。

「俺のためになりふり構わず自分を犠牲にしてくれた英莉に、すぐに惹かれた。ここで一緒に暮らし始めて、ますます好きになった。手放したくなくて、近づきたくて、必死だった」

　それじゃあ、最初から？　彼は以前『出会った瞬間に恋に落ちることもある』と私に言ったけど、それってもしかして私のことだったの？

「桑田さんとは本当になにも――」

「ない」

　きっぱりと断言する彼が視線を逸らそうとしないので、それが真実なんだと伝わってくる。

「けど俺、完全に調子に乗ってたな。一方的な気持ちばかり押しつけて。英莉の反応が初々しくて、本当にかわいかったんだ」

　彼の苦しそうな顔を見ていられない。

「私の気持ちは聞いてくれないんですか？」

　私が言うと、彼は唖然としている。

「英莉の、気持ち？」

　私は大きく息を吸ってから彼の目をじっと見つめる。

　どうか届いて。

「私……一木さんが、好き、です。だから、勝手に終わらせない……あっ」

　思わず声を上げてしまったのは、彼が私を強い力で引き寄せ、抱きしめたからだ。

「英莉……本当か？」

　耳元でつぶやく彼の声が、仕事のときとは違いどこか弱々しく感じる。

　彼の腕の中でコクンとうなずくと、いっそう強い力で抱き寄せられた。

　桑田さんとのキスに、彼の気持ちが少しも入っていなかったのだとしたら、それでいい。もちろん、ちょっぴり妬ける。だけど、彼の気持ちが私に向いてくれているのなら、もう十分だ。

「大切にする。英莉だけを愛すると誓うよ」

　大好きな一木さんが私に愛を囁いているなんて、信じられない。胸がいっぱいで、頭がうまく働かない。

「英莉」

　やっと腕の力を緩めた彼は、優しい声で私の名を口にして顔を覗き込む。彼の熱い視線が私をじわじわと焦がしていく。

「愛してる。ずっと俺の隣にいてくれ」

　そう吐き出した彼は、ゆっくりと顔を近づけてきて、唇をふさいだ。

　唇を解放した一木さんは、目を細め、私を愛おしそうに見つめる。

「離さないから」

　そう耳元で囁き、私をもう一度抱きしめる。

　どうしよう。幸せすぎておかしくなりそうだ。

　しばらくして離れた彼は「カレーいただいてもいい？」と照れくさそうに口にする。

「はい」

　そして私たちは、今までで一番幸せな夕食をともにした。

「英莉、お先に。入っておいで」

　先に風呂に入った彼が、髪から水滴を滴らせている姿を見るだけで、胸が苦しくなるなんて、私、変かも。

　一木さんと気持ちが通じ合ってから、彼の一挙手一投足が気になってしまい、ちょっとしたことでドキッとしてしまう。

「は、はい」

　彼と交代で浴室に向かおうとすると、「待って」と不意に腕をつかまれ、息が止まった。

「まつげ、ついてる」

　彼は私の頬に手を伸ばしてまつげを取ってくれた。ただそれだけ。今までの恋愛レッスンよりずっと接触が少ないのに、視線を合わせられなくなる。

「取れた。温まっておいで」

「はい」

　私は一木さんの目を見られないまま、浴室に飛び込んだ。

「ふぅー」

　湯船に浸かりながら、大きく深く息を吐き出す。

　好きな人とひとつ屋根の下にいるって……こんなに緊張するんだ。いや、今までも一緒にいたけど、まさか彼が私を恋愛対象として見てくれているなんて思いもよらなかったので、落ち着いていられた。

「あー、もう」

　こんなことなら、もっとおしとやかにしておけばよかった。なんて考えたものの、『一緒に暮らし始めて、ますます好きになった』と言ってくれたのだから、このままでよかったのかな？とも考え直す。

　風呂から上がり、念入りにお肌の手入れをしてしまうのは、彼にきれいな姿を見てもらいたいから。今さらすっぴんが恥ずかしいとは言わないけど、ちょっとでもかわいいと思ってもらいたいという悪あがきだった。

「お風呂、ありがとうございました」

　リビングに顔を出すと、仕事に関する本を手に取っていることの多い彼が、ソファでボーッとして視線をさまよわせている。

「あの、お疲れですか？　それなら早くおやすみ……キャッ」

　彼の近くまで行き声をかけると、腕を引かれて彼の膝の上に横向きに乗せられてしまった。

「いい匂いだな」

　一木さんは私の髪をひと束手に取り、そんなことを漏らす。

「い、一木さんも同じシャンプーじゃないですか」

「うん。好きな女が自分と同じ香りを纏っているなんて、たまらない。髪だけじゃなくて……」

　彼は首元にかかっていた髪をよける。

「ここも同じ匂いだ」

　そしてあらわになった首筋に、熱い唇を押しつける。

「んっ……」

　ヤダ。変な声が出てしまった。

　慌てて口を押さえると、彼はニヤリと笑い私の腰に回した手に力を込める。

「かわいいな」

「そ、そんなことは……」

　さっき、彼にもっとかわいいと感じてもらいたいと思ったばかりなのに、こうして言葉で言われると、頬が赤らんでいく。

「英莉。レッスン、先に進んでもいい？」

「えっ、あのっ……」

　それって……つまり、そういうこと？

「ただし、これからのレッスンは男に慣れるためじゃない。俺だけの女になるレッスンな」

　いつもより低いトーンの声が私の心を揺さぶってくる。

　彼だけの、女？

「もちろん俺は、英莉だけの男だ」

　じわじわと幸せが込み上げてくる。

　恥ずかしくてたまらないのに、彼ともっとくっつきたい。彼の体温を感じていたい。

　私は彼の首のうしろに手を回し、ギュッと抱きついた。

　すると彼はヒョイッと私を抱き上げ、寝室に向かう。

　どうしよう。心臓が口から飛び出しそうだ。

　大きなベッドに私を下ろした一木さんは、私の顔の横に両手をついて、じっと私を見下ろす。

「怖い？」

　怖い、のかな。この胸の高鳴りは、怖いからなのかな？

「わかりま、せん」

　正直に答えると、彼はクスッと笑う。

「それじゃあ、こうされるとイヤ？」

　一木さんは次に私の頬に手を伸ばし、優しく触れた。

「いえ」

　少しもイヤじゃない。むしろもっと触れてほしい。

「それじゃあ、これは？」

　そう言った彼は、顔を近づけてきて唇を重ねる。

「ん……」

　それからは返事なんてできなくなった。

　ゆっくりと唇をこじ開けてきた彼の舌が、私の口内でうごめき、大きな手が私の手を強く握り離してくれない。

　しばらくして解放されたときには、ふたりとも息が上がってしまっていた。

「俺、全然余裕ないな……」

　彼はそう言いながら、私から離れていく。

　私はそれが寂しくて、彼の腕をつかんでいた。

「英莉？　無理しなくていいんだ。お前の気持ちが追いつくまで、待ってるから」

　一木さんは驚いたような顔をして、優しい言葉をかけてくれる。

　だけど私も、彼と結ばれたい。

「私を……一木さんだけのものにして」

　最後は声が小さくなってしまった。それでも彼の耳には届いたらしく、彼は目を見開き私を見つめる。

「こんな煽あおり方、いつ覚えたんだよ」

　彼はそう言いながら、私の額に優しいキスを降らせる。次は頬に。そしてまぶたに。最後に耳たぶを甘噛みすると、「愛おしくてたまらない」と囁き、もう一度唇を覆った。

「あっ……」

　あっという間にパジャマをはだけられ、彼の大きな手が素肌を滑りだすと、声が漏れてしまう。

「もっと聞かせて」

　すると……艶っぽい声で囁いた彼は、私の胸の先端を吸い上げた。

「あんっ」

「そう、その調子」

『余裕ない』なんて絶対に嘘だ。一木さんは私の反応を確かめながら、レッスンしてくる。

　彼は甘いため息をつきながら、私の全身に舌を這はわせる。

「あぁっ……イヤッ」

　彼に与えられる快楽が強すぎて、全身が震える。

「そのまま、もっと俺を感じて。俺の愛を、受け止めて」

　呼吸が浅くなり、なにも考えられなくなる。

　そして彼の熱に浮かされ、全身がトロトロに溶けた頃、私たちはようやくひとつになった。

「んんっ……」

　初めての感覚に、なにがなんだかわからなくなる。

「愛してるよ」

　けれど、彼の優しいキスと感情のこもった愛の囁きのおかげで、心が幸せで満たされていく。

　それからは、鈍い痛みと愛する人に抱かれているという喜びが交錯する中、ただひたすらに彼にしがみつき、甘い声を上げていた。

「一木さん、あぁっ」

「英莉。名前呼んで」

「んっ、あぁっ……淳也、さん」

「英莉。英莉……」

　彼は何度も腰を打ちつけ、やがて果てた。荒ぶる息を隠そうともせず、私を強く抱きしめる。

「大丈夫か。つらかっただろ？」

　ううん。幸せだった。そりぁ、ちょっぴり痛かったけど、好きな人と肌と肌を重ね合うということが、こんなに心地いいものだとは知らなかった。

　私が首を振ると、彼はもう一度唇を重ねた。

「なぁ、英莉」

「はい」

「俺、今まで会社を継いで育てないとって必死すぎて、息が詰まりそうだった」

　なんだか、わかる気がする。会社では少しも気を抜けないし、家に帰ってきてからも、私が転がり込むまでは仕事ばかりしていたのだろう。それは彼の責任感からくるもので、決して悪いわけではないけれど、『息が詰まりそう』というのはやりすぎだ。

「けど、英莉が来て冷静になれた。もちろん、これからも会社を導ける男でいたいとは思ってる。でも、心が満たされていないと幸せじゃないとわかった」

　私が仕事をセーブするように言うまでは、心が満たされていなかったということだろうか。

「今は、幸せですか？」

「そうだな。これ以上の幸せを求めたら、バチが当たる」

　淳也さんは照れくさそうに微笑み、じっと私を見つめる。

「だけど、英莉のことは俺がもっと幸せにする」

「……はい」

　きっと彼の言葉に嘘はない。彼と一緒なら、幸せになれる。

「今日はちょっと頑張りすぎたな」

　な、なに言ってるの？

　彼の発言に唖然としていると、クスクス笑われてしまった。

「英莉が悪いんだからな。お前が俺を夢中にさせるから悪い」

「どうして私？」

「どうしても」

　白い歯を見せる彼は、会社にいるときとはまるで違う穏やかな表情で、私の髪を優しく梳いた。










王子さまの動揺




　それから一カ月があっという間に過ぎた。

　家政婦から恋人に昇格したあとの淳也さんとの同居は、ドキドキハラハラすることばかり。だって、彼は会社でのクールな姿からは想像がつかないくらい甘く、いつも私に触れていたがり、不意打ちのキスなんて日常茶飯事だったからだ。

　だけど、愛されていると感じられて幸せだった。それなのに……。

「淳也」

　給湯室でコーヒーを淹れていると、淳也さんの名前を呼ぶ女性の声が廊下から聞こえてきて手が止まる。桑田さんだ。

「仕事中だ」

　淳也さんがたしなめてくれたのでホッとした。

「はー、相変わらずね。ねぇ、今日、ちょっと夕食付き合って」

「悪いが……」

「付き合って」

　桑田さんの声色が突然変わった。しかも、有無を言わせぬような言い方をする。

「……わかった」

　えっ……承諾、したの？

　桑田さんに恋愛感情はないと言い切った彼が、個人的な食事に付き合う必要なんてないでしょう？

「淳也、私、あなたがいないと――」

「急ぎの電話があるんだ」

　淳也さんは桑田さんの言葉を遮り、離れていったようだ。足音が遠ざかった。

　私はコーヒーフィルターを手にしたまま、呆然と立ち尽くしていた。

　淳也さんを信じたい。でも、私が彼女とのキスを見てショックを受けたと知っているはずの彼が、桑田さんの申し出を拒否しなかったという衝撃で、動くことすらできない。

「どうして……」

　淳也さんは私だけを愛すると言ってくれたのに。

　私はそれからしばらく、フロアに戻ることができなかった。

　その日、もやもやした気持ちを抱えたまま会社を出ると、すぐに淳也さんから電話がかかってきた。

「もしもし」

　少し緊張しながら応対する。

『英莉、悪い。急に接待が入って、夕飯いらなくなった。遅くなるかもしれないから、先に寝ててもいいぞ』

　接待って……。桑田さんと食事でしょ？

「わかり、ました」

『それじゃ』

　どうして平気で嘘をつけるの？

　切れた電話を見ながら、込み上げてくる不安を抑えることができなくなる。

　やっぱり、私より桑田さんなの？

　彼と結ばれてから幸せの絶頂を味わっていたのに、一気に地獄に突き落とされた気分だった。

　淳也さんはなかなか帰ってこなかった。

　食事は喉を通らず、ベッドに入ってもソワソワするだけで、眠ることができない。最近は淳也さんの寝室で一緒に寝ていたのに、彼の香りが残るベッドがつらすぎて、自分の部屋に戻った。

　――カチャッ。

　玄関の鍵が開いた音がしたのは、もう午前〇時を回った頃だった。

　こんな時間まで、なにをしていたの？　食事に行っただけなら、もっと早く帰ってこられたでしょ？

　心の中で彼を責めながら、無意識に布団をギュッと握りしめてしまう。

　それから彼がシャワーを浴びる気配がする。しばらくすると、今度は私の部屋のドアが開いたので、慌てて寝たふりをした。

「こっちで寝たのか……」

　淳也さんはベッドの近くまでやってきて、私の頭にそっと触れる。

　いつもと変わらない優しい触れ方なのに、今日はそれがイヤでたまらない。

　その手で桑田さんにも触れたの？

「おやすみ」

　アルコールの匂いを漂わせた彼は、そう言い残して出ていってしまった。




　翌朝の目覚めは最悪だった。ほとんど眠れなかった上、余計なことを考えすぎたせいか、頭が痛い。

　それでも重い体を引きずるようにしてキッチンに向かい、朝食を作り始めると、淳也さんが起きてきた。

「おはよ、英莉」

　普段通りの優しい声が聞こえたあと、うしろからフワッと抱き寄せられる。

　やめて……。

「包丁使ってて危ないですから」

「あぁ、ごめん」

　彼が素直に離れてくれて、ホッとした。もしキスされそうになったら、拒否してしまいそうだったからだ。

「昨日は遅くなってごめんな。引きとめられちまって……」

『誰に？』と聞きたいのに、怖くて聞けない。

「いえ」

「俺がいなくても、ベッド使っていいんだぞ。あっちのほうが広いだろ？」

「はい」

　桑田さんの顔がちらついて、素っ気ない返事しかできない。

「英莉。調子でも悪い？」

「そんなことないです」

　心の調子は最悪だったが、私は彼に背を向けたままそう口にした。

　朝食の間、淳也さんの話に相あい槌づちを打つことしかできなかったからか、彼が不意に私の額に手を伸ばしてきた。

「熱はない」

「大丈夫ですから」

「そっか。無理するなよ」

　どうしよう。いつもは触れられるとうれしいのに、今はこれ以上距離を縮めたくない。

　どうして、嘘なんてつくの？

　苦しい気持ちを抱えたまま、ふたりで家を出た。

　それでも出勤してしまえば、いつも通り。上司と部下の顔はできる。

「リーダー、会議室へ」

　そして、毎日変わることのない光景。桑田さんはいまだリーダーに復帰できず、立ち上がることはない。

　ふと彼女を見つめていると視線が合ってしまい、慌てて逸らした。

　一木さんたちがミーティングから戻ってくると、コピーを頼まれコピー室に向かう。それからしばらくして、桑田さんもやってきた。

「またあなた？」

　彼女はあからさまに顔をしかめる。

「コピーですか？　今すぐ変わります」

　この前のこともある。私はすぐに停止ボタンを押して、譲った。

　彼女は一枚だけコピーをセットして、再び口を開く。

「ねぇ、蓮川さんって、淳也を狙ってるの？」

　その声に凍りつき、目が泳ぐ。

「無駄よ。あの人、あなたみたいな子の手に負えないわよ」

　それ、どういう意味？

「私は、なにも……」

「そう。それならいいわ。知ってると思うけど、淳也は近い将来この会社を背負う人よ。前社長の奥さまは一流のトレーダーだったの。だから彼の妻になる人も、彼の仕事を理解できる優秀な女性をって期待されてるみたいね」

　彼女はコピーした書類を手にして、勝ち誇ったような顔をしたまま出ていった。

　前社長の奥さまということは、一木さんのお母さまということだ。桑田さんはつまり……『私には可能性があるけど、あなたにないわ』と言いたかったのだろう。

「はー」

　一生懸命彼女のことは考えまいとしているのに、あっちから仕掛けられるとつらい。しかし、どうすることもできない。

「コピー、コピー」

　自分の気持ちを切り替えるためにわざと口に出しながら、再びコピーの作業に入った。

　コピーした書類のファイリングが終わった頃、前場が終了した。

　席を立ちトイレに行こうとすると、営業の夏目さんと廊下ですれ違った。彼と会ったのは久しぶりだった。

「蓮川さん、お疲れ」

「お疲れさまです」

「あっ、ちょっと待って」

　頭を下げ通り過ぎようとしたのに、止められてしまう。

「ねぇ、日曜にデートしない？」

「いえ……」

　突然の誘いに驚き断りを入れようとすると、彼は内ポケットから名刺を出し、なにかを書き始める。

「これ、俺のプライベートの連絡先。このビルの表玄関に十一時ね。どこに行きたいか考えておいて。じゃあ」

「ちょっと待って……」

　夏目さんは強引に私に名刺を持たせ、行ってしまった。

　デートって、もう決定？　断る隙すら与えてくれなかった。

　困惑しながらも、お付き合いをはっきりと断るいいチャンスかもしれないとも思った。

　その日は、資料の入力作業に手間取り、終業時間を迎えても席を立つことができなかった。

　朝早いファンドマネージャーは、もうポツポツと帰り始めている。そんな中、淳也さんが桑田さんを呼び出し、会議室に行ってしまった。

　なんの話なんだろう。もしかしてリーダーに戻すのかな。

　いろいろな想像をしていたものの、昨日の嘘があったので気が気でない。

　しばらくして帰ってきたふたりは、それぞれ帰り支度を始めた。桑田さんの表情が明るくはない――というかむしろ深刻そうな顔をしていて、リーダー復帰というわけではなさそうだ。

　でも……淳也さんが桑田さんになにやら目配せしてからフロアを出ていくので、愕然とする。

　そして桑田さんもバッグを手にして、あとに続いた。

　またふたりで、どこかに行くの？

　淳也さんの予定表に、今日の今後の予定は書き込まれていない。桑田さんも同様だ。セミナーがあるとも聞いていないし……。ということは、プライベート？

　心臓がバクバクと暴れだして、コントロールできなくなった。

「やっぱ、あのふたり、そういう関係なんだろうな」

　私と同じように、ふたりの様子に気づいたらしい佐橋さんがふと漏らすので、ドキッとしてしまう。

「そう、なんでしょうか……」

『淳也さんは私の彼です！』と叫びたい衝動に駆られたが、交際をオープンにしていないので、もちろん口にできない。

「一木さんと蓮川さんは、絶対に付き合ってると踏んでたんだけど……違ったんだね」

　私は返事をすることなく、曖昧に笑った。だって本当は淳也さんと付き合っているのに、『付き合ってません』とは言えない。

「実は昨日、ふたりが抱き合ってるところ、見ちゃったんだよね」

　嘘……。

　彼の発言が衝撃すぎて、思考が固まる。

「すごくいい雰囲気だった。まあ、お似合いだよね。美男美女の組み合わせだし、ふたりとも仕事はできるし。あーあ、天は二物を与えずって絶対嘘だよね」

　佐橋さんが話すのをどこか上の空で聞いていた。

『抱き合ってるところ』という言葉だけが耳に残って離れず、仕事がちっとも手につかない。

　こんなことじゃダメだ。私情を仕事に持ち込むなんて、最低だ。

　そう自分に言い聞かせても、パソコンの画面を見つめたまましばらくなにもすることができなかった。

　ようやく作業を終え帰宅すると、淳也さんからメールが入っているのに気づいた。

【英莉、ごめん。今日も少し遅くなる。飯はいらない】

「……私は、なに？」

　思わずそんなことを口走ってしまう。

　私は淳也さんの、なに？　淳也さんのことは、高たか嶺ねの花だとわかってた。けれど、そんな彼から熱い愛の告白をされ、幸せな未来を見ていたのに……こんなにあっさりと捨てられるの？

「無理だよ……」

　桑田さんと浮気され、彼女にはさげすまれ……。みじめな生活を送るなんて、私には到底無理。

　いったん家に帰ったものの、苦しくてたまらない。

　他の女性とこそこそ密会されて、平気な人なんている？　彼のことを信じたいのに、信じられない。私はそれを許せるほど、大人じゃない。

「淳也さん……」

　淳也さんのものがあふれるこの家に、もういたくない。

　気がつけば、キャリーバッグに荷物を詰め始めていた。そして、震える手で退職届をしたためる。

　なにも知らない業界に飛び込んで、最初は不安だらけだった。だけど、必死になって勉強もしたし、仕事が楽しくなってきていたのに。

　書き上がった退職届と、【今までお世話になりました】という短い手紙をテーブルに残し、部屋を出た。

　鍵をポストに入れた瞬間、じわじわと涙があふれてくる。

　もう、ここに戻ってくることはない。

　私はドアの前で深々と頭を下げてから、一歩を踏み出した。

　すると突然、隣の部屋の玄関も開き、私と同じ歳くらいのかわいらしい女性が飛び出してくる。

「すみれ、悪かったよ。そんなに怒るな」

　淳也さんに劣らない高い身長の、くっきりとした二重の男性が、エレベーターホールに向かっている女性のあとを焦った様子で追う。ふたりは夫婦なのだろう。男性の左手に指輪が見えた。

「慶けい太た郎ろうさんが悪いんだから！」

「だから謝ってるだろ」

　どうやらケンカをしているらしい。だけど、私にはそれがうらやましかった。

　淳也さんとそんなふうに気持ちをぶつけ合えたら……。でも、無理だ。結局、彼にとって私はただの家政婦だったのだから。

　慶太郎さんがすみれさんを捕まえると、彼女は口を尖らせながらも部屋に戻ってくる。本気で怒っているわけではないようだ。

「あっ、すみません」

　慶太郎さんと目が合ってしまいなんとなく気まずくなった私は、そう言いながら会釈をして足を進めようとした。

「待って。一木の彼女さんですよね」

　慶太郎さんはなぜか私の前に立ちふさがる。すみれさんもその横にスッと立った。

　淳也さんを知ってるの？　隣だからかと思ったけれど、それなら『さん』があってもいいような……。

「いえ、家政婦です。失礼します」

「あっ、待って！　どうして泣いてるの？」

　そうだった。泣いていたことなんてすっかり忘れてた。

「なんでもありません。失礼します」

「だから待ってよ。一木を呼ぼう。ケンカでもした？」

　彼がそんなふうに言うのがおかしい。だってケンカをしているのはそっちでしょ？

「ケンカなんて、できません」

　そう口にした瞬間、また涙がこぼれてしまい、慌てて手で拭う。

　すると、さっきまで怒っていたすみれさんが、私の大きなバッグをチラッと見てからハンカチを差し出してくれる。

「これ、大事なハンカチなんです。必ず返してくださいね」

「いえ、お借りできません」

　私が断ると、慶太郎さんがそのハンカチをさっと手にして私の涙を拭くので、目を丸くする。

「あー、汚れちゃったなぁ。洗って返してもらわないとな、すみれ」

「はい。すごく大切なものなので、郵送では困ります。ここに届けてください。お願いしますね」

　ふたりにそう言われ、私は仕方なくハンカチを手にして、今度こそマンションを出た。

「借りちゃった……」

　どうしてこんなことになったんだろう。しかも、郵送では困るって……返しに来るしかなくなってしまった。でも今は、とにかく家を探さないと。

　一応、不動産会社をいくつかあたってみたものの、家賃や立地の折り合いがつけられる物件はすぐには見つからない。

「しょうがない。ウイークリーマンションだな」

　淳也さんが食費を出してくれていたおかげで、給料がほぼ丸ごと残っている。一文無しのときとは違い、今日は宿を確保できそうだ。

　とはいえ、すぐに次の仕事を探さなくては。

　ひとまずウイークリーマンションの契約をして、その晩は疲れ果てて眠ってしまった。




　次の日は土曜日だったので、私は久しぶりにプレジールに向かった。あゆみに会社を辞めると報告したかったからだ。

　レジに並んでいると、姿が見えなかったあゆみが奥から出てきた。

「英莉！」

　彼女はなぜか慌てた様子で私の名を呼ぶ。

「ちょっと」

　あゆみはカウンターから出てきて、私の手を引いた。

「どうしたの？」

「今、王子さまが来てたのよ。英莉がどこにいるのか知らないかって。まだその辺にいるんじゃ……」

『王子さま』って、淳也さんのことだ。

「待って。彼に会いたくないの」

「どうして？　王子さま、真っ青な顔して探してたよ。ねぇ英莉。あの人、会社の上司なだけじゃないでしょ？」

　あゆみにはなんとなく言いそびれてしまい、彼の部屋を貸してもらっていることも言ってない。

　私が黙ってしまうと、あゆみは複雑な顔をして私を見つめる。

「ね。休憩もらってくるから、ここで待ってて」

　どうやら淳也さんを追いかけることをあきらめた彼女は、私を残していったん戻っていった。

「はい、英莉はカフェモカ」

　戻ってきた彼女の手には、カフェモカと、カフェオレ。

「ありがと」

　私たちはそれを持って、La mer TOKYOの裏手にある公園に向かい、ベンチに並んで座った。

「英莉、なにがあったの？」

「黙っててごめん。私、プレジールをやめた頃、実は一文無しだったの。それで彼が自分の部屋を貸してくれて――」

　私は最初から正直に話した。

「そうだったんだ……。バカだね。少しくらい貸せたのに」

　あゆみは小さなため息をついた。

「ありがと、あゆみ」

「でも、王子さま、素敵な人なんだね。英莉の話を聞いているとそう思うよ」

　私は大きくうなずいた。

　仕事ができて、優しくて……。仕事以外はなにをしていいかわからないなんて、不器用なところもあるけれど、とっても素敵な人だ。

「で、どうして家を出たの？」

　彼女は私の顔を覗き込む。

「私、彼と付き合うことになって……」

「そうなんだ。よかったじゃない。けど、それならなおさら、どうしてよ」

「うん……」

　彼の嘘がショックで、すぐに言葉が出てこない。

「英莉？」

「私じゃ無理だったの。彼にはもっとふさわしい人がいるんだよ」

　それから淳也さんの嘘のことや、桑田さんのことをあゆみに話した。

「彼女は優秀な人で、いつか社長のイスに座る淳也さんには必要な人だと思う」

「それは仕事で、でしょう？　抱き合ってたって……なにか理由があるかもしれないよ。王子さまの気持ち、確認してないんでしょ？」

「だけど、彼の隣にふさわしいのは、彼女のような人だよ」

　ムキになって言うと、あゆみは首を振る。

「英莉、彼のことが本当に好きなんだね」

「えっ？」

「好きすぎて、怖いんだよ。自分からあきらめれば傷つかずに済むと思ってるんでしょ。でも、もうこんなに傷ついてるじゃん」

　あゆみは優しく微笑む。

「英莉は、そんな子じゃないもん。なにかを簡単にあきらめたりする子じゃないもん」

「あゆみ……」

「王子さま、英莉のこと待ってるんじゃないかな。そうじゃなきゃ、あんなに必死に探したりしないよ」

　あゆみの指摘に、胸が痛む。

　たしかに彼女の言う通り、傷がこれ以上深くならないように彼から離れることを決めた。けれど、こうして離れても、胸の苦しさがひどくなるだけで癒されることはない。

「あ、戻らなくちゃ。今度はいい報告待ってるからね。あと、困ったらちゃんと電話してきて。私たち、友達でしょ？」

「うん、ありがと」

　今度は彼女の優しさに涙した。

　あゆみに背中を押されたものの、すぐに戻る勇気はない。とりあえず契約したばかりのマンションに戻り、窓からボーッと空を見上げる。

　いつもなら、淳也さんとゆっくり過ごせる土日が楽しみでたまらなかったのに……。

　まぶしいほど晴れ渡った空には、彼の顔が浮かんだ。




　日曜の朝は、休日のわりには早めに起きすぎてしまった。それはグローバルアセットマネジメントで働くようになってから、生活習慣が完全に朝型に変わったということもあるけれど、夏目さんとのデートが気になって仕方がないからだ。

　La mer TOKYOまでは電車で四十分。十時には支度を済ませてマンションを飛び出した。

　大丈夫。ちゃんと話して断ればいいの。

　自分に何度もそう言い聞かせて、緊張を緩めようとしてもうまくいかない。

「蓮川さん」

　駅前について十分くらい経った頃、夏目さんが現れた。

「ごめんね。待たせた？」

「いえ……」

「うれしいな。俺より先に来てくれるなんて思ってなかったから」

　なんだかこの日を待ちわびていたような言い方をされて戸惑ってしまう。

「あっ、いえ。それは、あの……」

「そんな照れなくたって。俺、うれしいんだよ」

　夏目さんは話もろくに聞かずに、私が照れていると決めつけてしまった。

「さーて、飯行かない？　実は店を予約してあるんだ」

　彼がさっと私の手をつかむので、反射的に手を引いてしまう。

　淳也さんにならつながれてもいいのに、彼とはイヤだ。

「あぁ、ごめん。蓮川さん、真面目だもんね」

　真面目とか不真面目とかいう問題なんだろうか。私は誰とでも手をつないだりできない。

「車で来てるんだ。乗って？」

「……あの、今日はお話があって」

　断りを入れようと思ったのに、「その話は店で聞くから」と半ば無理やり車に乗せられそうになり慌てる。

「いえ、ここで」

「男に恥をかかせたらダメだよ。行こう」

　夏目さんはいつも強引だ。淳也さんも強引なときがあるけれど、それとは違う。淳也さんは強引でも、私がイヤがっていないか必ず気にしてくれる。

　淳也さんと離れてから、彼のいいところばかりが思い出されてつらい。

「ごめんなさい、行けません」

　男の人とふたりきりになるということがどういうことなのか、淳也さんは教えてくれた。だからもう、過ちは犯さない。そうなってもいいと思う人としか、ふたりきりにはならない。

「はー。警戒されちゃってるんだ、俺。まぁ、しょうがないか。この前あんなこと言っちゃったし」

　彼は大きなため息をつきながら肩を落とした。

「私、夏目さんとはお付き合いできません。ごめんなさい」

　そう言いながら深く頭を下げた。

　だけど、彼はしばらくなにも言わない。ふと顔を上げると、彼の真剣な眼差しとぶつかり逸らせなくなった。

「俺、本気になっちゃったんだよね。言ったよね。『簡単に手に入らないもののほうが欲しくなる』ってさ」

「でも……」

「この前のダイオー電機の接待のこと、ごめん。あれは一木さんの言う通りだった。けど俺、たとえ仕事でも蓮川さんの近くにいられるのがうれしくてさ」

　彼が照れたような顔を見せるので驚いてしまう。

「もちろん、蓮川さんをコンパニオンにしようなんて、これっぽっちも思ってなかったんだ」

「……はい」

　それを聞いて安心した。しかし、私の気持ちは変わらない。

「夏目さんのお気持ちはとってもうれしいです。でも個人的にお会いするのはこれで最後にしたいです」

「どうしてそんなに拒否するの？　彼氏、いないんだよね」

「……はい」

　もう淳也さんのことを彼氏だとは言えない。

「一木さん」

「えっ？」

　彼の口から突然淳也さんの名前が出たので、目を丸くする。

「蓮川さん、一木さんが好きなんでしょ？」

「そんな、ことは……」

　はっきりと指摘されてしどろもどろになる。こんなに動揺したら、そうだと白状しているようなものなのに。

「あの人、とびきり厳しいけど、もうすぐ社長だもんね」

　違う。社長になるから好きになったわけじゃない。

「だけど、蓮川さんじゃ無理だよ。桑田さんと付き合ってるって言ったじゃん」

　彼の言葉が胸に突き刺さり、思考が停止する。ケガをしたばかりの傷に、塩を塗り込まれてしまった。

「そんな叶かなわない恋に苦しまないでよ。俺なら蓮川さんのこと大事にするよ。まだ出会ったばっかりだもんね。俺のことをもっと知ってもらいたいし、蓮川さんのことも知りたい。だから、また会ってよ」

　淳也さんと離れると決めても、私はまだ忘れられない。彼に捨てられたからって、夏目さんに簡単に気持ちが動いたりしない。だって私は……淳也さんのことを真剣に愛していたんだもの。

「いえ、もうお会いしません」

　今までになくはっきりと言ったからか、彼は目を見開いて驚いている。

「夏目さんとは、もうお会いしません。私、好きな人がいるんです」

　言ってしまった。

　淳也さんを忘れるなんて、やっぱりできない。

「だから、無理だよ。あの人は別世界の人だよ？」

　私は淳也さんとは言わなかったのに、夏目さんはその相手が彼だと決めつけた。まぁ、その通りではあるけど。

「私が勝手に好きなだけです。それで私は幸せです。ですから、これで最後にしてください。失礼します」

　そう言い残して彼の前から走り去った。

「蓮川さん」と呼ばれたが、振り向くこともしなかった。

　私、嘘ついちゃった。好きなだけで幸せなんて、本当は嘘だ。

「これで、よかったのかな」

　なにが正しいかなんてまったくわからない。けれど、自分の気持ちに正直に従えば、こうするしかなかった。

「私じゃ、無理か……」

　夏目さんに言われたことをもう一度口にすると、胸が痛くてたまらない。

「好き」

　誰にも聞こえないような小さな声でそう口にした途端、私の頭の中は淳也さんでいっぱいになった。

　淳也さん、会いたい、よ……。

　だけど、彼の家を飛び出した私にそんなことができるはずもなく、そのあと再び電車を乗り継いでウイークリーマンションに帰った。




　そして翌日の月曜日。アラームをセットしておいたわけでもないのに、五時に目が覚めてしまった。

「仕事、探さなくちゃ」

　グローバルアセットマネジメントの給料は、トーリツとは比べものにならないくらいよかった。こんなに下っ端の私でさえもだ。しかしそれは、淳也さんたちが日々必死に働いているからなのだと思う。

　こんなにいい給料は見込めなくても、安定した仕事に就きたい。寿退社を狙って腰かけでなんていう人もいるけれど、次の恋はしばらくいい。

「よし」

　気合いを入れたものの、こんな時間からはなにもできない。

　ネットで調べようとスマホを手にしたものの、ずっと切りっぱなしの電源を入れるのが怖い。でも、このまま電源を落としておくわけにはいかないと、勇気を出してボタンを押すと……。

「嘘……」

　金曜の夜だけで留守番電話が二十件近く入っていて驚いてしまった。

　すべて、淳也さんからだ。

『英莉。これはどういうことだ。どこにいる？』から始まったメッセージは、あとにいけばいくほど声が緊迫してくる。

『なぁ、無事なのか？　頼むから、声だけでも聞かせてくれ』

　そんな彼の声を聞き、激しく心が揺れる。

　ダイオー電機の大損害を出したときですら、彼はもっと冷静だった。

　それでも、最後は……。

『英莉。ちゃんと会って話したい。とにかく、会社は休みにしておく。俺はまだあきらめない』

　少しだけ冷静に戻った様子の彼は、『はー』とため息をついてから電話を切った。

『あきらめない』って……。私の帰りを待ってくれているということ？　もう愛想をつかされているんじゃないの？　しかも、会社も休みにしてくれているって……。

　やっぱりあんなふうに逃げ出したのはいけなかったかもれない。きちんと話し合うべきだったのかも。

　だけど、嘘をついたのは、淳也さんのほうだ。

　あゆみは私を過大評価している。私は本当は小心者なの。

　彼の声を聞き泣きすぎたせいか、はたまた眠れなかったせいか、頭痛がひどくなってきてしまった私は、洗濯だけ済ませて布団にくるまり、じっとしていた。

　ふかふかのあのベッドは、レンタルの布団とはまるで違った。毎日疲れて帰ってきても、次の日には元気になった。

　でも、本当はベッドが恋しいわけじゃない。彼と過ごした幸せな時間が、恋しくてたまらないのだ。

　結局、昼過ぎまでそのまま過ごし、ノソノソと布団を出た。淳也さんがいないと、なにも手につかない。

　幸いいい天気で、洗濯ものはもう乾いている。

　私はお隣さんに借りたハンカチに丁寧にアイロンをかけ、バッグにしまった。

　淳也さんがいない昼間にと思い、返しに行ったのに、チャイムを鳴らしても返事がない。

　仕事なのだろうか。すみれさんは在宅していると思ったのに、残念だ。

　仕方なく引き返し、求人誌を買い込んで、再び家に戻った。

　めぼしい求人にいくつかチェックを入れてみたものの、実際に問い合わせるまでには至らない。それは多分、まだ未練があるからだ。淳也さんと一緒に働く未練が……。

　専門知識なんてまるでない私だけど、淳也さんや他の皆が知恵を出し合い、一体となって動いている姿は刺激的だった。

　チーム別に監視している株に違いはあるものの、それを取りまとめていた淳也さんは、予想外の損害を他のチームの知恵を借りて巻き返すなんてことも日常茶飯事。

　取引は基本、金融商品をいくつも組み合わせたポートフォリオに基づき運用しているので、多少の損害が出ても慌てることはない。リスク回避の手段もあらかじめ用意してあるからだ。

　しかし、思わぬ大損害が出たときのとっさの判断は淳也さんにかかっている。彼の鶴のひと声で、皆が動きだすのだ。

　そんな緊張する場面でも、彼は終始毅き然ぜんとした態度で皆を引っ張った。そうでなければ動揺が広がり、成功なんてありえなかったような気もする。

　その責任をひとりで背負っていた彼に、頭が下がる思いだった。

「かっこよかったな……」

　常に冷静で顔色ひとつ変えることなく、株式運用部の先頭に立つ彼は、すごくかっこよかった。コツコツと努力を重ねていた彼だからこそできる技だった。

　あぁっ、ダメだ。ちょっと気を抜くと淳也さんのことで頭がいっぱいになってしまう。

　求人誌を片手にしながら、結局彼のことばかり考えていた。

　あゆみの言った通りだ。私……彼のことが本気で好きなんだ。

　その日、十九時くらいにもう一度お隣さんの家を訪ねることにした。淳也さんとすれ違わないことを願いながらエントランスでチャイムを鳴らすと、すぐにすみれさんが対応してくれた。

　よかった。今度はいてくれた。

「あの、隣にいました蓮川です」

『いました』と過去形にするのがつらい。でも、これは自分が選んだ道だ。

『あっ、英莉さん、来てくれたんですね』

　すみれさんの声が弾んで聞こえる。

「は、はい。ハンカチを」

　あれ、今、名前を呼ばれたような。私、自己紹介をした覚えはないんだけど……。

『今開けますね。上まで来ていただいてもいいですか？』

「はい」

　本当はイヤだったけど、借りたのは私のほうだ。仕方がない。

「ふー」

　エレベーターに乗った瞬間、大きなため息が出る。淳也さんに偶然会うなんてことはさすがにないだろうと思いつつ、緊張しすぎて心臓が破裂しそうだった。

　エレベーターが四十三階に到着しドアが開いたので、一度深呼吸してから一歩を踏み出す。

「キャッ」

　すると、突然伸びてきた手に腕をつかまれ、大きな声が出てしまう。

「英莉。どこに行ってた」

　それは、一番会いたくなかった淳也さんだった。

　どうして？　彼はあきらかに待ち構えていた。これは偶然じゃない。もしかして、すみれさんが連絡したの？　あっ、このハンカチも、またここに来させるための口実？

　やっと合点がいった私は、なにも言わずにただうつむいた。

「行くぞ」

　淳也さんは私の手を引き、部屋へと向かう。

「あっ、あの……私はお隣にハンカチを返しに来ただけで……」

　必死に手を振り払っても、彼の手が緩むことはない。

「俺が返しておく」

「でも、大切なものだからと……」

「お前のほうが大切だ」

　彼の言葉を聞き、抵抗できなくなった。

　まだそんなふうに思ってくれているの？　……ううん、彼との未来を夢見ちゃダメ。もしも彼の気持ちが私に少しでも残っているとしても、彼は将来会社を背負う人間だ。分相応の伴侶を選ぶだろう。

　私のことは、ちょっとしたつまみ食いだったんだ。会社のことを考えれば、私より桑田さんのほうがふさわしい。

　私は自分の気持ちを静めるのに必死だった。考えれば考えるほど、彼が私を選ぶわけがない。

　あゆみは、『なにかを簡単にあきらめたりする子じゃない』と言ってくれた。だけど、やっぱり無理だ。あきらめないといけないことだってあるんだ。

　そんなことを考えているうちに部屋に着いてしまった。

　淳也さんは少し強引に私の手を引いて玄関に入れ、すぐに鍵を閉めてしまう。まるで、『逃がさないぞ』と言われているかのようだった。

「入って」

「でも、あの……」

「入って」

　彼は玄関のドアの前に立ったまま、繰り返す。しかもすごく疲れたような顔をして。

　ダイオー電機のことで、ほとんど徹夜だったときよりひどい顔をしている。

「……はい」

　私はためらいながらも、靴を脱ぎ部屋に上がった。

　もう二度と足を踏み入れることはないと思っていたのに、こんなにすぐに来てしまった。

　リビングに足を踏み入れた瞬間、書類が散乱しているのに驚き、ハッとする。こんなことは初めてだ。

「あぁ、悪い。ちょっとイライラして」

　彼はバツの悪い顔をして書類を集め始める。

　イライラって、仕事で？　そんなこと、今まで一度だってなかったのに。いや、もしかして、私に？

「コーヒー、淹れるよ」

　淳也さんはリビングの入り口に立ち尽くしている私に声をかけ、キッチンに行ってしまった。

「すぐできるから、座ってて」

　彼は私に背を向けたまま言った。

　私は返事をすることなく、革張りのソファの一番端に座る。私の定位置だった場所だ。

　ここに座ると彼はいつも『もっとこっちにおいで』と私の腕を引き、寄り添うように座らせた。それを思い出すと苦しくなる。

　しばらくして、コーヒーを手にした淳也さんが戻ってきた。彼はテーブルにカップを置き、じっと私を見つめる。

　いったん視線を外した彼は、自分もソファに座り、コーヒーを口にする。

「辞表って、どういうこと？」

　淳也さんはまっすぐ私を見据えて、苦しげに顔をゆがめる。

　私は彼を直視できなくて、コーヒーに視線を落とした。

「……すみません」

「仕事に不服があった？」

「いえ……」

　私は首を振った。

　すると彼はコーヒーをテーブルに戻し、体も私のほうに向ける。

「それならどうして？」

　そんなことを追及されても言えない。桑田さんとあなたのことを見ているのがつらいなんて、絶対に。

　社内恋愛して破局する人なんてごまんといる。それで仕事を辞めるなんて……とは思うけど、桑田さんに自慢顔で勝利宣言される日が来ることを考えると、どうにも耐えられそうにない。

　弱い、と言われればそれまでだ。その言葉を甘んじて受ける。だけど、それくらい彼のことが好きになってしまった。

「すみま、せん」

　私にはそうとしか言えない。

　すると彼は立ち上がり、部屋の隅に置いてあったバッグから私の退職届を持ってきて……私の目の前で破ってしまった。

「あっ！」

「理由のない退職は受け付けない。よって、離職票も出せない。次の就職はできないと思え」

　威圧的な上司の言い方をした彼は、悲しげな表情でじっと私を見つめている。

「英莉にはつらい仕事だったか？」

　今度は優しい声色で聞いてくれる彼に首を振る。

「いえ。難しくてついていくこともできませんが、淳也さんたちが必死に毎日戦っているのを見ていて、私も頑張ろうと思っていました。でも……」

「でも？」

　彼は私のところに近づいてきて、今度は真横にぴったりとくっついて座る。

「……ごめんなさい」

　やっぱり言えない。私が言葉を濁せば、彼は大きなため息をつく。

「そんなに仕事がイヤだというなら、辞めさせることも考えた。それぞれ、適性というものがあるしな」

「えっ？」

　彼の言葉に驚きハッと見上げると、苦しげな顔をする彼は再び口を開く。

「英莉は頑張り屋で、自分のことを放っておいてさえ、他の人間の立場に立って物事を考えられる。だから俺としては、うちに欲しい人材だった。でも、真面目なお前に、逃げられる場所を作ってやらなかったから、それが苦しかったのかもしれないと……」

　そんなことは絶対にない。苦しくなんてなかった。

「ダイオー電機の件も、あそこまでなりふり構わず自分を犠牲にしようとしたのは、英莉の真面目さ故だ。だが、部下にあんなことを口にさせてしまうなんて、俺の力が足りない――」

「違います！」

　私は彼の言葉を遮り、何度も首を振る。

　だって、守ってくれたのはあなたじゃない。

「私、あそこに淳也さんがいなかったら、あんなことは言いませんでした。淳也さんを信じていたから、私……」

　胸に込み上げてくるものがあり、言葉が詰まる。

「そっ、か。最大の褒め言葉だな」

　彼は柔らかい笑みを浮かべた。

「もう少しだけ考えてくれ。本当に会社を辞めたいのか、一時の気の迷いなのか、もう少し。それでもどうしても辞めたいというのなら、他の会社を紹介しよう」

　そんな……。辞表を置いて飛び出した私に、そんなことまでしてくれなくても。

　なにも言えずにうつむいた瞬間、彼が私の手を握ったので驚いてしまう。

「さっきから震えてる。そんなに緊張しなくていいよ」

　そう、だったのか。震えていたなんて、ちっとも気づいていなかった。

「……俺は卑ひ怯きょうだな」

　淳也さんは心なしか肩を落として顔をゆがめる。

「卑怯？」

「あぁ。英莉からはっきりと別れの言葉を聞くのが怖くて、上司の顔なんてして。英莉は仕事がイヤだったんじゃないかなんて問題をすり替えたけど、本当は俺がイヤだったんだろ？」

　別れたいのはあなたでしょう？　それとも、私との遊びは続けて、一方で桑田さんとは結婚に向けて着々と進むつもり？

　彼のことがわからない。

「英莉がここに来てくれてうれしかった。仕事しか頭になかった俺に、なんというか、人間らしい生活を取り戻させてくれた。一緒に飯を食って、一緒に笑い、一緒に悩んで……。そんな生活がどれだけ楽しかったか」

　そんなふうに思ってくれていたの？

「淳也さん、あの……」

「お前がいなくなって、愕然としたよ。英莉がいないと笑い方も思い出せないんだ、俺」

　彼は私の手を離し、眉根を寄せる。

「それならどうして、接待だなんて嘘……」

　そんなに私のことを思ってくれていたのなら、どうして桑田さんとまた接触したの？　なにが真実なの？　私はただの都合のいい女？

　怒りと悲しみが同時に込み上げてきて、言葉が続かない。

「嘘……。そうか、知ってたのか」

　彼は小さなため息をつく。

「俺はまた、英莉を傷つけたんだな。どうしようもないな」

　淳也さんはそう言ったっきり、天井を見上げて唇を噛みしめている。

「桑田は……」

　沈黙のあと、彼の口から桑田さんの名前が出た瞬間、心臓が飛び出しそうになり、息を呑んだ。

「俺の友達の彼女だったんだよ。俺の友達、正幸と彼女と俺は、大学時代に一緒に起業しようとしていた仲間なんだ。ふたりは恋に落ちて将来を誓い合う仲までになった」

『正幸』って、桑田さんが淳也さんにキスしたときに出た名前だ。

「それならどうして？」

　ふたりは破局したということ？

「正幸が病気になってしまって……一度は余命宣告をされてね」

　淳也さんの言葉に驚き唖然としていると、彼は私の目を見つめる。

「それで、正幸のほうから事実は伏せたままフッたんだ。もちろん、桑田のことが好きで、彼女の将来を考えたからだ」

「正幸さんはそれで？」

「正幸は、桑田が自暴自棄にならないように俺に近くで見ていてほしいと頼んできた。だから、会社に招いた。まぁ、彼女は優秀なファンドマネージャーだったし、なんの問題もなかったんだ。でも……」

　そこで彼は言葉を濁す。

　予想外に彼女が淳也さんのことを好きになってしまったのかもしれない。

「彼女は正幸を忘れるために俺を好きになろうとした。痛々しくて見ていられないほどに」

『好きになろうとした』って……桑田さんは本気で淳也さんが好きなんじゃないの？

「英莉に接待だと嘘をついた日は、ふたりが別れた日なんだ。桑田は毎年この日になると、情緒不安定になってしまう。アイツはまだ正幸のことが好きなんだよ」

　だからって、私に嘘をついてまで桑田さんを守ろうとするなんて……。

　どうしたって顔が険しくなってしまう。

「桑田、夏になっても絶対に半袖を着ないんだ」

　そう言われると、半袖姿を見たことがない。だけど、それがどうかしたの？

「……あっ」

　ひとつの仮説が思いつき、思わず声を上げる。

「別れてちょうど一年後に、彼女は手首を切った」

　嘘……。彼女はとびきり強い人なんだとばかり思っていたのに。

「発見したのは俺だ。妙な電話があって……胸騒ぎがして彼女の家まで行くと、浴室で倒れていた。それから二年経った今も、あの日になると彼女は少しおかしくなってしまう」

　まさか、桑田さんの過去にそんなことがあったなんて。抱きしめていたというのも、もしかして彼女を落ち着かせるため？

　驚きで言葉が出てこない。

「正幸、脳のう腫しゅ瘍ようだったんだ。オペできないと言われていたんだが、抗がん剤がうまく効いて、癌がんが小さくなって……オペを引き受けてくれる病院が見つかった」

「それじゃ……」

「この前、桑田に真実を話した。正幸もまだ彼女のことが好きなんだ。オペできるとはいえ、まだまだ厳しい。正幸にも生きていく希望が必要だ。桑田に支えになってほしいと、病院に連れていった」

　だから一緒に会社を出ていったの？

「それで？」

「病室の前まで行ったんだけど、彼女はドアを開けられなかった。正幸が一番つらいときに支えられなかったと、泣いていた。もちろん、桑田を遠ざけたのは正幸だ。でも、そんな嘘すら見破れなかったと桑田は自分を責めて……」

　桑田さんの気持ちがわからないではない。けれど、今はそれを悔やむより、正幸さんの力になってあげてほしい。

「淳也さん、今すぐ桑田さんを呼び出してください」

「え……」

　桑田さんのことが憎かったはずなのに、それどころではない。

「病院に行きましょう。私が桑田さんを説得します。早く！」

　いてもたってもいられない。彼女はこの瞬間も、泣いているに違いない。

「わ、わかった」

　それからすぐに彼は電話をかけ、私たちは家を飛び出した。

　淳也さんとのことはあとでもいい。とにかく今は、正幸さんに桑田さんを会わせてあげたい。

　桑田さんのマンションに着くと、淳也さんと一緒に彼女を迎えに走った。案の定、真っ赤な目をした彼女は私の姿を見つけて、驚愕している。

「桑田さん、事情はお聞きしました。お願いです。正幸さんの支えになってあげてください」

　オペは二週間後だという。簡単ではなく、もしかしたらそれが原因で亡くなってしまうという可能性がないわけではないようだ。正幸さんは『一度はあきらめた命だから』と言っていたらしいが、怖くないわけがない。

「な、なに言って……」

「好きじゃないの？」

　私は語気を強めた。

　大変なときに支えられなかった後悔とか、淳也さんを好きになろうとしてしまったこととか、そんなことはどうでもいい。それが間違っていたと反省することなんて、いつでもできる。それより今、この瞬間、桑田さんがどうしたいかが大切だ。

「失礼なこと言って、ごめんなさい。でも、好きな人のために必死になるのって、そんなに恥ずかしいことですか？　このままで本当にいいんですか？」

　私が言うと、彼女はうなだれてしまう。

「仕事をしているときの桑田さんは凛々しくて……かっこいいです。だけど、好きな人のために目を真っ赤にしている桑田さんも素敵です」

　桑田さんはハッとしたような顔をする。

「桑田。英莉の言う通りだ。正幸は、本当はお前を待ってる。お前が別れの日が来るたび動揺してしまうように、正幸もお前を思って涙しているんだよ」

「……正幸、が？」

　やっと口を開いた彼女だけど、声が震えていた。

「桑田さん、行きましょう」

　私が促すと、彼女はコクンとうなずいた。

　淳也さんの車で病院に駆けつけた頃には、もう面会時間は終わっていたものの、無理を言って桑田さんを病室に入れてもらった。

　私と淳也さんは、彼女が病室に入っていくのを見守っただけ。しばらくして部屋の中から桑田さんのむせび泣くような声が聞こえてきて、私まで目が潤んできてしまった。

「英莉。ありがとな」

　淳也さんはホッとしたような顔をして、口元に笑みを浮かべる。

「いえ……」

　ふたりを会わせてあげられて、よかった。

　看護師さんにお礼を言ったあと裏玄関に向かおうとすると、淳也さんが私の腕を突然引き、誰もいない外来の待合室に連れていく。

「英莉」

　そして私の名を口にして、まっすぐな視線を送る。

「俺も、後悔したくない。だから聞いてほしい」

　淳也さんの苦しげな顔を見ていると、私まで顔がゆがんでしまう。

「桑田のことで、英莉を何度も傷つけた。お前が怒るのも仕方ないし、愛想をつかされるのもわかる。でも、俺は英莉が好きなんだ」

「淳也さん……」

「お前を失いたくない。どうしても離したくない。英莉が出ていったと知ったとき、気が狂いそうになった。仕事が手につかなくなったのなんて、初めてだった」

　淳也さんの告白に胸がいっぱいになる。

　桑田さんのことが誤解だったと知り、本当は今すぐにでも彼の腕に飛び込みたい。しかし、彼が社長という立場になることを考えると、やはり彼のことはあきらめたほうがいいのかもしれないと思ってしまうのも事実だ。もっともっと好きになってしまってから別れのつらさを経験するくらいなら、もうここで身を引いたほうが、と。

「英莉」

　私がなにも言えないでいると、淳也さんは私を腕の中に閉じ込めた。

　彼にこうして包み込まれているときの幸せは、中毒になりそうなほど心地いい。

「ホントにごめん。俺、どうしようもない男だよな」

　仕事中はあんなに威厳があって、皆から尊敬の眼差しで見られている彼が、こんなに自信なさげにしている姿なんて、誰も想像できないだろう。

「そんなこと、ありません。桑田さんのことは、正直つらかったです。もっと早く相談してくれればよかったのにと思います」

　最初から教えてくれれば、こんなに苦しまずに済んだ。

「英莉の言う通りだ。正幸と桑田と俺のことは過去のことだから、お前を巻き込むべきじゃないと思ってしまった。だけど、そのせいで英莉を苦しめるなんて……」

　私は小さく首を振る。

「それはもういいんです。淳也さんが優しいのは知ってますから」

　そう漏らすと、彼は腕の力を緩め、私の顔を覗き込む。

「優しすぎて、桑田さんのことを突き放せなかったことも、私に心配かけたくなくて内緒にしておいたのも、わかってます」

　私が言うと、彼は苦しげな顔をする。

「でも、英莉を傷つけた」

　そんなに自分を責めないで。私はそんな優しいあなたが好きなの。だけど、これ以上好きになるのが怖い。

「私は大丈夫です」

「そんなに強がらないでくれ。お前が壊れたら、後悔してもしきれない」

　桑田さんの自殺未遂を目の当たりにした淳也さんは、人が壊れてしまうことの怖さをよく知っているのだろう。

　ホントは、このまま彼にすがってしまいたい。けれど、いつか別れの日が来るかもしれないと思うと、簡単には彼の胸に飛び込めない。

「淳也さんはこの先、グローバルアセットマネジメントを背負う人です。私とは違う世界を歩く人」

　私の言葉に、彼は目を見張る。

「いつか、離れなくちゃいけないなら……」

　必死に涙をこらえているのに、声がかすれてしまった。

　いつかあゆみが言っていた『自分からあきらめれば、傷つかずに済むと思ってる』という言葉がちらちらと頭をよぎる。今の私はまさにそれだ。

　彼のことをあきらめるなんて、本当はイヤ。でも、もうこれ以上傷つきたくない。

「どうして離れるんだ？　離れるつもりはない」

　私を見つめる彼の視線が熱い。

「だって、無理なんです。どれだけ勉強したって桑田さんみたいにはなれないし、淳也さんの仕事を全部理解なんてできないです」

　社長の隣にいられるような人間じゃない。わかっていたはずなのに、彼に恋をして、束の間の夢を見てしまった。

「俺は仕事のパートナーになってほしいわけじゃない」

「それはそう、ですけど……」

　恋人なら許されたかもしれない。だけど、このまま彼と一緒にいたら、きっとその先の未来まで欲しいと思ってしまう。

「私は淳也さんの足を引っ張りたくないの」

　うつむいたまま言うと、彼が私を壁に追い詰め、「ドン」と手をつく。

「それは熱烈な愛の告白？」

「えっ？」

　なに言ってるの？

　彼の言葉が意外すぎてハッと顔を上げると、視線が絡まりほどけなくなる。

「俺のことが好きだからこそ、あきらめるって聞こえるけど」

「あ……」

　そんなふうに言ったつもりはなかった。でも、その通りだ。

「英莉のそういうところが、好きなんだ」

　彼は柔らかな表情をして、私にそう告げる。

「えっ？」

　今度はついていた腕を折り、さらに距離を近づけてくる。

「自分のことより、まずは周り。周囲の人たちの幸せを見届けて、やっと自分の幸せを考えるようなところ」

　それは過大評価しすぎだ。

「俺にも愛の告白をさせて？」

「淳也さん……」

「英莉はなにがあっても俺が幸せにする。お前のことを悪く言うヤツがいれば、俺が黙らせる。お前のことは、俺が守る」

　彼の発言が耳に届いた瞬間、たちまち体が熱くなる。

「その代わり、英莉が俺を幸せにして？」

「私が淳也さんを？」

　そんなこと、どうしたらできるの？

「そう。俺の隣にいるだけでいい。そうしたら俺は、強くなれる」

　彼はそう言うと、私の顎に手をかける。

「お前のためなら、なんだってできる」

　そして今度は親指を私の唇に這わせる。

　彼の艶っぽい視線と、指から伝わる体温のせいで、たちまち頬が真っ赤に染まる。

「英莉は俺がこの世でたったひとり、愛する女だから」

　ゆっくり近づいてきた彼は、甘い唇を私の唇に重ねた。




　結局私は、彼の家に戻ることになった。

　病院からそのままウイークリーマンションに荷物を取りに行く。

「英莉。仕事も戻ってきてくれるか？」

　彼がハンドルを巧みに操りながら聞いてくる。

「私……本当に淳也さんの役に立てているんでしょうか？」

「当たり前だ。お前になら任せてもいいと思う仕事がいくつもある。佐橋にも任せられなかったものもあるんだぞ」

　そうだったの？

　驚いて淳也さんの顔を見つめると、彼は口元を緩める。

「佐橋は細かいことが苦手だ。だけど英莉は書類チェックをやらせれば文書の隅々まで丁寧に精査してくれるし、頼んでもいないプラスアルファの部分も気づいてやってくれる」

　たしかに佐橋さんは誤字脱字が多い。しかし、圧倒的に知識があるのは彼のほうだ。

「佐橋にチェックさせても、もう一度俺か津川が目を通していた。でも英莉の場合、それが必要ない。津川もそう言ってるぞ」

「そうなんですか？」

　津川さんまで？

　私が尋ねると、淳也さんは大きくうなずく。

「それに、他の皆の負担もぐーんと減った。桑田のチームも、英莉がいるから回っている。今はひとり抜けたぶん、皆でカバーしているからな」

　たしかに、桑田さんのチームはリーダーが抜けるという緊急事態だ。淳也さんがその代わりを果たしているとはいえ、彼には部全体を見なければならないというもともとの業務もあり、桑田さんほどチームに密着してはいられない。

　その分、チームの人たちが奔走しているので、少しでも負担を減らしたいと、私にもできる仕事は全部引き受けている。

「お前が休んだから、桑田のチームは全員残業だったよ」

「残業……？」

「皆、英莉の存在の大きさに気づいたみたいだ」

　そんな存在になれているのかな。もしそうだとしたらうれしい。

「私……許していただけるんですか？」

「許すって、なにを？」

　彼は怪訝な声を上げる。

「一文無しの私を雇ってくれた淳也さんに、なにも言わずに辞表を置いていなくなって……こんなに失礼なことはありません」

　私がそう言うと、彼はクスッと笑う。

「ホントだな。よく考えると失礼だ。上司の俺にひと言の相談もなく……」

　そんなことを口にしているのに、彼の目は笑っている。怒っているようには見えない。

「けど、俺も上司失格だ。大切な部下がそこまで思い悩んでいるのに、少しも気づかなかった」

　彼の言葉に頭を殴られる。

　仕事に関することで悩んでいたわけじゃないのに。私はただ、桑田さんに嫉妬しただけ。

　自分の器の小ささに唖然として、言葉が出てこない。

「俺はお前を手放すつもりはないよ」

「えっ？」

「上司としても、男としてもね」

　彼は私に一瞬視線を送り、再び前を見据えてハンドルを握り直した。

　マンションに着き、部屋に足を踏み入れると、ホッとして気が抜ける。またここに帰ってこられたといううれしさで、胸がいっぱいだ。

「そういえば、ハンカチ……」

　返すのをすっかり忘れてた。

「俺が返しておくよ。隣の本ほん城じょうとは友達なんだ」

　やっぱりそうだったんだ。それで、私たちがケンカをしたと思ったふたりが、機転を利かせてこのハンカチを私に持たせてくれたのだろう。

「新婚なんだけど、いつもケンカしてて笑えるぞ。ま、ケンカするほど仲がいいってやつなんだろうけどさ」

　そういえば、あのときもケンカしてた。

　それを思い出してクスッと笑うと、彼は私の腰を抱く。

「本城のことを思い出して笑うなんて、妬けるんだけど」

「えっ、違います。おふたりがケンカしてたなと思っ……んっ」

　それ以上言えなくなったのは、淳也さんに唇をふさがれたからだ。

　淳也さんって、意外と嫉妬深いの？　いつもクールで余裕のある大人の男なのに。

　でも、嫉妬されるのも悪くない。愛されていると感じられるから。

「もう英莉不足で死にそう」

　淳也さんは私を抱きしめ、弱々しい声を吐き出す。

「『死にそう』って……」

「抱かせて」

「あっ……ヤッ」

　彼に首筋にキスをされ、変な声が出てしまう。

「その気になった？」

「ち、ちが……」

　ニヤリと笑う淳也さんは、焦る私を軽々と抱き上げ、寝室に向かった。

「英莉」

　優しい声で私の名を呼び見下ろしてくる彼は、切なげな表情を見せる。

　な、なに？

「夏目の告白はどうしたんだ？」

　もしかして、気にしてたの？　私が彼と桑田さんの関係で悩んでいたように、彼も同じように悩んでくれていたのかもしれない。

「きちんと、お断りしました」

「本当か？」

　私がうなずくと、彼は目を細め私の頬に手を伸ばす。

「でも……」

「でも、なんだ！」

　なぜか声のボリュームを上げる彼に驚きながら、私は続ける。

「私が淳也さんのことが好きだと、バレちゃったかも」

「はー、そんなことか……」

　彼は盛大なため息をつく。

　どうしたというの？

「英莉のことだから、キスされちゃったとか言い出すんじゃないかと……」

　そんな心配をしていたの？

「そんなこと、絶対にありません。だって淳也さんが教えてくれたんですよ。好きな人とでなければふたりきりになるなって」

　私が慌ててそう口にすると、彼はクスッと笑う。

「でも危なっかしいんだよ、英莉は。とにかく、俺をハラハラさせたお仕置きは、たっぷりさせてもらうからな」

「あっ、ちょっと待って……」

「待たない。お仕置きなんだぞ？」

　彼はそう言いながら私の首筋に舌を這わせ始めた。




　翌朝からまた、彼のために弁当を作り始めた。朝早くから大変と言えば大変だ。だけど好きな人の役に立てるのは、とってもワクワクする。

「英莉、おはよ」

「おはようございます」

　彼はいつものようにうしろから抱きしめてくるけれど、私は恥ずかしくてうつむいてしまう。

　だって……昨日の夜はとびきり激しくて。何度も何度も求められ、体中に彼の印をつけられてしまった。こんなことは初めてだった。

「今日はシャツのボタン、ちゃんと閉めといて」

　彼は私の首筋に唇を押しつけ、強く吸い上げる。微かな痛みとともに、またキスマークをつけられてしまった。

「淳也さん！」

「あれ、怒った？　昨日はあんなに『もっと』ってねだったくせに」

　そんな指摘をされ、耳まで真っ赤に染まる。

　だって……私も彼に抱かれて、うれしかったんだもの。

「はー、仕事じゃなきゃ、今すぐ押し倒すのにな」

「も、もう！　コーヒー淹れますから座っててください！」

　私が焦りまくると、彼はクスクス笑いながら離れていった。

　絶対にからかわれてる……。

　淳也さんとの同棲は、ドキドキハラハラばかりで心臓に悪いけど、一度その心地よさを知ってしまうと、もう逃れられそうにない。

　淳也さんと一緒に出勤して簡単に掃除を終えた頃、数人がパラパラと出社してきた。

　今日は、桑田さんは休み。さっき淳也さんが電話で話して、正幸さんとの時間を大切にするようにと、上司命令を下したのだ。

　やがて佐橋さんも出社してきて、私を見つけるやいなや駆け寄ってくる。

「蓮川さん！　もう大丈夫なの？」

「はい、ご心配をおかけしました」

　嘘をつくのは心苦しいが、自分が蒔まいた種だ。

「よかったー。昨日は津川さんに叱られっぱなしで疲れたよ」

「叱られたんですか？」

　聞き返すと、佐橋さんは大きくうなずく。

「そう。昨日、桑田さんのチームの雑用も俺が手伝ったんだけどさ、『蓮川さんならこんな雑な書類持ってこないぞ』って」

「すみません。佐橋さんにもご迷惑をおかけしました」

　そっか。私の雑用は佐橋さんに行ってしまったのか……と思ったものの、桑田さんのチームの書類は、今は淳也さんがチェックしてるはずなのに、なぜ津川さんが？

「あの、津川さんがチェックされたんですか？」

「あぁ、昨日は一木さん、なんかすごく疲れた様子で、体調が悪いんじゃないかって、津川さんが一部の業務を買って出たんだ。一木さんはいつも俺たちの何倍も仕事をこなしている人だから、無理もないって」

　もしかして、私のせい？

「でも、今日はやる気がみなぎってる感じだね」

　淳也さんにチラッと視線を移した佐橋さんはにっこり笑った。

「そう、ですね」

「あんなに調子悪そうだったのに、一日で復活できるって、なにからなにまですごい人だなぁ」

　あはは……。多分、体調が悪かったわけじゃないもの。

「あっ私、皆さんのコーヒー淹れてきますね」

　佐橋さんが淳也さんのことばかり話すので、なんだか冷や汗が出てきた私は席を立った。




　その日の帰り、プレジールに寄ることにした。

「英莉！」

　すぐに私に気づいたあゆみが声をかけてくれる。

「あゆみ、この前はありがとね」

「どういたしまして。カフェモカ？」

「うん、お願い」

　私は注文を済ませ、窓際の席に座った。彼が北海道へ行ったあの日、座っていた席だ。

「お待たせしました。カフェモカです」

　あゆみはすぐに持ってきてくれて、私の耳元に口を寄せる。

「いい報告？」

　あゆみはお見通しだ。私はコクンとうなずいた。

「それじゃ、王子さまのところに戻ったんだ」

「うん。私、自分に自信がなくて、彼のことあきらめるべきじゃないかって思ってた。でも、本当に好きな人のことは、あきらめたりできないんだね」

　気持ちを押し殺すことがどれだけ苦しいか知ったので、もう二度と彼から離れたりしない。

「なーんだ。ノロケに来たのかー。このー！」

　あゆみは私をツンツン突っつきながら、満面の笑みを見せてくれる。

「今度連れてきてよ。コーヒーおごっちゃう。あっ、やっぱりおごってもらおう。だって、私が英莉にあきらめないように言ったんだし」

「あはっ。そうだね」

　こうして笑えてよかった。淳也さんと一緒にいられて、よかった。

　私は思い出の席で、淳也さんのことを考えながら、大好きなカフェモカを喉に送った。










手に入れたいもの




　それから、また忙しい日々が始まった。

　けれども、淳也さんと一緒にいられる時間が私を癒してくれた。そして……毎日私を抱きしめて眠る彼も、そう思ってくれているようでうれしかった。

　桑田さんは仕事に復帰して、毎日帰りに正幸さんのところへお見舞いに行っているらしい。

　あの日から彼女に棘がなくなり、穏やかな時間が過ごせていると伝わってきた。

　朝のコーヒー当番は私が来るまでは当番制だったようだけど、今では私がするようにしている。給湯室でコーヒーを用意していると、佐橋さんが手伝いに来てくれた。

「おはよー。聞いた？　一木さん、いよいよ社長就任かって」

「本当ですか!?」

　驚きすぎて大きな声が出てしまい、ハッと口を押さえる。

　そんなこと、ひと言も話してなかったのに。

「うんうん。昨日の帰り、蓮川さんが帰ってから社長に呼ばれてたんだよね。そんなこと珍しいし、皆そうじゃないかって噂してて。もともと今の社長は一木さんまでのつなぎだもんなぁ」

　なんだ、噂なのか。でも気になる。

「もし一木さんがここからいなくなったら、やっぱり津川さんがそのあとを継ぐんでしょうか」

「そうだろうね。津川さん、一木さんのことすごく尊敬してて、一木さんの考え方とかバッチリわかってるからね。あの人もできるから、他から破格の年俸でスカウトがバンバン来るらしいけど、一生一木さんについていくって決めてるみたいだよ」

「一生……」

　そういう関係って、うらやましい。

　私も、淳也さんに一生ついていきたいな……なんて無意識に考えてしまい頬を赤らめる。

「蓮川さん、ボーッとしてどうした？」

「あっ、すみません。コーヒー、会議室に運びますね」

　私は慌てて笑顔を作り、リーダーが集まる会議室へと向かった。

「一木さん、すみません。読み誤りました」

　会議室では津川さんが淳也さんに謝っている。昨日、津川さんが推していた株が、ガクンと値を下げてしまったのだ。

「読み誤りというか、状況の変化があって当たり前だ。それで津川は、この株、手放したほうがいいと思うか？」

「いえ。もう底をつくはずです。また必ず上がってきますので、むしろ買いかと」

「そうか。それじゃ追加で注文を出す。そのタイミングは津川に任せる。万が一上がってこなかったとしても、他でリスクを回避しろ」

　下落しているのにまだ買うんだ……。

　素人の私には理解できない世界だけど、この人たちが言うなら間違いない気がしてしまう。それに、津川さんが淳也さんを信頼しているように、淳也さんも津川さんのことを信頼していることがよくわかった。

「それじゃあ、次」

　淳也さんが次のリーダーに話を振ったところで、私は会議室をあとにした。

「社長、か……」

　淳也さんなら十分やれると思う。

　もう離れないと決めた私は、彼にふさわしいと認められるように頑張るしかない。

「よし」

　私は気合いを入れ直し、自分のデスクに向かった。

　その日、淳也さんは一心不乱に仕事に打ち込んでいた。無論、彼が仕事の手を抜かないのはいつものことだが、集中力が違うというか……話しかけることもためらってしまうほどだ。

　海外とのやり取りもいつもより多く、電話では英語が飛び交っていて、その姿に胸をときめかせていたことは内緒だ。

　だけど、頑張りすぎのような気がして、私はコーヒーを持っていった。

「サンキュ」

「少しは休憩してください」

「そう、だな。でも今は……。いや、なんでもない」

　なにか言いかけた彼は、途中でやめてしまった。そして、休憩するどころか、パソコンの画面に視線を移し海外取引のチェックをしている。それから、いつになく厳しい顔をしてキーボードを叩き始めた。

　なにか大きな動きがあったのかもしれないと思ったものの、津川さんたちは通常通りで、殺伐とした雰囲気を漂わせているのは淳也さんだけだった。

　その日、先に帰宅して淳也さんのリクエストでビーフシチューを作って待っていたのに、なかなか帰ってこない。

　ソワソワして待っていると、二十一時を過ぎた頃、ようやくチャイムが鳴った。

「お帰りなさい！」

　玄関で彼を迎えると、心なしか顔色が悪い。

「ただいま」

「大丈夫ですか？」

「うん、ちょっと疲れた」

　彼はそう言うと、玄関でそのまま私を抱き寄せ、素早く唇を重ねる。

「充電」

「あっ……はい」

　驚きのあまり、素っ気ない返事になってしまう。

　もう、お願いだから不意打ちのキスはやめて。ドキドキが止まらなくなる。

「待たせてごめんな。いい匂いだ」

　彼はネクタイを解きながら、着替えに行ってしまった。

　それから一緒にシチューを食べながら、私は口を開いた。

「あの、社長就任の噂があるとか……」

「はー、誰だ、地獄耳は」

　それじゃあ、本当なの？

「そういう話は出てる。それに向けて頑張ろうと思ってる」

　だから、あんなに必死だったの？

「おめでとうございます」

「ありがと。けど、まだ決まったわけじゃない。誰もが文句の言えない実績を上げるのが先だ」

　そういうものなんだ。今でも十分すぎるほど手腕を発揮していると思うんだけどな。

　彼の社長就任は喜ばしいことだとはいえ、走りすぎな彼の体が気になり、顔が険しくなる。

「英莉、どうかした？」

「淳也さんは走りだしたら止まらないから心配で……」

「それはお前だろ」

　彼はケラケラ笑いだす。

「心配なら、英莉が癒して」

「えっ……」

　彼はテーブル越しに身を乗り出してきて、熱いキスを落とす。

「もう少し元気の素が欲しいな。あとはベッドで」

「はっ、なに言って……」

　そんなことをしたら、余計に疲れるでしょ？

「あれ、俺を癒すのは英莉の仕事じゃないのか？」

「そ、そうですけど……」

「それじゃ、あとでたっぷりな」

　ちょっぴりイジワルな笑みを浮かべる彼は、おいしそうにシチューを頬張った。

　でも、彼は『たっぷりな』なんて私をドキドキさせたくせに、ベッドに入るとすぐにストンと眠りに落ちた。

　ヘトヘトなんだ……。

　まるで、ダイオー電機の巻き返しをしていたときのような切迫感が見え隠れしていた。




　そして、翌日。

「リーダー、よろしく」

　朝の会議が始まり、フロアの雰囲気がピリリと引き締まる。

　私はいつものようにコーヒーを淹れ、会議室に運んだ。

「ですが一木さん。たしかに高リターンは見込めますが、リスクも高い。先行き不透明なこの時期に手を出すのはどうかと」

　どうやら淳也さんへの反対意見が出ているようだ。

「はー」

　淳也さんが珍しく大きなため息をついている。

　すると津川さんが口を開いた。

「一木さんらしくないですね。これじゃあ博打と一緒です。いつもの冷静さはどこに行ったんですか？」

　津川さんまでもがそう言うということは、無茶な取引なのだろう。

「そうだな。すまない。忘れてくれ」

　どうやら淳也さんの意見は通らなかったようだ。

　コーヒーを配り終えてから三十分。いつもより長引いたミーティングが終わり、リーダーたちが帰ってきたが、最後に戻ってきた淳也さんは、なんとなく覇気がなく心配だった。

　やっと前場が終わった頃、津川さんが淳也さんのところに歩み寄る。

「一木さん、無理しすぎです」

「すまない。もっと冷静になるよ」

「取引のこともですけど、飛ばしすぎです」

　津川さんの言葉を否定せず、「大丈夫だよ」とつぶやいた淳也さんは、席を立ち会議室に入っていった。

　お弁当、食べないのかな？

　彼のうしろ姿を目で追っていると、津川さんが私のところまでやってきて「一木さんに、お茶を淹れてあげてくれない？」と言うのでうなずいた。

　津川さんにこんなことをお願いされたのは初めてだった。

　言われた通り、お茶を淹れて会議室をノックしたものの、返事がない。

「失礼、します」

　仕方なくそーっと開けてみたが、淳也さんの姿はない。

　どこに行ったの？

「あれ？」

　誰もいないと思ったのに、ピカピカに磨かれた革靴の先だけ、大きな机の陰から飛び出している。

「寝てる……」

　回り込んでみると、淳也さんはイスを三つ並べ、その上に器用に寝ていた。

　大丈夫、なのかな……。

　私は自分のカーディガンを脱ぎ、彼にそーっとかけて部屋を出た。

「一木さん、どう？」

　会議室を出たところに津川さんが待ち構えていた。『どう？』と聞くということは、淳也さんの様子が気になって、私を見に行かせたのかもしれない。

「寝ていらっしゃいました」

「はー、そうか」

　彼は眉間にシワを寄せる。

「あの、今、そんなに忙しいんですか？」

　津川さんなら知っているはずだと思い、尋ねた。

「うーん。ちょっとおいで」

　彼は私を促し、隣の接客ルームに入っていく。私も続いた。

「実は一木さん、今すぐの社長就任を自分から望んだんだよ」

「自分から？」

　打診されたんじゃなくて？

　私が目を丸くしていると、津川さんが再び口を開く。

「うん。それで、段階を踏まないのなら、社内の誰もが認めるような実績を上げろと言われたみたいだ」

　だから、必死なんだ。

「段階を踏まないというのは……」

「あぁ、一木さんが社長に就任するのはもうほぼ決定事項だし、現社長もそれを望んでる。でも、三年後くらいをめどに少しずつ地ならしをして、という予定だったんだ」

「そうだったんですか……」

　それなら、どうして今なの？

「そう。だから俺、『どうして急いだんですか？』って直接聞いた。だってあの人、現場が好きで、社長になるよりここにいたいってずっと言ってたからね」

　それはなんとなくわかる。淳也さんのファンドマネージャーとしての能力は誰しも認めるところだし、生き生きと働いているように見えるから。

「それで……？」

「どうしても手に入れたいものがあるからって言うんだけど、珍しく歯切れが悪くて、それ以上は明かさないんだよ」

『手に入れたいもの』ってなんだろう？

「まぁ、俺はわかっちゃったけど」

　津川さんはそう言って、なぜか私をじっと見つめ続ける。

「わかったって、それがなにかということですか？」

　私が尋ねると、彼は大きくうなずいた。

「男はさ、どうしても頑張りたいときがあるんだよ。一木さんは今、そうなんだと思う。だけど、癒しは大歓迎だと思うよ」

「癒し？」

　彼がなにを言っているかわからなくて首を傾げると、クスクス笑われてしまった。

「そう。俺に優しくされても気持ち悪いだろ？　蓮川さん、お願いね。はっ、飯食わないと時間なくなる」

　津川さんはそう言い残して出ていってしまった。

「……私？」

　私たちの交際は津川さんも知らないはずなのに、私が癒すって、どういうこと？

　疑問ばかりが残ってしまった。

　淳也さんがフロアに戻ってきたのは、後場が始まる十分前。

「蓮川、ありがとう」

「あっ、いえ……」

　彼は私のカーディガンを持ってきてくれた。

「無理なさらないでください」

「うん」

　彼のことだから、私がそんなことを言ったところでやめるとは思えないけど……。

　それから淳也さんは自分のデスクに戻り、私が作った弁当を食べ始めた。

　てっきり食べないと思っていたので、うれしかった。

　その日、いつものように十七時で退社した私は、急ぎ足で家に帰り、夕食を作り始めた。今、私にできるのは、おいしい食事を作って彼を迎えることくらいだ。

　彼がなにを手に入れたいと思っているのかはわからない。でも、その手伝いがしたい。

　ひき肉と大根の煮物をメインに何種類かのおかずをしたため、ひたすら彼の帰りを待った。

　昨日と同じように、二十一時頃帰宅した彼は、やはり疲れているように見える。ふたりで食事をとり、私が皿を洗っている間、彼はソファで居眠りをしていた。

　そんなに睡眠不足なの？

　もともと朝は早いし、睡眠が十分とれているというわけではなさそうだけど、隙あらば寝るというような彼に首をひねる。

　けれど、その理由はすぐにわかった。

　その夜、彼に抱きしめられながら眠った私は、夜中に物音に気がついて目を覚ました。しかし、隣にいるはずの淳也さんがいない。

　トイレかな？

　そう思ったが、なにやらぼそぼそと会話をしているような声が聞こえてきて、リビングを覗いた。

　すると彼は、電話をしていた。英語で会話をしているので内容まではわからなかったけれど、仕事だろう。

　私がリビングに入っていくと、彼は驚いたような顔をしつつも、会話を続ける。そんな彼のためにお茶を淹れ差し出すと、電話をしながら飲んでくれた。

　その電話は十分ほど続き、やっと終わった。

「ごめん、起こしたな」

　淳也さんは申し訳なさそうに言うが、私は首を振る。

「いえ。こんな時間に仕事ですか？」

　今は午前三時。時差がある海外とやり取りをしようとすると、夜中になってしまうのはわかるけど、そんなに急ぎの仕事があったの？

「うん……。まだ眠れるな。ベッドに行こう」

　彼は私を促しベッドに戻った。

「また海外株を動かしているんですか？」

　ダイオー電機の一件があったときはそうだった。けれども、基本はニューヨーク支店など、海外の拠点に任せてあるはずだ。

「いや、今は俺が直接動かしているわけじゃない。ニューヨークの責任者と今後の展開についての相談だ」

　そんなことまで淳也さんがするんだ……。彼はあくまで日本の株式運用の責任者で、すべてを取りまとめているわけではないと思っていた。でも……そっか。

「社長になるためですか？」

　それならうなずける。

「まあ、そんなところかな」

　彼はそうつぶやき、私の髪を優しく撫でてくれる。

　だからといって、全部淳也さんが背負ったら、いつか倒れてしまう。

「津川さんも言ってましたよね。飛ばしすぎです」

「心配してくれるの？」

「当たり前です」

　大切な人のことは気になるに決まっているでしょ？

　私がムキになると、彼は私の額に唇を押しつける。

「ごめん、英莉。眠らせて」

　彼にそう言われては、これ以上追及できない。

「はい。おやすみなさい」

　結局、淳也さんがどうしてそんなに躍起になっているのかわからなかった。




　そんな生活が一週間続いた日。

　久しぶりに定時に仕事を終えた淳也さんと一緒に、病院に向かった。今日は正幸さんのオペの日だ。

　十五時からのオペに付き添うため、今日は桑田さんは欠勤だった。

　オペ室の前まで行くと、桑田さんが真っ青な顔をして長イスに座っている。

「桑田」

「淳也……。蓮川さんも来てくれたの？」

　彼女は私たちを見つけ、ほんの少し表情を緩める。心細かったのかもしれない。

　その奥のイスに座っているのは、おそらく正幸さんのご両親。淳也さんは顔見知りらしく、挨拶に行った。

「蓮川さん」

「はい」

　桑田さんとふたりになると、彼女のほうから口を開く。あの一件以来、仕事のこと以外で話すのは初めてだった。

「あなたにはひどいことをして、ごめんなさい」

　突然謝られて焦る。

「いえ、大丈夫ですから」

　そりゃあ、彼女の言葉が痛くて、泣きそうになったこともある。だけど、今はもうなんとも思っていない。

「本当に悪かったって反省してる。イジワルばかりしたのに、あなたに背中を押してもらえるとは思ってなかった」

　彼女はオペ室のドアをじっと見つめる。

「誰かを愛するって、すごくパワーがいることなんですよね。でも、それを上回る幸せがあるから、皆愛したくなる」

　淳也さんと付き合いだして、そう感じている。

「そうかもしれないわね」

　最愛の人が、生死の境をさまよっている。それをただ待つことしかできない彼女のつらさは、わかるつもりだ。

「オペは成功しますよ。だって正幸さん、桑田さんに会いたくてたまらないと思うから」

　私は桑田さんに視線を送りながら言った。

　彼はきっと、桑田さんのために生きようとしている。だから彼を信じていればいい。

「ホント、あなたには参るわ。ちょっと元気出たかも」

「よかったです」

　私たちが話していると、淳也さんが戻ってきた。

「桑田。正幸と順調らしいな」

　彼が言うと、桑田さんは会社では見せない柔和な微笑みを浮かべる。

「茶化さないでよ」

「茶化してなんかないさ。オペが成功したら、結婚するんだろ？」

　えっ……。

「聞いたの？」

　桑田さんは照れくさそうに、そう口にする。

「うん、今。ご両親、喜んでた。桑田のおかげで正幸が生きる希望を取り戻してくれたってさ」

　やっぱりふたりを会わせてよかった。オペできるようになり、前よりは事態が好転したとはいえ、正幸さんも不安でいっぱいだったに違いない。だけど、やはり桑田さんのために生きると決めたんだ。

　私までうれしくなって、頬が勝手に緩んでくる。

「そんなことより、おふたりも順調そうね」

　彼女は恥ずかしいのか、話を変える。しかも、今度は私たちのことだ。

「そうだな。幸せだ」

　淳也さんが私にチラッと視線を送り堂々と宣言してしまうので、面おも映はゆい。

「あはは。相変わらず自信家ね。でも、蓮川さんがキョドッてるけど？」

「彼女は照れ屋なんだ」

「はいはい。ごちそうさま」

　桑田さんはクールな表情でそう言ったあと、「ぷっ」と噴き出した。

　穴があったら入りたい。けれどまさか、桑田さんとこんな話ができるなんて思ってもいなかった。

「あのさ、今まで俺がどれだけ正幸にノロケを聞かされたのか、わかってるのか？　このくらい許せよ」

　淳也さんは呆れ顔だ。

「正幸が？」

「そ。お前と別れてからも、会うたびにお前の話ばかりだった。こんなところが優しいとか、かわいいとか。よく照れもせずに言えるなって、いつもね」

　そうだったんだ。それじゃあ、やっぱり淳也さんの心が桑田さんに向いたことは一度もなかったのだろう。親友の大切な人に、恋愛感情なんて持てないもの。

「もー、なに言ってんのよ！」

　口を尖らせる桑田さんの目にはうっすら涙が浮かんでいる。

　このふたりはもう大丈夫だ。あとはオペが成功して幸せになるだけ。

　それから一時間。【手術中】のランプが消え、正幸さんが出てきた。

　そしてドクターの「成功ですよ」という声に泣き崩れた桑田さんは、まだ眠っている正幸さんをとても優しい目で見つめていた。それは仕事のときとは違う、恋する女の目だった。

「桑田、明日も休みだぞ」

「でも……」

「上司命令だ。その代わり、復帰したらこき使ってやる。それじゃあ、なにかあったら連絡しろよ」

　淳也さんの上司命令には、たっぷりの優しさがこもっていた。

　病院を出ると、空には無数の星が瞬いている。

「成功してよかった……」

　思わず漏らすと、彼が私の腰を抱く。

「男は、大切なものを手に入れたいと思ったら、どんなことでもできるんだ」

　淳也さんは、夜空を見上げつぶやく。

「えっ？」

「正幸は、絶対に這い上がってくる。桑田を置いて死ぬわけがない」

「そう、ですね」

　オペが成功しても、すぐに社会復帰とはいかないかもしれない。だけど、愛する桑田さんの支えがあれば、正幸さんは必ず復帰する。そんな気がした。




　二日後。正幸さんが麻酔から覚め、言葉を交わすことができたという桑田さんは、笑顔で出社してきた。

　そして、いつもの朝のリーダー会議。しかしそれが終わっても、淳也さんと津川さんが戻ってこない。

　どうしたんだろう。

　しばらくしてやっと津川さんが帰ってきたと思ったら、今度は桑田さんが呼ばれた。

　それから十分。今度は淳也さんも一緒に戻ってきた。

「皆、聞いてくれ。桑田をリーダー業務に戻す。彼女は大切な戦力だ。これからも期待している」

　淳也さんが切り出すと、フロアにざわめきが起こる。

　そっか、津川さんとはこのことを話していたんだ。

「皆さん、私……自信がなくて、自分を大きく見せようとばかりしてきました。でもこれからは心を入れ替えて、お客さまのために頑張ります。どうか、許してください」

　桑田さんがしおらしく頭を下げるので、佐橋さんはあんぐりと口を開けている。プライドの塊のような彼女が自分の悪いところを認めて謝るなんて、今までならありえないことだったからだろう。

　桑田さんが自分の価値を上げることばかりに心を砕いていると気づいたのは、きっと淳也さんの導きがあったから。

　最愛の人にフラれ、自信がなくなっていた彼女は、必死に数字を積み上げ〝できる女〟を演出した。そうやって武装して自分を大きく見せることに必死だったのかも。だけどそれは本当の強さではないと淳也さんが教え、本物の恋にも気づかせてあげた。やっぱり淳也さんはすごいや。

　シーンと静まり返ったフロアで、最初に拍手し始めたのもやっぱり淳也さんだった。だから私も続いた。

　桑田さんはもう大丈夫だ。二度と手首の傷が増えることはないし、ファンドマネージャーとしても活躍するだろう。

「それと、佐橋。お前、津川の下にファンドマネージャー見習いとして昇格」

「マジですか！」

　佐橋さんは一木さんの発言に飛び上がって喜んでいる。

「蓮川。佐橋がやっていた仕事も引き継いでもらわないといけないが……」

「はい。頑張ります」

　私はすがすがしい気持ちで答えた。

　まだ雑用しかできないけれど、それでも皆が必要としてくれているのがわかるから、これからも頑張れる。

　いつか佐橋さんのように、私も少しずつ上がっていけるといいな。

　リーダーに戻った桑田さんは生き生きとしていて、本当にこの仕事が好きなんだと感じる。

「桑田さん、こちらコピーしておきました」

「ありがとう、蓮川さん」

　笑顔の素敵な彼女は、棘のある視線も鳴りを潜め、仕事は順調に動き始めた。




　桑田さんがリーダー業務に戻ってから一週間があっという間に過ぎた。

　淳也さんは仕事が軽減されたはずなのに、ますます仕事にのめり込んでいく。

　私は彼のことが心配でたまらない。けれど私ができることなんてなくて、相変わらずたっぷり持たせてくれる食費を使って、栄養のある食事をせっせと作った。

　その日、彼は最近ではちょっと早めの二十時に帰ってきた。

「ただいま、英莉」

「お帰りなさい！」

「危ないなぁ」

　淳也さんが帰ってきたのがうれしくて、フワッと腕の中に飛び込むと、彼は目を白黒させている。

「だって、受け止めてくれるでしょ？」

「もちろんさ。でも、獲物が自分から飛び込んできたぞ」

　獲物？

　私が首を傾げていると、彼はニヤリと笑い素早く唇を重ねる。しかも触れるだけじゃなく、舌を絡めての濃厚なキス。

「はっ」

　彼が離れた瞬間、息をするのを忘れていた私が思いきり息を吸い込むと、彼はクスクス笑う。

「まだ慣れないのか？」

「な、慣れません、こんな……」

「こんな、なに？」

　どうやら彼は、私がアタフタするのを喜んでいるらしい。

「なんでも、ありません！」

『エッチなキス』と言いたいけど、とても言えなかった。

「さて、今日はもう少し仕事があるんだ。だけど、その前に……」

「あっ、食事できてますよ。温めますね。……えっ？」

　てっきり夕食だと思いキッチンに戻ろうとすると、突然抱き上げられリビングに連れていかれる。そして、ソファで彼の膝の上に向き合ってまたがるように座らされてしまった。

　な、なに。この体勢。

「飯の前に、着替え」

「はい、どうぞ」

「どうぞじゃなくて、疲れたから英莉が脱がして？」

　なんてことを！

　唖然としてフルフルと首を振り拒否したのに、許してくれない。

「ほら、まずはボタン外して」

　艶っぽい視線を向ける彼は、私の手を自分のシャツのボタンに誘導する。

「じ、自分で脱いでください！」

「はー、疲れた。誰かに癒してもらいたいなぁ」

　彼はイジワルな笑みを浮かべ、わざとらしく言う。

　疲れているのは知っているし、癒してあげたいのはやまやまだ。でも、頬に優しく触れながら言われると、ゾクゾクとしてしまい、心臓の高鳴りが抑えきれない。

「も、もう。今日だけ、ですよ？」

　私は観念して顔をそむけながらボタンを外していく。

「外れ、ました」

「うん。英莉。その恥ずかしがってる顔、男を誘いすぎ」

「えっ？　……ち、ちょっ」

　彼が私のカットソーに手をかけるので抵抗したものの、あっという間に脱がされてしまった。

「淳也さん！」

「最近すぐ寝ちまうから、英莉が足りない」

　たしかに最近はエッチも減っているけど、毎日抱きしめながら眠ってるくせに！

「なぁ、英莉」

　私を膝の上に乗せたままの彼は、今まで笑っていたくせしてふと真顔に戻る。

「……はい」

「幸せに、なろうな」

「淳也さん……。あっ……」

　彼に深い口づけを落とされた私は、もうなにも言えなくなり、ただ彼の熱に浮かされていた。

　そのままソファで激しく抱かれ、乱れてしまった。久しぶりだったからか、それだけでは足りなかったようで、寝室に連れていかれてもう一回。

　はぁはぁと息を荒らげていると、彼も同じように呼吸を乱して、私を強く抱きしめた。

「お前がいてくれれば、なんでもできる気がするよ。社長にも必ずなる」

「そんなに急がなくたって……」

　津川さんの話では、おそらく三年後には約束されているのだし。

「実は、親父に英莉のことを話したんだ」

「そうなんですか？」

　そんなの初耳だった。だけど、社長の話からいきなりどうして？

「うん。結婚したい人がいるって」

「淳也さん……」

　予想もしていなかった発言に、胸がドクンと音を立てる。

　彼とそうなれればいいなと思っていたし、なにがあっても彼からもう離れないと心に誓っている。しかし、こうして具体的に将来のことを話してくれているのを聞くと感極まってしまう。

「英莉には正直に言っておく。実は見合いをしろと言われた。相手はとある大企業の社長の娘さんだ。でも、俺には英莉がいると突っぱねた」

　そんなことがあったなんて、ちっとも知らなかった。

「断ったりして大丈夫なんですか？」

　私にはわからないけど、会社のしがらみがあるのでは？

「大丈夫もなにも、俺は英莉のことしか興味がないんだ。英莉だけでいい」

　彼は私の髪に手を入れ、優しく撫で始める。それは、不安に陥った私を落ち着かせてくれるような行為だった。

「そうしたら……半年以内に社長として認められるような十分な実績を上げたら、英莉との結婚も認めてやると言われた。それができなければ見合いをしろと」

　だから躍起になって仕事をしていたの？

「親父は、絶対にできないだろうという数字を提示してきた」

「そんな……」

　それじゃあ、私たちに未来はないの？

「だけど、お前が教えてくれたから」

「なに、を？」

「不可能なんて、ないってこと。英莉が俺を信じてくれるなら、俺はなんだってできる」

　それはダイオー電機のときのことを言っているの？

「それに……好きな人のために必死になるのが、恥ずかしいことじゃないってこともな」

　彼は腕の力を緩め、私の目をじっと見つめる。

　それ、私が桑田さんに言ったことだ。

「スイッチが入った俺をなめるなって、親父に見せつける予定」

「淳也さん……」

「だから、もう少しだけ待ってほしい。毎日抱いてやれないけど……」

　えっ！　その言い方じゃあ、まるで私が毎晩エッチを望んでいるみたいじゃない。

「な、なに言ってるんですか……」

　恥ずかしくて視線を逸らすと、彼が私の耳元に口を寄せる。

「だから、今日、もう一回しとく？」

「えっ！」

「うん、そうしよう」

　勝手に決めた淳也さんは、私の唇をふさいだ。




　次の日からも淳也さんは精力的に働いた。

　彼が私との未来のために必死になってくれるのがうれしくてたまらない。私は彼だけを信じて、ついていくだけだ。

　そして、淳也さんと津川さんが話している光景を見て、ふと思った。

　あれっ。もしかしてあの発言は……。

　淳也さんが会議室で眠っていたとき、津川さんは私に言った。男はどうしても頑張りたいときがある。だから私に癒せとかなんとかって……。しかも、淳也さんがなんのために走っているのかわかった、とも。

　つまり、私たちがそういう仲だとバレているの？　私、そんなにわかりやすかったかな。いや、もしかして淳也さんのほう？

　それに気がつき、呆然としていると、佐橋さんが隣にやってきた。

「蓮川さん、どうかした？」

「えっ、なんでもないですよ？」

　私は慌てて取り繕い、キーボードを打ち始めた。




　それから……淳也さんは半年と言われていた数字を、なんと四カ月で達成してみせた。

　私、本当にすごい人と付き合ってるんだ……。

　彼のお父さまもなんの文句もつけられず、私との交際を認めてくれた。

　高い能力を示した淳也さんは、社内でもいっそう注目される存在となり、彼の社長就任が正式に決定した。そして、それが社内で発表された日、会社帰りに彼は私をプレジールに誘った。

「プレジール、久しぶりかも」

「俺も」

　社長就任のために必死に走ってきた彼には、休める時間がなかった。今日から少しアクセルを緩めてほしい。

「英莉！　キャー、王子さまも一緒なの？」

「ちょ、ちょっと……」

　あゆみがいち早く私たちを見つけて声を上げる。でも、その『王子さま』というのはやめてほしい。

「こんばんは。いつも英莉がお世話になっています」

　淳也さんの言葉に、ドキッとしてしまう。彼の彼女なんだと強く感じられるからだ。

「いえいえ。いつもノロケを――」

「あゆみ！」

　私が焦ってあゆみを制すると、彼女は笑っている。

　そりゃあ、彼女には時々、うまくいってるよメールは送るけど、余計なことは言わないでほしい。

「あはは。すみません、幸せなんで」

　すると淳也さんまでそんなことを言い出すので、もう顔も耳も真っ赤な自信がある。

「英莉はカフェモカだよね。えっと……」

「俺はコーヒーを」

「承知しました」

　私たちが出会った窓際の席に座りしばらく待っていると、あゆみが持ってきてくれた。

「お待たせしました。あの……英莉をよろしくお願いします」

　コーヒーを淳也さんの前に置いたあゆみが突然頭を下げるので、唖然としてしまう。彼女の優しさに、鼻の奥がツーンとしてくる。

「もちろんです。必ず幸せにします。英莉はこんな素敵な友達がいて幸せですね」

　淳也さんはうれしそうに目を細め、あゆみにそう言ってくれた。

「あはっ、そんなことありませんよ。あっ、いい人がいたら私にも紹介してくださいね。それじゃあ、ごゆっくり」

　え……。

　あゆみの発言に目が点になったものの、彼女にも幸せになってもらいたい。

「ははっ。そうだな。誰がいいかな？　うーん、独身……佐橋？」

　あゆみと佐橋さんが手をつないでいるところを想像して噴き出してしまう。

「どうかした？」

「佐橋さん、間違いなく尻に敷かれるだろうなって思って」

　私の言葉に、彼は肩を震わせる。

「いいんじゃない？　アイツ、そのほうが似合ってるし」

「失礼ですよ」

「英莉が先に言ったんだぞ」

　それはそうだけど。

　私がカフェモカを口にすると、彼もカップを口に運ぶ。彼とこうして穏やかな時間を過ごすのは久しぶりだ。

「ここは俺たちが始まった場所だな」

　カップをソーサーに戻した淳也さんが、不意にそんなことを言い出した。

「そうですね」

「あの日、ここに来なければ、英莉と今こうして向き合ってコーヒーを飲んでなかった」

　たしかに、その通りだ。あの日、チケットがすんなり取れて彼が北海道に旅立っていたら、私たちは客と店員のままだった。

「そして、こんなこともしなかっただろう」

　彼は突然私の左手を持ち上げ……まぶしいほどキラキラ輝く指輪を差し入れる。

「淳也さん、これ……」

「英莉。結婚、しよう」

　いつになく真剣な彼に、心臓の高鳴りが最高潮に達する。

　彼が私との結婚のために必死に走ってくれたことは百も承知だ。だから、近い将来こういう場面が訪れると信じていた。とはいえ、いざそのときが来ると、感動で胸が震えて、すぐに言葉が出てこない。

「……はい」

　私が承諾の返事をした瞬間、彼はテーブルの向こうから身を乗り出してきて、唇を重ねる。

「じゅ、淳也さん、こんなところで……」

　皆、見てるのに。

　慌てふためく私とは対照的に、彼は余裕の笑みを浮かべ、口を開く。

「知らしめたいんだ。英莉は俺のものだって」

　私は恥ずかしくてうつむいた。その瞬間、感激の涙がひと粒こぼれた。

「それから、これ」

　彼は私に飛行機のチケットを差し出す。

「二泊三日、カニ三昧。あっ、寿司もつけるぞ」

「北海道？」

「そう。俺の両親に会ってほしい。浜松にも行かないとな」

　まさか、こんなことまで用意しているとは……。

「津川が脅すんだよ。アイツ、俺たちのこと勘づいてたみたいで……」

　淳也さんは口元に笑みを浮かべる。

　やっぱりそうなんだ。

「社長になったら、しばらくまとまった休みは取れないぞって。だから、有給取ってきた」

「ホントに？　でも、私は……」

　取った覚えはない。

「あっ、さっき俺が決済しておいたから」

　彼は白い歯を見せる。

「そんな勝手なことしていいんですか？　社長のくせに」

「社長だから、いいんだ」

　楽しそうな彼は、私の左手をギュッと握り、もう一度口を開く。

「英莉。幸せに、なるぞ」

「はい」

　私は彼の目を見て、大きくうなずいた。

　彼と出会ったこの場所で、まさか永遠を誓うとは思ってもいなかった。一度はあきらめると決めたのに、どうしても忘れられなかった彼とは、これからも一生離れられない。だって彼のことが、大好き、だから。

「英莉。ニヤニヤしてどうした？」

「だって、淳也さんの奥さんになれるなんて……」

　彼の車に乗り、La mer TOKYOを出たところで言うと、「まったく」となんだか不機嫌顔。

「ど、うかしました？」

「お前、男の煽り方がうまくなってるぞ」

「はっ？」

　私がいつ煽ったの？

「今日は朝まで寝かさない」

　う、嘘……。

　ハンドルを操りながらニヤリと笑う彼は、さらにアクセルを踏み込んだ。
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小樽の夜に甘いお仕置きを　Ｓｉｄｅ淳也




　英莉にプロポーズしてから一カ月。両親に会わせるために、ふたりで俺の実家のある小樽に向かった。

　千歳空港から電車に揺られ、小樽に到着したのはもう夕方だった。

　俺も数えるほどしか来たことがないが、この街は情緒豊かで、魅かれるものがある。親父やお袋が気に入って、家を買ってしまったのもうなずける。

「英莉、疲れてない？」

「大丈夫ですよ？」

　彼女は道中、海岸線ギリギリを走る電車の車窓から、目の前に広がる海の光景にじっと見入っていた。

　潮の香りまで漂ってきそうな景色は、疲れた心を癒してくれる。

「それじゃ、少し歩こうか」

　俺は彼女を伴って、とりあえず『小樽運河』に向かった。

　運河に沿って建てられているレンガ造りの倉庫。そして、灯り始めている六十三基のガス灯。『趣がある』という言葉がぴったりの場所だと思う。

「すごい。きれい……」

　英莉はガス灯の柔らかなオレンジ色の光が運河に反射している光景に、心奪われたらしい。

　しばらく忙しくしていて、彼女とこうしてゆったりとした時間を過ごすことが難しかったからか、俺はその夜景より、英莉の横顔に吸い寄せられていた。

　夜景より、俺を見ろよ。

　英莉の腰に手を回し引き寄せると、彼女はやっと俺のほうを向いてくれた。

　夜景に嫉妬するなんて、なんて子供なんだろう。でも、英莉は俺だけのものなんだ。

「えっ……」

　素早く彼女に唇を重ねると、カチカチに固まっている。

「お前がかわいいからいけないんだ」

　全部英莉のせいにして、腕の中に閉じ込めた。ほんのり頬を上気させ、恥ずかしそうにしているその顔は、誰にも見せたくない。

　すると彼女は、俺の背中にそっと手を回し、同じように抱きしめてくれた。

　はぁ、参ったな。あんまり煽るなよ。

「こんなところでは抱けないぞ」

「な、なに言ってるんですか！」

　耳元で囁くと、英莉は目を真ん丸にして慌てふためく。

　まだまだ恋愛レッスンが必要だな。ただし、俺だけのためのな。

「ここは昼に来てもまた景色が違う。気に入ったのなら明日も来よう」

「はい」

　耳を真っ赤にしたままの彼女は、はにかみながらうなずいた。

　運河をあとにすると、親父が気に入っている寿司屋に英莉を連れていった。今日は遅くなるから夕食は済ませていくと実家に連絡してあるのだ。

　カウンター席につくと、彼女がなにを注文しようか迷いだした。

「食べたいもの全部食べればいいだろ」

「えー、全部も食べられませんよ」

　英莉が真剣に反論してくるのがおかしい。

「ほら、ウニを食べたがってたじゃないか」

　決められない彼女の代わりにウニを注文し、あとはお任せにすることにした。

「あれっ、溶けちゃった。こんなウニ初めて」

「うん。それに、濃厚だな」

　東京では決して味わえない新鮮なネタは、俺たちの舌を喜ばせる。

「明日は家でカニ三昧するぞ」

「うれしい。でも太っちゃいそう」

　彼女はクスッと笑うが、一瞬見せた不安げな表情に気がついてしまった。最初は結婚を反対していた俺の両親に会うのが、怖いのかもしれない。

「英莉」

「はい」

　ホタテの握りを食べ終わった彼女は、俺に視線を向ける。

「なにも心配いらない。お前は俺が選んだ女だ。それに親父もお袋も、英莉のことを歓迎してるんだぞ」

「……はい」

　英莉はうなずいたものの、硬い表情がすっかり緩むということはなかった。

　見合いの話が持ち上がり、彼女のことを話したとき、親父は英莉との結婚に反対だった。でも、俺が親父の言った通りの実績を上げてみせると、『お前を本気にさせる人なんだな』と納得してくれた。だから、なんの心配もない。

　寿司屋を出てタクシーを捕まえようとしたが、小樽の夜景をもっと楽しみたくて歩くことにした。

　見えてきた『日に本ほん銀ぎん行こう旧きゅう小お樽たる支し店てん』は、ライトアップされていて、ロマンティックな雰囲気だ。

　ふと隣の英莉に視線を移すと、難しい表情をしている。

「なんだ、顔が険しいぞ？　どうかした？」

「……本当に、私でいいのかな？」

　まだ心配してるのか。まあ、俺だって英莉の実家に行くときは緊張するだろうから、仕方ないか。

「バカだな。お前じゃないと、ダメなのに」

「淳也さん……」

「行ってみればわかるよ。心配なら、ほら、俺の手をずっと握ってろ」

　俺が手を差し出すと、彼女はようやく口元を緩めて手を握った。

　それからタクシーで十五分。久々の我が家に到着した。

「初めまして、蓮川英莉と申します。本日は――」

「よく来てくれたわね。遠かったでしょう？」

　玄関でカチカチになりながら挨拶をしている英莉の言葉を遮ったのは、お袋だった。

　すると英莉は拍子抜けしたような顔をして、「いえ、とんでもありません」と口にする。

　ほら、大丈夫だろ？

　英莉の腰をそっと抱くと、彼女は俺の顔をチラッと見つめた。

　リビングに行くと、親父もすぐに顔を出した。

「お邪魔しております。蓮川英莉です。いつも淳也さんにはお世話――」

「遠いところをようこそ。淳也が世話になっているんだって？」

　親父は英莉の言葉を遮る。昔からちょっとせっかちなのだ。

「私はなにも……」

　英莉が驚きの声を上げている。

「淳也は会社には入らないと言って困らせるし、やっと説得して入れたはいいが、社長より運用をしていたいと言い出すし、本当に苦労させられたよ」

　親父は盛大なため息までついてみせる。

　はあ、まったく余計なことを。

「淳也さんは、とても有能な方です。私では力不足なのは重々承知しております。ですが、精いっぱい彼を支えていけたらと思っています」

　英莉が突然頭を下げるので、仰天した。ちっとも力不足なんかじゃないのに。

「頭を上げてください。もう蓮川さんの力を見せつけられてますから。まさか、あの数字を上げてくるとは思わなかったな。淳也を本気にさせるとは、たいした人だ」

「えっと……」

　今度はキョトンとしている英莉がおかしくてたまらない。しかし、緊張がほどけたように見えて、安心した。

　そして、次はお袋が口を開く。

「まさか、主人の病気がきっかけで知り合ったなんて不思議ね。あのときは本当にありがとう。私ひとりで心細くてたまらなかったの」

「お役に立ててよかったです」

　英莉が飛行機のチケットをなんとかしてくれたことは、親父もお袋も本当に感謝している。

「これから淳也のこと、お願いしますね。この子はしっかりしているように見えますけど、仕事のこと以外の生活力がまったくないんです」

　いい歳なんだから『この子』というのはやめてほしいが、生活力がないのは言い返す言葉もない。英莉と出会うまで、仕事しか知らなかった。

「あっ、いえ……頑張ります」

「英莉は今でも十分だよ。これ以上頑張る必要なんてない」

　俺が正直な気持ちを伝えると、彼女は控えめに微笑み「ありがとうございます」とつぶやく。

「ちょっと遠いけど、いつでも遊びに来てね。淳也は仕事でしょうから、英莉さんだけでいいわよ」

　お袋は満面の笑みを浮かべ、声を弾ませる。

「なんだよ、それ」

　俺はいらないのか？

　だけど、英莉がそれを聞いてうれしそうにしている。おそらく、親父やお袋が彼女を歓迎していることが伝わったのだろう。

「明日はふたりで観光でもしてらっしゃい。はい、これ」

　お袋が俺にパンフレットのようなものを差し出す。

「観光案内マップ？」

「淳也、あまり来たことないじゃない。ここに家があっても、観光客と一緒でしょ？」

　まあ、その通りだ。

「あっ、私わかります。以前、旅行会社に勤めていたんです。実際に来たのは初めてなんですが……」

　すかさず英莉が言う。

「あー、そうなの！　それは心強いわ。淳也、連れていってもらいなさい。これで迷子にならなくて済むわね」

「迷子って……」

　俺をいくつだと思ってるんだ。まったく、恥ずかしいったらない。

　意外に話が盛り上がり、夜が更けていく。英莉も笑顔が絶えず、俺もうれしかった。

　終始子供扱いされたのは、たまったもんじゃなかったが……。いつの話をしてるんだか。

　気づけば二十三時くらいになり、ようやく風呂に入って客間へと向かった。

　布団を敷いて並んで寝そべると、英莉が口を開く。

「お父さまもお母さまも素敵な人だったー。お母さまには『英莉さん』って呼んでもらえたし」

　そんなことで喜んでくれるのか？

「親父はまだ照れくさいんだよ。そのうち呼ぶさ。それにしても、俺、いつまで経っても小学生みたいな扱いだな」

　そう不満たっぷりで漏らすと、彼女はクスクス笑っている。

「それだけかわいい息子ってことじゃないですか？」

　よく言えばそうかもしれないが……。

「でも、津川さんあたりに今日の会話を聞かせたら、びっくりしそう」

　びっくりじゃなくて、バカにして笑われるだろ。

「英莉、まさかしゃべるつもりじゃないだろうな」

「え、えっと、どうしましょう」

「なんだお前、俺を脅す気？」

　わざとギロッとにらんで言うと、彼女は慌てふためいている。

「ち、違いますよ」

「弱味を握ったと思ってるだろ」

　英莉は「そ、そんなこと」と言いつつも、笑いを噛み殺している。

「そんな悪い英莉には、お仕置きが必要だな」

「あっ、ちょっ……」

　俺がガバッと起き上がり、彼女の顔の横に両手をつくと、目を丸くしている。

「声、出すなよ？　聞こえるぞ」

「う、嘘っ……」

　英莉の首筋に唇を押し当てて言うと、彼女は身をよじって逃げようとする。

「嘘じゃないさ。いつもと違うのって、燃えるだろ？」

「な、なに言って……。あっ、ホントにダメですって」

　ヤバい。このシチュエーション、興奮する。

「だから声、我慢して」

　そんなことを言いながら、パジャマのボタンを外していく。

「じゅ、淳也さん……。お願い、やめ……」

　小声で抵抗する英莉だけど、もう火がついたから無理。

　柔らかい胸の膨らみがあらわになると、彼女は恥ずかしいのか顔をそむけている。

　その様子を見て、ますます気持ちが昂たかぶる俺って、おかしいのだろうか。

「やめない。これは、お仕置きだからな」

「津川さんには言いませんから……あぁっ」

　彼女の口から甘いため息がこぼれるので、慌てて手で口を覆う。

「聞こえるから。ちょっと我慢な」

　耳元で囁くと、英莉は顔を真っ赤に染め、自分で口を押さえる。

　ダメだと言いながら、俺を受け入れようとしてくれてるんだ。あぁ、もうかわいくてたまらない。

「声、我慢できなくなったら言って。俺の口でふさいでやる」

「も、無理……」

　え、もう？

「そんなにキスしてほしいの？　エロいな、英莉は」

「ち、違うっ……んっ」

　俺は慌てふためく彼女の様子に口元が緩むのを感じながら、その赤い唇を奪った。

　これ以上夢中にさせるなよ。たっぷり鳴かせたくなるだろ。

　彼女の熱くて甘い唇は、俺を幸せに導いてくれる。だから、俺も誓うよ。俺が一生お前を守り続ける、と。

　愛してるよ、英莉。





【ＥＮＤ】












あとがき




　会社ではパーフェクトな上司。しかし家では激甘オオカミの淳也と、無鉄砲な英莉の不器用な恋はいかがでしたでしょうか。

　英莉はやることなすこと大胆すぎて、おそらく淳也もハラハラし通しだったことでしょう。恋愛レッスンなんて、淳也のほうが英莉を振り回しているように見えて、実は振り回されていたのかも。

　でも私、こんな英莉が嫌いじゃありません。もしかしたら、彼女は騙されやすいタイプなのでは？という一抹の不安はありますが、そこは淳也に守ってもらうとして（頑張れよ）、自分のことは置いておいて他人のためにとっさに動ける彼女が、私にはまぶしいんです。傍から見たら、バカだなぁとか世渡り下手だなぁと思えるかもしれませんが、自分が正しいと思ったことを実行できる力は、彼女の財産です。

　だって、普通はできないですよね。自分の利益不利益を考えるのは当然だし、できれば面倒なことに足は突っ込みたくない。だけど本当はなにも考えず、自分の信念を貫いてみたい。多分英莉には、こんな女性になりたいなという私の願望が反映されております。えぇ、なれるかどうかはまた別の話ですが。

　そして、お気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、ふたりの住むタワーマンションにはあの人やらこの人やら、既刊の書籍に登場している人たちが住んでいます。隣の本城夫妻もそうですね。人だけでなく、あの会社も舞台になったことがあります。実は、大好きな作家さん（亡くなられてしまいましたが）の小説の数々が、少しずつ見事にリンクしていて、ワクワクしながらページをめくった経験がありまして……。その作家さんの足元にも及びませんが、そんなワクワクを楽しんでいただけるといいなと思いながら書いております。もしよかったら探してみてくださいね。




　長きにわたり私と一緒に走ってくださいました担当の増子さま。増子さまのおかげで今の私があります。本当にありがとうございました。そして編集を手伝ってくださいましたヨダさま。色気たっぷりのイラストで、一発ＫＯを食らわせてくださいました北沢きょうさま。その他、この作品の出版にお力添えくださいました皆さま。書籍を手に取ってくださいました皆さまに、感謝申し上げます。
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